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      　迷宮蛇アルバ・ロンガの大きな骨の頭に、破壊の紫光が灯ともる。その禍まが々まがしい輝きを三歳の少年・長な川がわ史し郎ろうは、石の檻おりの中から睨にらんだ。彼はいま、鏡像国家ミシュコアトルの中にいる。

　長川史郎は隣を向いて口を開いた。そこに映った、彼の守りたい少女に訊きく。

「――君は自分の才能が嫌い？」

　その問いに、石の表面に映し出された少女は唇を噛かんだ。目はあちらこちらと泳ぎ、今にも泣き出しそうだった。必死に逃げ道を探して、探して……結局見つけられなかった顔で彼女は答える。

「好きか嫌いか。…………考えたことがありません。しかし……論理では無用と考えます。私という存在は行き止まりで、永遠にどこへも繋つながらない」

　その弱々しい声に、長川史郎は悲しくなった。小さなＡエＳイＡサは絶望していて、今にも死んでしまいそうだった。守る者が必要だった。

　だが小さなＡエＳイＡサの創造者にして、その命を奪おうとする存在、天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテル。その正体が『最も古き竜』だというなら、逃げ場はどこにもない。強大な敵だ。

　だから史郎は、一つの策略を準備するつもりでいた。

　彼自身が『万ばん生せいの王』として餌えさになり、小さなＡエＳイＡサから目を逸そらさせる。そして十二年後を決行日として、天球儀会ソシエタス・スフアエラを打倒する。

　そう決意したその日から、長川史郎は立たつ木きヒロとして生きていくことを選択した。
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　水音が周囲全すべてを取り囲むように響く海神わたつみ降こう臨りんの儀式。その中で、立たつ木きヒロは頭と両腕を垂れ、その目は光をすでに失っていた。

　胸のすぐ下からは凶刃が突きだし、血が雫しずくとなって落ち続けている。

　いや――今まさにその刃やいばは、「ぞろり」と引き抜かれた。

　支えを失ったヒロの身体からだは、真まっ直すぐに倒れる。その後ろで血ち塗まみれの刀を手に立つのは、眼鏡めがね短髪の同級生・新につ田た玲れい子こだった。天球儀会ソシエタス・スフアエラの刺客トリンキュローは、こんなところに潜ひそんでいたのだ。

　彼女は手にした古めかしくて長い刀を一振りする。その一動作で、刀身にまとわりつく血はきれいに学校校庭の土の地面に飛び散った。

　ヒロが即死したことは、あまりにも明らかだった。だが誰だれも起きた現実を受け入れられず動き出そうとしない。

　この呆ぼう然ぜんとした間は、玲子にとっては『活路』だった。何しろここからが、彼女にとっては真の戦いの始まりなのだ。全ては動き出している。その最中に気を散らすというのが、迂う闊かつなのだ。

　覚悟を決める玲子が地を蹴けりまず向かった先は、喜き連つれ川がわを押さえ込んでいた霜そう夜やの元だった。銃を持つ者は厄介だ。だが襲われる霜夜もまた他ほかの者と同じく、いやそれ以上に、信じられないものを見たような、唖あ然ぜんとした目のままだ。それでも何とか肉薄する玲子に反応し、両手の二丁拳けん銃じゆうを向けた。

「遅い――！」

　霜夜が狙ねらいを定めるより先に、玲子の剣の方が届いた。刃が一いつ閃せんし、二丁の銃を銃身で真っ二つに両断する。

「……お前は援軍も呼ぶな」

　玲子にとっては、鏡像国家を運用する霜夜――いやその内部にいるセシリアは、逃亡に際して非常に邪魔な存在だった。大きな障害になる。返す刃で霜夜を、中のセシリアもろとも斬きり捨てようと手首をひねる。

　しかしその二人の間に突如二本の脚あしが割って入った。乗りかかった霜夜の下から何とか脚を引き抜いた喜連川だった。

　思わぬ方向――地面から捻ねじりを入れて差しのばされた両足の靴底を、玲子は胴で思いきり受けてしまう。蹴り飛ばされた玲子はそのまま素直に後ろに跳び、衝撃を避よけた。体勢は崩すこともなく着地。

　だが再度斬きり込もうとする玲れい子この前に、影が割り込む。

「何――！」

　変形した『可変硬化布』による衣装、『飯いい綱づな』の大足で一跳びに跳んだ真ま名な辺べ麻あさ奈なだった。

　麻奈は無言のまま、もう片足を蹴けって思いきり身をひねる。背後に背負う形で張り出していた『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』が力一杯振り回され、玲子を殴り飛ばした。完全に不意打ちを許すほどに、麻奈は速い。

　そして勢いよく吹き飛ばされた玲子の身体からだは、ほとんど一転する。だがそのままの勢いで片かた膝ひざをついて身を起こし地面を蹴る。

　玲子の反応は鍛錬という度合いを超えて人間離れしていた。しかし麻奈もまた正確に対応し、玲子の前に立ち塞ふさがる。

「邪魔な奴!!」

　地を蹴った玲子は進路を変える。しかし無言の麻奈は玲子の行く手を遮さえぎるように、玲子よりも速く、回り込む。何度も何度も、進路を変えるたびに、その正面に回ってくる。

　麻奈の身体能力は非凡であるとはいえ、玲子には遠く及ばない。しかし彼女の装備である『飯綱』は、脚力を強化する――逆に言えばそれのみに特化した装備である。玲子の人間離れした跳躍力と踏破能力に、互角に追いつくことができた。

　わずかな間に玲子は五度、逃走の進路を邪魔される。

「ならば相手をしてやる！」

　ついに玲子は長い刃やいばを麻奈に向け振るう。麻奈はそれをまだ無言のまま、手に持つ杖つえで逸そらした。

　さらに動作が終わらぬうちに、

「excavate［魔法陣投射］」

　と唱える。――杖の先からは薄く輝く魔法陣が、夜の暗いグラウンドに一気に広がった。

「『the sun』of righteousness［降り注ぐ正義］」

　呪じゆ文もんとともに最初の形、夜よる闇やみに浮かぶ生存物質エレメントの六面体ヘキサヘドロンが出現し、光球を発射する。

「当たるはずもない！」

　余裕を持って避よけた玲子は、振りかぶって太た刀ちを打ちこむ。

「bright particular『the star』［最も美しき者］」

　麻奈も防御の魔法へと連携する。水の銀鏡が玲子の刃を弾はじく。

「水の壁程度を抜けない!?」

　一撃を防がれた玲子は驚きの声を上げるが、すぐにその原因に納得した。麻奈の方は『管狐の軸匣』を全力作動させて、魔法の威力を強化しているのだ。

「『justice』is blind［神の見えざる剣］」

　水鏡の盾を展開したまま、麻あさ奈なはさらに唱える。杖つえの先に浮かんだ生存物質エレメントから光の刃やいばが伸びた。杖自体を握りとした巨大な剣となって、そのまま玲れい子このいる位置を薙なぐ。

　麻奈の攻撃を、玲子は身を逸そらすように跳び離れて避よけた。他ほかの者には当たる気のしない、余裕のある回避に見えただろう。

　しかし当人である玲子は、そうではないことを知っていた。実際は麻奈のこの攻撃によって、玲子は自分が逃走してきた方向へ押し戻されている。時間稼ぎを成功させてしまっている。

　麻奈はそんな玲子を、広い帽子のつばの下から暗い目で見返した。

　視線の真意が読めない玲子は目を細めるが、次に大きくあざ笑った。

「そうか、弾切れ――！」

　ここへ来てハッタリなのだ。麻奈の装備『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』は魔法の威力を強化するが、生存物質エレメントの疲弊を速くする。今の麻奈はこれ以上の詠唱が行えない状態なのだ。玲子は絶好の機会と、一気に斬きり込む。

　しかし麻奈はためらわず、視線の前に杖と玲子を一直線に並べて捧ささげ持つ。そして素早く杖に差し込まれた金属片――エレメントコンテナの六本を一気に引き抜いた。

　麻奈は引き抜いたエレメントコンテナを一瞬で腰元の小物入れにしまい、新たな六本を取り出す。そのタイミングで、玲子の凶刃は届いた。

　だが麻奈の対応は冷静だった。和式の刀の攻撃は避けられる――そう知っており、信じている。特に一撃目は軌道が単純で分かりやすい。

　自分に言い聞かせるかのごとくギリギリまで引きつけ、たった一度のすり足移動で、ズリリと一撃目を避ける。

　問題はここから、斬り返しの速さ。つまり二撃目。

　ここに剣士の質の全すべてがある。玲子は速かった。一度振り下ろされ、下から一直線に自分を狙ねらう刃先を麻奈は足技――『飯いい綱づな』の巨大な足の側面で受け流す。

「――私が外された!?」

　玲子の剣に装甲と化した生地の表面が削けずられる。しかし身をかがめてもいる麻奈から、刃の進路は完全に逸れた。そして麻奈は驚きよう愕がくする玲子の前で、新しいエレメントコンテナを六本同時にワンアクションで差し込み、作業を終了する。

「……こちらの番ですね」

　玲子はその宣言に歯ぎしりした途端、嘲ちよう笑しようを浮かべた。体勢を低くした麻奈の帽子頭に強引に手をかけると、鷲わし掴づかみにして馬跳びのように跳び越えたのだ。すぐに振り向く麻奈の目の前を、玲子は背を向け逃げていく。その走る先には冷え冷えとした深夜の学校校舎があった。

　すでに玲子は、麻奈と取っ組みあうのが致命的だというのは、気づいたらしい。その判断は早く、決めたあとの行動は明確だった。

「もっとも今さら無駄ですが……」

　そう麻あさ奈なが呟つぶやいた時には、彼女の『飯いい綱づな』はさらなる変化を始めていた。

　ほとんどが足であるその本体は、関節を全すべて折りたたむと、ガッチリとした支持脚に変化する。そうして同時に尻しつ尾ぽのようだった『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』は、上方に展開してそのまま前に倒れてくる。

　支持脚の間、軸匣の下に入る形になった麻奈は、ちょうど頭の上に来た軸匣の表面板を開き、そこから小型の照準器とトリガーを一段、引き出した。それを合図に前方に来ている軸匣の前端が、さらにもう一段階開く。手にした杖つえを一振りすると、空中で精製された生存物質エレメントは、輝くまま軸匣の先端へと収まった。

　麻奈は照準器を逃げていく玲れい子この背に合わせる。

　――私は何をやっているのだろう？

　妙に冷え冷えとした頭で、麻奈は唐突にそう思う。

　これは人に向けて撃つ技ではない。例えばゴキブリ一匹にミサイルを撃つようなマネだ。実際、麻奈の内心は嵐あらしのように冷たく混乱中で、行動は冷静なようでいて無む茶ちや苦く茶ちやをやっていた。そんな自分がどういう状況なのか、自分でさらに混乱していた。

　噛かみ合っていない。――しかしなぜか、ためらいはなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「――貫け、竜ドラゴンの炎」

　唱えて軸じく匣ばこに繋つながっているトリガーを引いた。

　膨大な光量の光の線が精製された生存物質エレメントを起点に、吐き出される。

　照準器の中の玲れい子この背は、ギリギリのところでそれに気づいたようだった。逃げるように跳んだような気もした。しかし麻あさ奈なにとってはもう、どちらでもいいことだった。どのみち射出中は動けず、判断は必要ない。

　空振りしたらしい光線はゆっくりとその照射先を薙ないでいく。玲子が逃げようとした先にたまたまあった本校舎南棟一階部分を一直線に貫き、そのまま横へ、一気に薙ぎ払った。

　やがて一直線の炎による術は、全すべての力を放出し終え、きれいに消える。途端、攻撃を受けた南棟は一いつ旦たん左に傾いた。そしてそのまま隣の体育館を巻きこみながら倒壊し始めた。

「何だ、何をやっているんだ真ま名な辺べ!!」

　背後から喜き連つれ川がわの怒鳴り声が聞こえた。『飯いい綱づな』のためにまだ動けない麻奈の横を、その足音が追い越していった。喜連川は瓦が礫れきの山に向かって逃げていく玲子を追う気らしい。

　ただひとまず麻奈が逃げ道を塞ふさいだことは確かなようだった。顔を上げた視線の先で、玲子は崩れる足場に手間取り、ついに喜連川に追いつかれる。二人の斬きり結ぶ音が、夜の校庭に響き始めた。

　それをまだぼんやりと聞きながら、麻奈は唐突に気がついた。気がついた瞬間、全身から冷たい汗が噴き出す。

　目の前の惨劇。それを見た麻奈には、最優先でやるべきことがあった。だがそれはもう、全くの手遅れになってしまっていた。取り返しのつかないことになったのは、一目で分かった。

　だから別の方向に、必死で空転したのだ。玲子がどうとか、そんなことはもう麻奈にとっては、どうでもいいことになっていた。だが、何かしら忙しくして頭を飽和させないと、とんでもない現実と直面することになる。そのことへの畏おそれがあった。

『飯綱』の変形はようやく解除される。元々の本来の姿――マントの形へと戻り、軸匣も背負う位置に移動する。

　動けるようになった麻奈はゆっくりと、背後を振り返った。

　そこでは律りつが再び目の前で失った弟の亡なき骸がらを抱きかかえていた。

　彼女の大きく見開かれた目は涙を流すのに何も見ていない。

　彼女の口は大声を吐き出すのに、言葉になっていない。



　――さすがにまずい、か。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラの幹部室・天てん球きゆう廟びよう。遠見の術で全てを見届けた水星メリクリウスは目を閉じる。そしてすぐさま行動を決意した。

　――『立たつ木きヒロ』の命運は尽きた。しかし儀式は今やるしかない。次のチャンスなどもうない。

　幸い、海神わたつみ降こう臨りんの儀式の場には、もしもの時のために石鏡の一つを伏せておいた。鏡像国家ミシュコアトルを形成する石鏡の一つであり、そこに水星メリクリウスの主観である『自分』を転送することができる。争乱に自らの手で介入し、事態の収拾を図れる手段がある。

　しかし――。

　天てん球きゆう廟びようをあとにしようとした次の瞬間、水星メリクリウスはそれが不可能なことに気がついた。

　周囲を円筒状に取り巻くように、光り輝くビロードの幕が垂れてきている。自分の周りだけを魔術的な鏡ミラーで覆われてしまった。

「光学結界――あらかじめ用意しておいたのか」

　忌いま々いましげに、水星メリクリウスは言った。元々は自分のつるし上げが、ここで行われようとしていたのだ。この状況の可能性は、考えておいてもよかった。

　すでに空中に現れたミラーを通して、外側の風景はうっすらとしか見えない。そして歪ゆがんでしまっていた。この場にいる水星メリクリウス自身の姿もまた、形を保てず歪んでいる。

　一方で結界の発動に、それまで床に腰を落とし廃人のように呟つぶやいていたこの見せしめの主催者――天球儀会ソシエタス・スフアエラの天王星カイルスが顔を上げる。

　白い長衣の老人は狂気を感じさせる目で調子はずれの笑い声を上げながら、水星メリクリウスに叫んだ。

「どこへ行くつもりなのですかな、水星メリクリウス殿ォ」

　へりくだった気持ち悪い口調で、老人・天王星カイルスは言う。床に両手をついたまま、薄気味悪い笑いをやめようとしない。だが水星メリクリウスはもう一切、天王星カイルスを見ようとしなかった。すでに用はない男だ。

　代わりに天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテルに、その目を向ける。

「お願いがあります」

「――何事なのでしょうか？　水星メリクリウス」

　木星ユピテルの乙女の言葉に、水星メリクリウスは静かな声で答えた。

「長おさよ。私の天球廟からの早急な退出を、お許し下さい」

「なぜ退出が必要なのですか？」

　緊張した厳しい声に水星メリクリウスは慎重に目を細め、しかし言葉にためらうことはなく、流れるように答える。

「私はこれから天王星カイルスが使い捨てにした、かの勇敢なる同志を救いに行きます。彼女は命がけで天王星カイルスの指令を果たしました。そして無事、舞台の幕は下りました。しかしどうやらその後に待つのは、不愉快な結果です。彼女は一人、使い捨てにされるようだ……」

「私の使い捨てですとォ!?」

「黙れ、外げ道どうが！」

　水星メリクリウスが天王星カイルスを怒鳴りつける。そして再び木星ユピテルを振り向き言う。

「――このまま我ら幹部全員が彼女を見捨てたとあっては、今後の天球儀会ソシエタス・スフアエラ運営の士気に、差し障りが出ましょう」

「なるほど……分かりました。あなたの退出を許可します」

　天王星カイルスは驚いた顔で長おさを振り仰あおぎ、うわずった声で「木星ユピテル様？」と声を上げる。しかし木星ユピテルは手の一振りで、天王星カイルスの封印を破った。

　まるで劣化したセロファンが剥はがれるようにポロポロと、鏡の封印は朽くちて落ち、やがて完全に消滅してしまう。それと同時に一礼した水星メリクリウスは、次の瞬間には姿を消した。

「あああ……」

　天王星カイルスは哀あわれな悲鳴じみた声を上げる。だが木星ユピテルはギロリとその視線を、老人・天王星カイルスに向けた。そしてゆっくりと老人に向かい、歩いていく。

「あなたは本当に余計なことしかしないのですね。――――全く無能以下の無能。役に立たないどころか足を引っ張る。本当に最後の最後まで……」

「さ、最後!?」

「ええ。最後です」

　そう言いながら歩く彼女の姿が、一切の光を遮さえぎる。突然訪れた薄暗さに、天王星カイルスは目と口を小さく噤つぐんだ。

　しかし実際は光が遮られたのではない。天王星カイルスの姿が長おさ・木星ユピテルの影に覆われていた。いつの間にか天王星カイルスの元まで長く伸びた影。それは貪どん欲よくに開く口と獰どう猛もうな牙きばを持つ、巨大な獣の影だった。

　天王星カイルスは「ひッ！」と短く息を詰める。だがそれ以上の時間は、もう彼には残されていなかった。

　木星ユピテルの巨大な獣の影は口を大きく開くと、一息に天王星カイルスを呑のみこんだ。影の中に姿が消え、バキボキバキと壮絶な音と老人のくぐもった悲痛な叫びが響く。それもひときわ大きな呑み下す音を最後に、聞こえなくなる。

「――海王星ネプトウヌスはいますか？」

　何事もないかのような優雅な声で、木星ユピテルは幹部の一人を呼ぶ。乙女に呼ばれた壮年の男は、「はい」と膝ひざを折りその言葉を待った。

「いいですか海王星ネプトウヌス。あなたにはこれから、新たな任務についてもらいます。今すぐ我らの裏切者と余計者を、根絶やしにしてきなさい」

　海王星ネプトウヌスは密ひそかに、部屋の周囲を見回した。許可を得た水星メリクリウス以外にも、幹部の何人かが姿を消している。裏切り者たちだ。

　だがこの状況で木星ユピテルは、懲罰を優先するという。実際、木星ユピテルは酷ひどく怒っているようだったが、何に対してなのか、海王星ネプトウヌスには全く分からなかった。

　分からないまま「御ぎよ意いに」と一礼し、すぐさま天てん球きゆう廟びようをあとにした。

　彼にとって木星ユピテルの命令は絶対であり、順守すべき神の言葉である。彼自身で判断はする必要はなかった。

　海王星ネプトウヌスが去り静寂が戻ると、さらに木星ユピテルは残った部下たちに告げた。

「これから『ドラクマ』を解除します。『鉄串オボロス』引き上げの準備を。我々は一いつ旦たん、『カンミーノ・アスコーゾ』へと向かいます」

　その突然の一方的な指示に、他ほかの幹部たちが唖あ然ぜんとする。その中で、木星ユピテルの乙女一人が、まるで別人のように歪いびつな笑みを浮かべて天球廟の高い天井を見上げた。

「…………さあ落ちてこい、わが子ら星々！」



　倒壊した校舎の前で行われる玲れい子こと喜き連つれ川がわの戦いは、実力においてまさに互角だった。

「ここまでとは――」

　喜連川は手に愛用の刀を構えたまま、思わずそう苦々しい感想を漏らす。

　結果が応援到着までの時間稼ぎでいい喜連川は、状況としては追い込んでいるのだ。そう何度も何度も自分に言い聞かせる。しかしやはり勝っている気がしない。

　一歩踏み込めば斬きられるし、一歩退ひいても斬られる。

　まるで綱渡りのような緊張を強いられながら、数えきれぬほど剣先の刃やいばと刃を合わせる。

　喜連川のあとを追ってきた四し方ほうや麻あさ奈な、その他にも「近づかないでくれ！」と厳しい声で告げていた。それが精一杯だった。実際、玲子に人質でも取られたら、喜連川にはもう打つ手がない。

　しかしそう言っているのに、背後で玲子の方に近づいていく影がある。

「近づくなと――」

　焦って言いその姿を視界に捉とらえるより早く、しかし喜連川の首筋に棍こん棒ぼうのように重い手刀を叩たたき込まれた。意識が八割方飛んだ喜連川は剣を取り落としてその場に膝ひざをつく。何とか失神だけはこらえるが、手も地面についてしまう。立ち上がれない。

　十分すぎるほどの隙すきを作ってしまった喜連川に玲子がとどめを刺さなかったは、その闖ちん入にゆう者しや――水星メリクリウスの姿に、玲子もまた動揺していたからだった。

「お前は――」

　水星メリクリウスは黙って玲子を守るように立つ。

　かつての師の不可解な行動に、麻奈は声を荒げた。

「どうしてあなたが、……この状況で！」

　しかし水星メリクリウスは冷ややかに答える。

「仲間を助けに来たのだ。それほど意外なことか？」

「なるほど。企たくらみは失敗したのだから、今度は保身のため、器用に立ち回ろうというわけですか!?」

「立木ヒロは失敗した。その現実に合わせて、私も動こうというだけのことだ」

　だが水星メリクリウスの答えをもっと不審と感じるのは『助ける』と言われた玲れい子この方だった。

「どういうつもりだ？」

　不可解さの入り交じった小声で訊きく。

「私はもうすでに、全すべてを知っているのだぞ？　貴様の企み、貴様の裏切り。挙げ句の果てに貴様のせいでこのざまだ」

「それは敵に回そうとした相手が悪かったのだよ。そういうことだ、トリンキュロー」

　水星メリクリウスはふてぶてしく玲子に答える。

「だが天王星カイルスはもう駄目だろう。あの老人はここまでだ。そして私としては、お前の力は惜しい。私のために働く手足となるなら、救ってやってもいいのだが？」

　玲子は馬ば鹿かにしたように、鼻で笑った。

「私の力が惜しいだと？　もっと正直に言ってみたらどうだ？　取り込んで口封じしたいと。――私が余計なことを誰だれかに漏らさぬよう」

「どちらでもいい。もう天王星カイルスはお前たちの一族の庇ひ護ご者しやとはなれないだろう。だから代わりに私がなってやろう。それで私たちの利害は一致する」

「確かにそうだが――」

「ならば決まりだ。ただ、お前をこの場から救うには、一つの条件がいるようだ」

「条件？」

　周囲に警戒の目を走らせた玲子は、不審げに聞き返す。水星メリクリウスは頷うなずいた。

「ああ。お前の剣技ではこの状況を打破できない。一方で私も、この鏡像リフレクシヨンの身体からだでは力不足だ。ちょっとした魔法しか撃てない――」

「じゃあ何をしに来た……！」

　苛いら立だって声を荒げる玲子に、水星メリクリウスは言った。

「――お前の身体を、一時借りたい。生身であれば私はカドゥケウス伝令使の杖を使える。代わりにお前には、私の鏡像国家ミシュコアトルを任せる。『王の交代チエンジリング』だ」

「……それをやると私はどうなる？」

「すぐさま空中要塞都市スノー・クリスタルの私の部屋に、鏡像リフレクシヨンとして転送される。『ミシュコアトルの大鏡』という中枢に送られることになるのだ。そこで全てが終わるまで、大人おとなしくしていてもらおう」

　窮地は重々承知している玲子は、仕方なくといった風に頷いた。

「分かった。いいだろう……」

　水星メリクリウスも頷き、低い声で略式化された宣言を行う。

「――我は王位を退き、彼かに継承さる」

　一拍の間をおいて、水星メリクリウスと玲れい子この立っていた位置が入れ替わった。いや水星メリクリウスの手には、玲子の持っていた太た刀ちがある。玲子の身体からだが、水星メリクリウスの身体となったのだ。

　水星メリクリウスは手にした太刀を、鏡像リフレクシヨンとなった背後の玲子に放ほうって渡す。そして生身の肉体を手に入れた水星メリクリウス自身は、すぐさまカドゥケウス伝令使の杖を出現させた。

　右手に鉄の籠こ手てと左手には照準用の握り。後方には螺ら旋せんの溝が彫られた鉄柱。

　ヒロのものと全く同じ――ただ左右が完全反転した神器・カドゥケウス伝令使の杖の姿が、そこにあった。水星メリクリウスは、カドゥケウス伝令使の杖の左右の螺ら旋せん柱ちゆうを合体させる。一本に組み合わさって長くなった螺旋柱は、攻撃のため前方に展開された。螺旋柱は徐々に回転を始めながら、各所で分割される。それは回転式の数字鍵かぎのようであり、同時にその溝はうねる二匹の蛇のようだった。

　一方、太刀を手にした鏡像リフレクシヨンの玲子は、呆ぼう然ぜんと自分の身体を見下ろしていた。背後の水星メリクリウスに言う。

『何だこれは……転送されるのではないのか水星メリクリウス？　私はまだここにいるぞ！』

「ああ。そのようだな。実に上う手まくいったよ、道化師トリンキュロー」

　回転を続けるカドゥケウス伝令使の杖を、水星メリクリウスは玲子に向けて構える。

『何を――やめろ！』

　玲子は叫びながら、その場を逃げ出す。しかし目標を冷徹に捉とらえた水星メリクリウスは、玲子の背にカドゥケウス伝令使の杖を突き立てた。まるで容赦をせず、その胴体を貫く。

「お前には王たる資格、『冠ケテルの印』はない。つまり鏡像国家ミシュコアトルの王になど、最初からなれはしない。だからミシュコアトルは機能を停止し、お前はその鏡に閉じこめられた」

　貫かれた玲子は叫び声を残したまま渦に巻きこまれるよう姿を薄くし、最後には完全に消滅した。

　思わぬ展開にその場の全員が言葉を失う。誰だれもが水星メリクリウスの真意を計はかりかねていた。だが事態はさらに一歩進む。今度は立たつ木きヒロの遺体が、急に身を起こしたのだ。

　裂けた服から見える傷口は完全に閉じ、まだ完治したわけではないが修復されつつあった。そしてその背後には、大きな水音を立てる巨大な姿――海神わたつみの姿がある。

「まさか身体を乗っ取って……」

　麻あさ奈なは嫌悪の呟つぶやきを漏らした。一方で、立ち上がったヒロを復活と思ったのか、遺体にすがりつく律りつは嬉うれしそうな笑みすら浮かべる。その海神わたつみに操作されるヒロは、水星メリクリウスだけを向いて言った。

『海のものが、宴うたげの呼び出しに応じて参上した。――お前の願いを聞こう』

　よりにもよってそう、水星メリクリウスに向かって言ったのだ。

　麻あさ奈なは愕がく然ぜんとしながら思考をめぐらせる。

　最初は牛鬼を倒したヒロに、海神わたつみへの請願の権利があった。そのヒロを玲れい子こが殺害したことで、ヒロの血は供物としてカウントされ、今度は玲子に請願の権利が移った。さらにその玲子の肉体を、水星メリクリウスが乗っ取ったのだ。

「我が願いは一つ――」

　水星メリクリウスの静かな声に、麻奈はハッとする。これからの一言に、天球儀会ソシエタス・スフアエラの命運も日本の運命も、全すべてがかかっている。

　そして水星メリクリウスは言った。

「我が願いは、オランダ船船長『ヴァン・デル・ベッケン』と、その部下たち百名の魂の解放――」

　その場にいた誰だれもがひとまず、水星メリクリウスの言葉に、緊張で止めた息を吐き出した。

　紆う余よ曲きよく折せつはともかく、最後で針路は修正されたのだ。突然全てをかっさらったこの男は、何とかこちら側の人間だった。

『聞き入れよう……』

　ヒロの口を使って、海の神はそう厳かに回答する。

　そして北のはるか遠い空へ視線を転じる。

『……願いは果たされた』

「感謝いたします」

　水星メリクリウスが頭を下げた隙すきをつくように、突然ヒロの遺体は水星メリクリウスの首に手をかけた。死人の色をした爪つめが、皮膚に食い込む。

『待つがいい……。もっと多くの……血を』

「祭は全て完了いたしました。すみやかにお帰り下さい、海の神」

　喉のどを押さえられたまま低い声で答えた水星メリクリウスは、ヒロの遺体に向けカドゥケウス伝令使の杖を構えた。何をするのかと、麻奈は自分の目を疑った。

「――やめろ！」

　あらん限りの大声で、かつての師に叫ぶ。だが水星メリクリウスの方は行動をためらわなかった。

　ヒロの身体からだに、カドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん溝こうの彫られた柱が叩たたき込まれる。貫かれたところには大穴があり、その穴が炎で焼かれたかのように、勝手にどんどんと広がっていく。

　そしてこれまで立たつ木きヒロだった全てのものは、捻ねじれるように姿を揺らめかせた。次の瞬間には、まるで最初から何もなかったかのように、この世から消滅してしまった。



　北緯35・３度、東経１３９・４度の旧東京地点上空。そこで異変は起きつつあった。

「やったのか……！」

　竜ドラゴンのフヴェルゲルミルは部下を引き連れて空を飛びながら、低く割れた竜ドラゴンの声で唸うなる。後方を続いて飛ぶ部下は五人。今回は総力戦であり小竜のマサビエールもいる。

　夜空に浮かぶ空中要塞都市スノー・クリスタル――それを構成するため連結された六隻の棺車カタフアルク全すべての内側から、ありとあらゆる方向に濃い紫の強烈な光が放射されていた。まるで船内で爆発でも起きたかのような、強烈な光だった。

　だが現象は一瞬で終わらず、ずっと続いている。隙すき間ま隙すき間まから這はいだそうと出口を探すその光は、まるで動き回る針のように周囲の雲を照らし出していた。

　その輝きが徐々に落ち着くのに合わせて光の中心、棺車カタフアルク六隻は高度をゆっくりと下げ始める。浮遊動力源を失い、眼下の真夜中の海へと墜落を始めているのだ。

「作戦は成功した！　合図を!!」

　フヴェルゲルミルは部下たちを振り返って告げた。その命令を受けた金竜ネマウススの体全体が、夜空の中で目を射んばかりの鋭さで輝く。

　次の瞬間、夜空に大量の流星が出現した。その流星で、空全体が突然に明るくなった。放射状に等間隔の列を作って流れる輝跡は、まるで夜空に浮かんだ羽毛のようですらあった。

　これは衛星軌道で待機していた全世界の竜ドラゴンたちが、編隊を組んだまま一斉に大気圏へ再突入したのだ。十数分後に全てが、この場所に到着する。現地にいるフヴェルゲルミルの次の仕事は、その間、天球儀会ソシエタス・スフアエラが逃げ出さないよう包囲し、監視することだった。

「散開する！」

　フヴェルゲルミルは部下たちに告げ、編隊を解く。同時にと扇形へと広がるように、それぞれが飛行進路を変えた。この瞬間から国Ｕ連Ｎ軍Ｆは、空中要塞都市スノー・クリスタルの領空を十二年ぶりに割ったのだ。

　そのまま全六体の竜ドラゴンは空中要塞都市スノー・クリスタルをグルリと一周取り囲んだ。そのまま包囲をする形で、距離を保った周回を始める。

　だがこの行動に対する反撃はない。天球儀会ソシエタス・スフアエラ側の反応は、恐ろしく静かだった。墜落を続けている空中要塞都市スノー・クリスタルに、それどころではないのだろうか？　とフヴェルゲルミルは思う。だがその解釈も、随分都合がいい。何か妙に、落ち着かない気持ちになる。

　だが包囲は確実に狭まっていく。深夜の空にバンバンと古い大砲のような轟ごう音おんが、いくつも響き始めた。超音速で現場上空に到達した竜ドラゴンたちが、目標の手前で急減速をかけているのだ。その結果、圧縮された空気が再び一気に解放されて鳴る大音だった。その音は今や、空の全方位を覆い尽くしている。

　もはや天球儀会ソシエタス・スフアエラにこの包囲を逃れる術すべはない。そして空中要塞都市スノー・クリスタルの方は、ただただひたすら海面へと向けて落下を続けていた。何重もの包囲を保ったまま、竜ドラゴンたちはそのあとを追う。

　この墜落は対象物が巨大であるため、非常にゆっくりとして見えた。しかし静止状態から落下を始めてすでに、相当の速度が出ている。外装が何ヵ所も風に煽あおられ、よく見れば剥はがれて飛び散っている。

　そしてついに空中要塞都市スノー・クリスタルは構造を保てなくなり、一気に空中分解した。六隻の棺車カタフアルクがバラバラとなって海へと落ちていく。

「――そのまま何もかも、跡形なく海の泡となってしまえ」

　フヴェルゲルミルはあとを追いながら、口の中で呟つぶやいた。

　だが奇妙なことに気づく。いや、天球儀会ソシエタス・スフアエラの空中要塞都市スノー・クリスタルは、空中分解したのではなかった。それぞれをつなぎ止めていた太い鉄柱を、自分たちで引き抜いたのだ。その柱はよく見ると、十字型の巨大な杭くいである。

「あれは『鉄串オボロス』？」

　そう気づいた途端、フヴェルゲルミルは己の浅はかさをに目め眩まいを覚えた。空中要塞都市スノー・クリスタルという形態は、その中央にあるものを封印するための姿だったのだ。だが封印は解かれた。おそらく解放されるのは氷界クリユスタロス――。

「我々を道連れに、心中でもするつもりか……！」

　氷界クリユスタロスの大規模で広範囲な効果が発動すれば、墜落中の棺車カタフアルクは脱出する間もなく巻きこまれる。

　しかし、そうではなかった。

　棺車カタフアルクの海への落着。それとともに深夜の海には大きなしぶきが立ち上がり、巨大な構造物はその巨大さゆえの莫ばく大だいな衝突エネルギーでバラバラになる。――そうなるはずだと思っていた。

　だが実際は、棺車カタフアルクの海面への激突は起こらなかった。海面のさらに下へ、風を切りながらなおも落下を続けていくのだ。

　フヴェルゲルミル、そして周囲を集った竜ドラゴンたちは、一様に驚きの声を上げた。夜の海には、暗い巨大な大穴が開いていたのだ。その真っ暗な大穴の向こうに、天球儀会ソシエタス・スフアエラの分解した棺車カタフアルクは姿を消す。

「まさかこれが、秘匿通路カンミーノ・アスコーゾ」

　異世界アッシャーへと通じる物理通路である。そして海の大穴は、六隻の棺車カタフアルクを呑のみ込んだまま、閉じてしまう。

　そしてちょうど空中要塞都市スノー・クリスタルが分解した空間には、何かが取り残されていた。

　氷界クリユスタロス――。そこへ追跡をかける竜ドラゴンの大群は、突っ込んでしまっている。

「元から全すべてが罠わなか!!」

　明らかに敵は準備をしていた。そこへフヴェルゲルミルたちは誘い込まれたのだ。

　だが気づいて叫んだ時にはもう、全てが手遅れだった。世界中の竜ドラゴンが飛び交う空全体から、ミシミシと軋きしむような音が響く。それは氷同士がぶつかり、軋む音だ。

　解放された氷界クリユスタロスが、夜よる闇やみの中で一息に輝く。――三本の巨大な氷のリングが絡み合うように回転し、膨張しながらその場の全すべてを空間ごと凍らせ始めた。竜ドラゴンたちすら例外ではない。

「――まさか万策尽くした十二年がかりの策で、逆に一網打尽とは！」

　無念の憤激を最後に、フヴェルゲルミルは空中に射止められたまま氷に呑のみこまれる。

　この一戦のために世界中から集められた竜ドラゴンたちは、海の上の夜の空で、全ての活動を停止していった。



    

  
    
      
第一章





　今日もいい天気の一日だった。

　キン・コン・カン！　の放課後チャイムとともに、私、長な川がわ律りつは教室を飛び出した。自分で言うのも何だが――速い!!

「長川、廊下を走るな！」

　ちょうどやってきた厳いかつい顔の学年主任先生に見つかり、怒鳴られる。私は「すいませんッ」と情けない声で答えるが止まらない。その前を通り過ぎると背後から、信じられないという舌打ちが聞こえた。そんな私が手にするのは、風紀委員のファイルだ。

　ちょっと黄色くなった太陽の光を横目に見ながら、廊下を走り抜ける。

　と、進路方向の教室の扉が開いた。その中からゾロゾロと、鞄かばんを持って帰る準備を終えた二年生の皆さんが出てくる。「おっ」と私は思わず呻うめいた。

　こっちの廊下は無理だ。――私はすぐ近くの階段を下りて、職員室前の空すいている廊下を走る。見つかったら大失点だが、放課後すぐの一階の廊下はガランとしていて、まだ誰だれもいない。人ひと気けのない、話し声のしない廊下を走破する。全力疾走っ。

　なのに会いたくないと思っていた相手・私が絶体絶命に苦手な人たちはもう、風紀委員のファイル保管箱の前で待ちかまえていた。合計三人、左右は腕組みをして斜めに立ち、真ん中は両方の拳こぶしを腰に当てて立っていた。二年生の女の先輩。

　彼女たちは風紀委員長の不信任案を出そうとしていて、私もそれに「賛成」を言わされそうになっていた。今ちょうど風紀委員会は、真っ二つに割れているのだ。

　彼女たちに捕まって、今日も熱心な説得が始まる。

　そこまでしなくても、と私は思うのだが、黙って聞いているしかない。もうそこにあるのは委員同士の意地の張り合いである。止めても止まらないものらしい。

　私は上級生三人にいろいろ約束させられ、ようやく解放されて廊下で一人になり、ふう、と大きく息をついた。手に持っていた風紀委員ファイルをファイル保管箱に収め、少しだけ落ち込んだ。何かここのところ、人間関係がうまく行かない。小さなことに細々と躓くのだ。

　こんな毎日を、結構ストレスに感じてしまう。そして私はいつもため息をついて『立たつ木きヒロ』がいればいいのになと思うのだ。

　立木ヒロは本の主人公だ。本といってもライトノベルだとか何とかいう類たぐいの小説。読書好きというわけでもない私としては、実はあんまり読まない類の本だった。そもそもなぜそんなものを読む気になったのか、きっかけを私自身もよく憶おぼえていない。

　タイトルは漢字とカタカナが交じった風で――それ以外は忘れた。何せあんまり楽しい話ではなかったのだ。おまけに主人公の立木ヒロが死んでしまった。――というところで、私は本を投げた。話はまだ続くみたいだったが、続きは読んでいない。多分一生読まないだろう。ただ立木ヒロだけは気に入っていた。

　何しろ彼は高校生にしながら、生まれついてのトラブルシューターなのだ。困ったことがあるとどんなトラブルでも、調整して解決してしまう。もっとも実際は彼自身がトラブルメーカーでもあり、今度は助けた人を事件に巻きこんだりするわけだが。

　ただ困ったことがあると、私はいつも考えてしまうのだ。こういう時に立木ヒロならどう解決するだろうかと。まあそれも、一瞬だけのことだ。

「やめよう……」

　私はあまりにも空むなしい現実逃避をやめ、トボトボと地域社会研究部の部室に向かった。急に建て直し工事が始まった本校舎南棟と体育館の前を通って、部室のある新校舎へと行く。放課後の高校生は部活するものだ。

　――と言っても部員は、事実上私しかいない。

　鍵かぎを開けて部室に入ると中は殺風景なものだった。折りたたみ机とパイプ椅い子す、そしてスチール棚しかない。生徒会が規定した備品だけが並ぶ、何もない部屋だ。

　一応この部の部長をやっている同級生・真ま名な辺べ麻あさ奈なは、六月ですでに忍耐が続かず、幽霊部員と化している。いやクラスメイトでもある彼女は、そもそも学校に来ないことが多い。ここ一ヶ月くらいは不登校の状態だった。

　他ほかにもう一人いる部員は、一年上級生の留学生部員・セシリア先輩である。ただこちらも部室に来ているところを、私は見たことがない。一緒に部活をやった覚えがない。

「……そもそも私って、何でこんな部に入っちゃったかな」

　誰だれもいない静かな部室で、私はくたびれたように独ひとり言を言った。正直言って、この部に入ったことを後悔していた。好き嫌いの問題ではなく、活動不可能で時間の無駄なのだ。

　運動部に入ればもっと充実した青春を、否いや応おうもなく送ることができた。いやそもそも、何で中学まで続けていた道場通いをやめてしまったのか、自分でも理解できない。

　四月の部活を決める時期に、こんなワケの分からない部に入った自分を呪のろいたい気分だった。

「……ひとまず会報は作らないと」

　そう誰もいない部室で、私はコックリ頷うなずく。期末テスト前の活動成果提出が学校に決められていて、その期限が迫っていた。何せもう六月だ。

　私はすっきりと片づいた部室を横切ってスチール製の棚へと向かった。そこに置かれた数冊のノートから一冊を手に取る。会報の原稿をまとめることにしているノートだった。一ヶ月前に、私の分はここに書いた。あとは他の人の完成待ちだと思っていたので、このノートを私が手にするのは、やはり一ヶ月ぶりだ。

　これをあとで視聴覚室に持っていってパソコンに打ちこみ、ペラペラのコピー折り冊子の会報を作る。貧相なものだが、これさえもないと本当に活動の痕こん跡せきすらない。

「真名辺さん、せめて一言でも、何か書いててくれてるといいけど……」

　立ったまま手書きの字が躍るノートを見ながら、そう無理な注文を私は呟つぶやいた。どこまでページをめくっても白。私が書いた数ページ分しか原稿は存在しない。

　最終ページまで行ってもう一度頭に戻った私は、だがそこに別の人間の筆跡、私以外が書いた文章を見つけた。期待していなかった私は思わず「おお！」と奇妙な声を上げる。

　それを書いた人間の名は『立たつ木きヒロ』になっていた。書いた日付は一ヶ月前の五月初め。私が書いたすぐあとだ。

　…………。

　何か奇妙な原稿だった。私は首をひねり、誰のペンネームなのだろうかと思う。

　幽霊部長の真名辺さん――もしくはセシリア先輩が、私と同じライトノベルを読んで、それをペンネームにしたのだろうか？

　だとすれば世間は狭い。私が彼女たちと同じ本を読むなんていうのは、何万分の一の確率だろう。それにしてもその字は、女性の書いた字とはどうしても思えなかった。筆圧が高くて、気をつけているつもりのようで、どこか雑なのだ。男子の字のように見える。

　…………。

　いや、やめよう。と私は思った。

　全く変なことに私は一瞬、本当に立たつ木きヒロがいるなどと考えた。

　創作と現実の区別がつかなくなっては、人間お終しまいである。いやそういう人もいるが、私はそんな屈折した現実逃避を行う習慣はない。

　私はノートを元の棚に戻すと、パイプ椅い子すの一つに腰掛けてため息をついた。

　気がつくと、すでに辺りは暗くなり始めていた。そのことに私はまた慌あわてた。部屋の明かりをつけないまま、もう夜になり始めている。

　部室の時計を見るとここへ来てから一時間近く経たっていた。今ので一時間！　部室に来てぼんやりノートを見て妄想するのに、一時間も費やしてしまったのだ。これは重大な時間の浪費、貴重な青春の時間の無駄遣いではないだろうか。

　………………。

　何なのだろうか。

　気がつくと私は、涙が出ていた。夜の部室で電気もつけずに、私は一人で泣いていた。

　かつて私には仲間がいた。私には師がいて使命があってその先に世界があった。あったのだ。――しかし、敗北した。私はあらゆるものに負け、私を失うことになった。



    

  
    
      



    

  
    
      　もう誰だれかがいない。何かが足りない。そして世界は閉ざされている。

　私には、かつて仲間がいたのだ。

　そして今は、もういない。



　真ま名な辺べ麻あさ奈なは、自室のベッドでじっと横になっていた。

　昨晩からこうしていて、すでに一夜が明けた。窓の外はうっすらと明るくなってきている。そうなるまでずっと、麻奈はただ横になっていた。目を閉じても睡眠に入っていけない。なぜだか体内時計が夜にならないのだ。

　この歳としで割と旅慣れもしている麻奈には、本当に珍しいことだった。ただこの状態は、もう一ヶ月近く続いている。夜は大体、目を開けたままベッドにただ横たわるだけになっていた。それでも麻奈が毎晩ベットに入るのは、睡眠の必要性というのは合理的だと考えているからだ。合理的なはずだ。

　しかし今朝もいい加減、ただ寝転がっているのが苦痛になってきた。麻奈はのっそりとベッドから起きあがった。途端に関節がゴキゴキという。少なくとも身体からだは横にして休めているのに、疲れが全く取れていない。不思議なものだと思う。

　麻奈は起き抜けのボサボサになった頭に、いつものヘアバンドだけを締めた。寝る時は裸だ。まだ薄暗い部屋でタンクトップと下着だけひっ掴つかむと、それを身につけて廊下に出る。まだ早朝のひんやりとした空気が、全身の肌に伝わってきた。

　麻奈は廊下を歩き、立たつ木き家の居間へと向かう。

　薄明かりの廊下はシンとした静寂に包まれ、麻奈の足音だけが妙に大きく響いた。

　もっともこのことは、早朝だからということでもない。ここのところは一日中が、ほとんどこんな調子である。狭い家の中全体が、空気にもやがかかっているかのように見えた。荒廃が忍びより、動くものは何もない。

　すでにセシリアの鏡像リフレクシヨンのうち、活動可能なのはわずか五体となっている。あとは機能をやめて石鏡に戻り、立木家のあちこちに散らばり転がっていた。

　廊下を歩く麻奈は現在、それを注意して避よけて歩いている。彼女らの主あるじであるセシリアの心が死にかかっている――その現れだった。分かっていて麻奈はこの『滅び』を、どうすることもできずにいる。

　廊下を突き当たって居間に入った。そこはもう何もかもが取り払われ、ガランとしている。作業の邪魔になるからと、家具という家具を全すべて取り払ってしまっていた。

　代わりに床には白い紙の束が、一面に並べられ、積み上げられていた。それ以外には麻奈とセシリアが共同で結果をまとめるパソコンとプリンターが、最小限の構成で床に直接置かれている。そして部屋の真ん中には、様々な形に削けずられた翡ひ翠すい石せきの欠片かけらが多量に載る、半球形の台座があった。

　さらにその前には、もうすでに座布団に腰掛けて作業するセシリアと霜そう夜やがいた。

　彼女たち、特にセシリアは、今の麻あさ奈なとは全く逆の格好をしている。きっちりとしたブラウンのスーツっぽい服で、まるでこれから外出でもするかのようだった。よそよそしい。

　実際ここはもう、彼女の『家』ではないのだ。そう考えれば麻奈にも全すべて説明がつく。セシリアの顔は不健康に青く、白い。まるで能面のようだった。表情を全く動かすことなく、作業に没頭している。その隣の霜夜はセシリアと瓜うり二ふたつの存在。しかしその顔には決して癒されることのない、心理的ダメージが張りついてしまっていた。

　セシリアは部屋に入ってきた麻奈に気がつく。そしてようやくいつものように優しげな笑顔を浮かべて「おはよう。今朝は早いね」と言った。

　麻奈の方も「そうですね早いです」と長い髪をボリボリ掻かいて返す。目を合わせられないが目を逸そらすわけにはいかず、自信なさげに背を丸めて目を伏せる。

　実際のところセシリアの方は、「おはよう」どころではない。その乾燥した目を見れば、彼女が一睡もせず作業を続けていたことは明らかだった。穏やかな笑顔に据えられた無理な疲労の痕こん跡せきは、全部まとめて壊れて見える。麻奈としては余計な忠告の一つもしたくなったが――やめておいた。本当に余計なことだろう。

　代わりに麻奈は翡ひ翠すい石せきの台座の向かい側に座り、いつもの作業に加わった。

　現在麻奈たちが行っているのは、幽体空間のどこにヒロの遺体が飛ばされたのか、その特定作業である。とにかくヒロの遺体だけは、回収しようと考えていた。

　幸いヒロの身体からだは、カドゥケウス伝令使の杖を持ったまま幽体空間を漂っている。これが魔力を中継するアンテナのようになっており、ごくわずかだが魔力の流れに反応する状態だった。この反応の位置さえ特定できれば、あとはセシリアの『幽体下ろしの儀式』により、ヒロの遺体は回収可能だった。

　問題は反応追跡のための調査ポイントが、膨大な数に上ることである。

　今のところ麻奈たちは、幽体空間を二十万ヵ所に区切り、そこに魔力の流れがないか一つ一つを調査している。翡翠石を特定の形にカットして形を整えると、魔力の通過を確認する試験石とすることができた。それを調査に必要な分だけ作り、反応を待つ。

　現在のところ作成された翡翠の破片は、この一ヶ月で五千個近く。全体の約四十分の一が終わったところであり、反応はまだ一つもない。

　しかし今は反応がなくとも、ヒロをアンテナとする魔力が通過すれば、翡翠は輝き反応を示す。そこで完成するたびに一つ一つ、半球形の台座に乗せていったものが、この翡翠石のモザイク細工なのである。

　完全な監視網を完成するには、あと四十ヵ月かかる計算になる。運が悪ければ三年四ヶ月の間、この作業に没頭することになる。もっともそんなに長くは続かないことを、麻奈たち自身が自覚していた。

　保もつわけがない。

「セシリア様――」

　霜そう夜やが突然そう声をかけ立ち上がろうとし、しかし適かなわず床に手をついた。まるで貧血で倒れたかのような挙動だった。魔法の鏡としての活動が停止しかかっている。

「……すいません。どうやら私の番が来たようです。最後までお手伝いが適わず、申し訳ありません――」

　霜夜の言葉に、セシリアは頷うなずいた。

「……うん。お疲れ様。大丈夫だよテペヨロートリー。ちょっと一いつ旦たん、寝るだけだよ。ゆっくりと休んでいて」

「しかし私が――私のせいで」

　霜夜の態度は、穏やかなセシリアとは対照的だった。だが何もない空間に伸ばした霜夜の手の指先を、セシリアは取ってそっと自分の手のひらに置く。

「ぐっすり眠って、よく休んでいて。次に目が覚めたら、きっと全部よくなってるから」

　その答えを聞きながら霜夜は目を瞑つぶり、姿が揺らいだかと思うと石板のたった一枚になった。その場に倒れ、床からわずかな埃ほこりが舞い上がる。

　霜夜の無念はしかし、セシリアの心の一部そのものである。セシリアはまた一つ、激情を押し殺したのだ。心が死んだ。

　――この光景を見るたびに麻あさ奈なは、自分たちがやっていることは何なのか、考えずにいられなかった。しかし麻奈はいま見た一切の光景を、まるで何も見なかった風に振る舞う。

　もうとにかくやると決めて、黙々と続けるしかない。二人はそういう状況だった。

　麻奈は応接室の床――昨夜自分が取りかかっていた紙の束の前に座り込んだ。セシリアとは互いに無言で、その日の探索を始める。

　ヒロの遺体を発見し、回収して埋葬する。

　そこまでが、今のところ決まっている予定だ。その先どうするのか、今の二人は努めて考えないようにしていた。

　いや実際どうすればいいのだろうと、麻奈の方は時々思う。麻奈はこれ以上、魔術師として活動を続ける理由がなくなってしまった。セシリアはここにいる理由がなく、どこかへ行く当てもない。

　おそらくヒロを回収したら、麻奈たちの中で最後の糸が切れる。そんな気がしていた。セシリアもすでに気づいている。

　だが二人は今日も黙ったまま、単純で延々と続く空むなしい作業を続けていた。

　暗く冷たい表情で最後の糸が切れるのに向けて、ただ延々と。



　ギリギリで傘をささずに登校できた喜き連つれ川がわは、やれやれと肩を落とす。

　朝から厚ぼったく空に立ちこめた雨雲から、いよいよ勢いよく雨が降り出していた。明かりの灯ともった学校廊下を行くと、大きな雨粒がガラス窓を下から濡ぬらしていく。

　喜き連つれ川がわは風で跳ねたスポーツ刈りの頭を軽く押さえると、教室へと入った。朝から蒸し暑く不快で、ちょっとした息苦しさすら感じる。静かに息を吐き出した。

　喜連川は毎朝教室に来たら、まずは律りつを捜すようにしている。今朝は律は教室にはいないが、鞄かばんはある。委員会活動か別のクラスの友人のところにいるのだろうと、喜連川は判断した。それで納得してようやく、自分も席に向かう。

　幸い律は喜連川の見たところ、普通に学園生活を送れているようだった。実弟である立たつ木きヒロの死のショックは、魔法により最低限の形に押さえ込まれている。律に『平穏な日常』という幻術をかけ、もうこちらの世界に関かかわらせないと決めた麻あさ奈なとセシリアの決定は、よい判断だったと思う。

　だがむしろそれを決めた方の二人が、深刻だった。真ま名な辺べ麻奈は、今日もまた学校に来ていない。今日もまたあの虱しらみ潰つぶしのような作業を行っているのだろう。

　喜連川は事件以来、時々立木家に立ち寄り、様子を見に行っていた。――麻奈本人は自覚が薄いだろうが、本当に麻奈の変わり様は劇的で異様だった。何とか立ち直らせる手を考えなければと思っている。思っているが、喜連川は方法を思いつかない。

　何しろ喜連川は麻奈がどれほど必死に『長な川がわ史し郎ろう』を捜していたか、よく知っている。今の麻奈に対しては、喜連川が何を言っても欺ぎ瞞まんのようにしか思えないのだ。これまでは何事も行動で示してきた喜連川だが、今だけは喜連川の『思いこみ』で、突っ走るのはまずい。必要なのはそういうことではない。

　そういうことではないまま、喜連川の一ヶ月は過ぎていた。

「……いい加減、まずいな」

　そう一人で呟つぶやく。

　こういう思考の時には、決まって恨みがましい気持ちになる。喜連川はその原因でもある、風かざ祭まつり出海いずみの席へと視線を向けた。

　目の細い、南関東を統轄する无耶志国ムサシノクニの手先となって動く忍しのび。その出海は、教室に来てずっと微動だにしない。感覚が外に向かって開いていない。頭だけで考えている。そんな風な表情だった。

　先の事件で敵に手玉に取られ、みすみす目の前で立木ヒロの殺害を許した。以来、出海は完全に内に閉じてしまっている。これは単に落ちこんでいるということではなく、出海自身が自分の思い上がりに気づいた結果と、喜連川は分析している。

　――まあ、そういう時期もあるか。

　わざわざ余計なことを言う気にもならず、喜連川は無言のままさらに視線を転じた。

　先の事件でもう一人反省してほしい人間――眼鏡めがねの神じん祇ぎ官かん、四し方ほう邦くに城たちは、最近は朝からきちんと教室にいる。小さな硯すずりに小筆を用意して、何やら札――いや短冊に、さらさらと筆で文字をしたためていた。

　いやこの四し方ほうのことは、すでに『元・神じん祇ぎ官かん』と呼ぶべきだった。四方は一連の失敗の責任をいよいよ取らされて、神祇官をクビになったのだ。何せ彼の場合、その落ち度は忍しのびの出海いずみなどとはくらべものにならない。

　もっともそのマイペース具合では、四方と出海で完全に逆転している。この差は何なのだろうと思いながら、暇な喜き連つれ川がわは四方に声をかけにいった。

「何を書いている？」

　短冊から顔を上げた四方は眼鏡めがねの下の切れ長の目で喜連川を振り向くと、優雅な手つきでいま書いた短冊を渡した。流麗な文字で書かれていたのは、短歌である。

「辞世の句か？」

「恋の歌だ。ラブレターだよ。いや、田舎者に風流を語っても無駄か……」

　矢継ぎ早に言いたい放題言うと、四方は短冊と小筆セットを片づけ始める。喜連川としては毒舌を吐かれたところで、言い返す気にもなれない。

「……何時代の風流なのやら。まあ成功率は聞かんとして――」

「百発百中だね。今は独身ＯＬ・須す東どう久く美み子こという中原のマンションに住むお姉さん攻略の最中だ」

「誰だれだよ……」

　心底呆あきれて聞き返す喜連川は、フッと笑う四方を見て、ガシガシと頭を掻かく。

「女のケツを追い回すより、神じん祇ぎ省しよう復帰の根回しとかそういうことの方が先だろう。お前は今の状況に対して、もう少し真ま面じ目めに対処するべきだと思うが……」

「無意味だね」

　四方は張りのある声で言って、両手を広げた。

「悩むというのは、これからどうしよう？　と考えるから悩むんだろう。定まらない未来に対するシミュレーションだ。しかし私はもう全すべて定まっている。神祇官は多大な権限を持つ代わり『次』はない。復帰の見込みは全くない。だから悩む必要が全くない」

「神社の神主になったりもしないわけか」

「天下り先を、神祇省が用意でもしてくれるのかい？　お役所はああ見えて、マスコミが思っているほど優しいところでも面倒見のいいところでもないよ。そもそも私は宗教家じゃない。言うなれば『神』という生物存在を専門にする科学技術者だ。神社の設計をすることはあっても、神主はできない。まあ私のキャリアは全て終わったわけだ」

　そう語る四方の言葉は高校生でありながら、まるで物わかりのいい老人のようだった。だが同時にそれが、厳然たる事実なのだろう。そして本人がそれで問題の消化を終えているのなら、わざわざ喜連川がほじくり返す必要はない。放ほうっておくかとため息をついた。

「まあうまくやってくれ……」

「ところで、こんな話を知っているかい？」

　今度は四し方ほうが話を切り出す。彼は腕を組んで喜き連つれ川がわを見上げた。

「近いうちに竜ドラゴンの解放を目的とした『日本での平和Ｐ維持Ｋ活動Ｏ』が実施されるよ。今度は人間の方で、多国籍軍を組織するらしい」

「初耳だな。この時期にか？」

「戻ってくるんだよ、天球儀会ソシエタス・スフアエラが。秘匿通路カンミーノ・アスコーゾの内部は理論上、重力反転空間であることがすでに分かっている。飛びこんだらターンして戻ってくることができるんだ。そして帰還した彼らがどうするかなんだが――。おそらく彼らは邪魔者の竜ドラゴンたちを、氷界クリユスタロスごと秘匿通路カンミーノ・アスコーゾに沈めてしまうのではないかと予想されている」

「だから人間がうごくのか？」

「そうだね。阻止作戦だ。作戦名『アイスアウト』」

　喜連川は黙り込んだ。

　元々国際連合という組織は竜ドラゴンと人間、それぞれの組織があり、実質二つに分かれている。竜ドラゴンたちの組織が純粋な国Ｕ連Ｎ軍Ｆ、国連憲章に基づいて動く武力である。ジュネーブ連盟を母体とする組織で、歴史の表舞台には姿を現さない存在。

　もう一方、人間たちの組織する軍隊が平和Ｐ維持Ｋ軍Ｆである。平和Ｐ維持Ｋ活動Ｏを根拠に派遣される多国籍軍で、大規模な魔術的事件に際して組織される場合もある。

「しかし具体的に、どうやって作戦を遂行し、竜ドラゴンを助ける？」

「それはどうするもこうするもない。棺車カタフアルクに装備されている封印具の『鉄串オボロス』をどうにかして奪って、空中の氷界クリユスタロスに突き刺し直して封印するわけだ」

「つまりもう一度、空中要塞都市スノー・クリスタルの形態を取らせようというわけか？　しかし棺車カタフアルクはもう飛ぶ力もない。できるのか、そんなことが」

「やるのさ。他ほかに適当な封印方法がない。何せ『鉄串オボロス』は、一から造っていたら百年はかかる代物だ。選択の余地はないね。そんなわけで日本からは、この作戦のためにボロ船の『天あま城ぎ』が引っ張り出される。そして君にはおそらく特殊目的水兵隊とか何とかの名目で、乗船の要請が来る」

「水兵の経験はない」

「船の護衛任務だよ。君は異キ形マ生イ物ラとの戦闘経験者だからね」

「ああ、そういう話か……」

　喜連川は再び唸うなって黙り込んだ。四方が言う通りなら、今度は天球儀会ソシエタス・スフアエラとの全面衝突である。異キ形マ生イ物ラも戦いに出てくるだろう。

「行くしかないな。しかし本当に一言も聞いてないんだが……。なぜ、神じん祇ぎ省しようを追い出されたはずのお前が、そんなに情報が早い？　まだ何か特別な情報ルートでも持っているのか？」

「先に兆候に気づけば、あとは目的の情報先に絞って、限られた情報収集に集中すればいい。その上で、風流仲間の力添えだよ。要はコネより推理を働かせろということさ」

　言いながら四し方ほうは、教室の教壇に目をやる。それで喜き連つれ川がわも、ようやく四方の言わんとするところが分かった。

　担任教師のジョン・Ｑは、ここのところ数日休みが続いていた。彼は竜ドラゴンや国連に繋つながりの強い人物である。この作戦のため、協力を要請されているのだ。

「しかし反攻作戦か。一口に言うが、な……」

　新たな災厄の到来に思えて、喜連川は顔をしかめた。



    

  
    
      
第二章





　遠雷が聞こえる。

　長崎県・佐さ世せ保ぼの海沿いの丘を歩くジョン・Ｑは、顔をしかめた。

　小こ脇わきに精密な測定儀をつけた望遠鏡を持っている。天気はまだかなりいいのだが、南西の空の向こうには雷雲が見える。落雷が予想されるなら、いま持つ望遠鏡の設置作業はすぐにでもやめた方がいいかもしれない。

　この二は十た歳ち前後の青年の姿でありながらすでに五百年を生きるアメリカ人――いやアメリカ建国にさえも立ち会ったイギリス人である彼は、慎重に空へ耳を傾けた。同時に少々急ぎ足で、丘から海の側そばへと下りていく。この辺りは砂浜はなく、海の間際まで硬い地面と木こ立だちが続く。

　ジョン・Ｑの歩きながら見る先。黒い海のど真ん中には、白くて黒い氷の塔と三本の回転するリング――氷界クリユスタロスが空に浮かんでいる。

　脇わきに抱えた望遠鏡を下ろすと、ジョン・Ｑは海岸沿いの荒れた地面の上に、それを設置した。続いて空中の巨大な氷に望遠鏡を向ける。その透明に輝く構造の中に見える、いくつもの白い筋のようなもの。これが実際は空中に射止められた大量の竜ドラゴンたちだった。

　絡み合うかのようにバラバラで、さらに拡大すると今度はどれも総じて、灰色か黒に見える。まるで石像のような色で、色鮮やかな鱗うろこを持つものも大勢いた竜ドラゴンが今や見る影もない。

　――まるで世界が死んでしまったかのようだ。

　ジョン・Ｑはその光景を見て、心の中で思わずにいられなかった。

「……何としてでも解放しなければ」

　そう改めて顔を引き締め、ジョン・Ｑはさらに観察を行った。まだ正式な調査は先だが、それでも調べてみずにはいられなかった。

　だが背後でものの倒れる大きな音がして、ジョン・Ｑは望遠鏡から顔を上げる。振りかえると少し離れた場所に、いつの間にかボロを着た男が倒れていた。

　――何だ？

　怪しげな男は立ち上がろうともがいている。ジョン・Ｑはできるだけ相手を刺激しないよう、ゆっくりとその様子を観察する。

　男は――長い流浪生活のためであろう――薄汚れて黒のほかに茶色や草汁の緑が混じったような色の服を着ていた。髪と髭ひげは洗っていないらしく、周囲には呼吸を拒否するような悪臭を漂わせている。垢あかじみた手足や首元、そして表情どころか仕草全すべてにあふれ出るような疲労があった。人間の苦痛という苦痛が、この男から周囲に垂れ流されているかのようである。

　だが次の瞬間、ジョン・Ｑは倒れている相手が誰だれなのか気がついた。

「水星アーテイガルなのか？」

　その呼びかけに乞食こじきのような男は、呻うめきながら顔を上げる。

「……懐かしい声だ。長生きだな『ジョン・Ｄ』」

　それだけを言って、男はその場で失神した。



　ジョン・Ｑは望遠鏡を設置した場所に放ほうりだして、急いでアーティガルこと水星メリクリウスを、キャンプまで運んだ。米軍基地内の広大な空き地に新たに出現している、平和Ｐ維持Ｋ軍Ｆのテント村である。あと一週間もすれば町にまでなる。

　外からどんどんやって来る、学者、魔術師、軍人でごった返すなかなかを、何とかこの風変わりな古い友人の肩を担いで運ぶ。その水星メリクリウスも再び意識を取り戻し、自分が追跡者に狙ねらわれていることを話した。それも大変なのだが、警備を補強するのはジョン・Ｑが一言連絡すれば済む。それよりも水星メリクリウスの正体の方が、周囲に知られると大騒ぎになる。

　ジョン・Ｑは内々に水星メリクリウスを自分に割り当てられているテントに運びこむと、気心の知れた衛生官に来てもらった。風ふ呂ろと食事を用意してもらい、ジョン・Ｑの方はその間、設営されたテントの一つで待つことになった。

　四角いモスグリーンの背の高さしかないテントだが、中は意外と広い。背が極端に高い人間には天井が窮屈だろうが、ジョン・Ｑにとっては何も問題はなかった。

　外は雲のせいであまり明るくないので、昼から小さなテント内ランプで明るさをまかなっている。あと不便なのは風通しが悪いことだが、これはジョン・Ｑ自身が窓にあたる幕を閉めてしまったからだ。今から行う会話は、あまり迂う闊かつに外には漏れない方がいい可能性がある。

　ひとまず水星メリクリウスを待ちながら、ジョン・Ｑは電話を使い、各所と様々な連絡を取りあった。

「待たせたかな――？」

　その声に振り向く。テントの入り口から待ちわびていた人物――水星メリクリウスが現れる。人ひと心ごこ地ちついたのか、随分とサッパリとした表情だった。

　彼の髪は昔から相変わらずで、民族的な理由で伸ばしている。しかし目元の理性的なところは、五百年前の昔と変わらない。

「無事で何よりだったよ」

　そう穏やかな声で言ったジョン・Ｑは、水星メリクリウスの元へ行く。お互い腕を肩に回し再会を祝した。続いて軽量だがガッシリとした造りの折りたたみのチェアを手で示す。水星メリクリウスにはそこへ座ってもらう。

　ジョン・Ｑの方は保温ポットからステンレス製のカップ二つに紅茶を注ぎ、片方を水星メリクリウスに勧めた。もう片方は自分で持ち一口飲む。

「これからいろいろ訊きくことになるが、いいだろうか？」

　固い調子でそう言うジョン・Ｑに、水星メリクリウスは肩をすくめた。

「何でも。私にはもう、秘密にすることがない」

「そうか……。いや実際、聞きたいことは山ほどあるんだが、個人的なことはあとに置いておこう。最初に訊きたいのは、一番基本的なことなんだ」

　ジョン・Ｑの訊き方を持って回った風と感じたのか、水星メリクリウスは橙色の小さな電灯の下で目を細める。

「――天球儀会ソシエタス・スフアエラがそもそも一体、何をしているのか？　だろう？」

　ジョン・Ｑは何度も頷うなずいた。

「そうだね。ひとまずはそれだ」

「未来予測公式と人類定数の算出については？」

「ああ、知っている」

　ジョン・Ｑは再び頷いた。

　人類の過去・現在・未来は、波形の合成式により求めることができる。世界の全すべてを調査しつくし、未知の定数『人類定数』が求まれば、人類の未来は決定する。個人の未来はなお未知数でも、その平均値としての人類の未来は決定してしまうという話だ。

　調査と計算が手間なだけで、いつ誰だれが解いてもおかしくはない公式。そして天球儀会ソシエタス・スフアエラがずっと執心していることも、また有名な事実だった。

　ジョン・Ｑはもう一口カップをすすり、首を傾かしげた。

「未来予測公式の解を得るというのが、君たち天球儀会ソシエタス・スフアエラの言う、最難関学問メギストン・マテーマだったのか？」

「違う。天球儀会ソシエタス・スフアエラではもう百年も前に計算は実行され、結論も出ている。人類の未来は細分化と混こん沌とん化の袋小路デツド・エンドだ。全生命を統すべる『万ばん生せいの王』は誕生しない」

「『万生の王』？」

　聞き慣れない言葉に、ジョン・Ｑは訊きく。水星メリクリウスは頷うなずいた。

「ああ。政治的には世界元首の誕生のことであり、魔術的には地球上の全生命を統べる王のことだ。これが現れないということは、人類は競争以外の発達原理を持つことができない。非効率状態の渦から、抜け出すことができなくなるわけだ。セカンド・ルネッサンスは起きない」

「……それはでもつまり、現在のような世界状況がいつまでも続くということだろう？」

　言うほどに悪くはないのではないかと、ジョン・Ｑは思う。まあいわゆる、『枯れた現実』というやつである。

　少なくとも人類の身の上に、回避不能の危機クライシスが訪れたり、貧困と飢えによる苦く悶もんが待ちかまえているわけではない。今と似たり寄ったりの状況が続き、競争と足の引き合いの中、人類の歴史はいつか終端を迎える。そういうことだろう。

「――穏やかで幸福な未来だ」

「幸福、か……。『人類は地球という家とその庭ぐらいで満足し、そして種としての寿命を全まつとうしいつか消滅する』しかしこれでは人類の歴史というのは全く無意味だ。私が生きていることも、お前が生きてきたことも、何の結果も残さず全てが終わる」

　ジョン・Ｑは唸うなった。確かにそれを空むなしいと感じる人々はいるだろう。

　――結局人類はそこまでの生き物でしかなかったと、それを認めなければならないのだ。

「しかし誰も彼もがＮＢＡのスーパープレイヤーやハリウッドスターになれるわけではない。そう気づき胸にわだかまりを覚えながら、一つ大人おとなになる。それが人間だ。君たちの算出した人類の結論もまた、それはそれで非常に健全な『気づき』であったと思うが？」

　ゆっくりと諭すように言うジョン・Ｑに、水星メリクリウスは目を伏せて頷く。

「……その通りだが、結果を算出した当時の私たちには、やはり諦あきらめきれなかったのだ。ただ生まれて無為に滅びる人類というのは、あまりにも空しく哀あわれだ。新たな可能性を加えれば、全く別の未来が開ける」

「新たな可能性……？」

「そう。全く一からの新たな可能性をもたらすための新人類創造。それこそが最難関学問メギストン・マテーマの真意だ」

　ジョン・Ｑはもうぬるくなり匂においも薄い紅茶を、無言で一口すすった。考えこみながら、眉まゆをひそめる。『全く一から――』。

　確かに水星メリクリウスの言うやり直しは、今いる人類の改造では意味がない。その可能性はすでに、未来予測公式の中に含まれている。

「しかし、一から…………？」

　どういう意味かというジョン・Ｑの問いに、水星メリクリウスは答えた。

「もっとも単純な細菌から――ということだ。それこそアミノ酸、タンパク質から、生物進化をやり直したのだ。――実際には我々は棺車カタフアルク・Ⅲ号船ターシアスの内部に、地球の三倍規模の広大な擬反似射空境間域を作り上げた。これに五千万倍の時間加速魔術をかけた上で、『調整された進化』を起こしたのだ。そして地球環境に適合する、新たな人類を作り直した。この人類を我々は、ＡエＳイＡサと呼んだ」

「いやそこまで遡さかのぼるなら、ＡエＳイＡサという存在はそもそも『人類』と呼べるのか？」

　当然の疑問を、ジョン・Ｑは言った。

　新たな進化過程における『万物の霊長』が、サルの進化したものである必要はない。そもそも人の形になるのかどうかすら怪しい。

　水星メリクリウスはしばし考えて答える。

「しかし『人類』だったのだよ……。そうだ。お前は『真ま名な辺べ麻あさ奈な』には会ったか？」

「あ、ああ……。確か君が魔法を教えた生徒で――」

「あれがＡエＳイＡサだ」

　ジョン・Ｑは文字通り、絶句した。確かにあれが『実は人類ではない』と言われても、反応に困ってしまう。

「少なくとも区別はつかないな。――何か外見上の差異はあるのか？」

「ない。この創造実験のために長おさとなった木星ユピテルの指揮で作り出されたものは、なぜか『人類』だった。もちろん同時に、私たちがＡエＳイＡサに求めた能力も、兼ね備えている」

「ちょっとしたミステリーだな」

　その言葉に、浅黒い水星メリクリウスの方は、なぜか難しい顔をした。

「その話はまだ続きがあるが、一いつ旦たんあとにしよう。とにかく新人類であるＡエＳイＡサは誕生した。その『上澄み』たちを掬すくって、最後の教育を私たちの手で行う。それでお終しまいだと考えていた。だが木星ユピテル――あの怪物にとって、やるべきことはまだ終わりではなかった。確かに課題が、一つ残っていた」

「課題？」

「すでにいる、人類とＡエＳイＡサの融和だ。多数派の現人類より、新興民族であるＡエＳイＡサの方が、能力的に優すぐれた種しゆだ。これは争いの構造を最初から内包している。逆にＡエＳイＡサの方が、人類を駆逐したりしないか？　また創造主たる人類の世話をきちんと見て、その発展に力を貸すか？　このことを確認しなければならない」

「しかし、どうやって？」

「木星ユピテルは実地で、人類との支配的共存方法を学習させることにした。それが、十二年前の事件だ――」

「つまり《大陥落》事件と、隣接世界『アッシャー』への侵攻？」

　ジョン・Ｑが切り出すと、水星メリクリウスは暗い表情で素直に頷うなずいた。

「理論上の存在と思われていた『アッシャー』に侵攻し、ＡエＳイＡサ誕生過程の副産物である怪物的生物にまず襲わせる――。そしてこれに、ＡエＳイＡサたちが救いの手を差し伸べるか？　そういう試験を開始したのだ」

「しかしそもそもそれは、意味があるのか？『アッシャー』でのことは『アッシャー』でのことだ。この世界とはまた環境が違う。救済の経験は役に立つのか？」

　そう感想を答えるジョン・Ｑに対し、水星メリクリウスはしばし口を開け閉めする。そして言葉をしぶるように、ようやく訊きいた。

「……なあお前は、隣接世界『アッシャー』と、そこに住む人間というのを、何だと思っている？」

「いや深くは考えたことがないが……。未発見の広大な魔術的空間があって、それをかつて発見した魔術師の子孫たちが増えて、と――つまり移民ということかな？」

「ところがそういうことではない。今でも信じがたいことなんだが――」

　まだしばし迷って――いや当惑して、水星メリクリウスは言った。

「……あちらにはこちらと完全に同じ世界が、一式揃そろって存在している。天体としての地球があって、アメリカもイギリスも日本もある。地理だけではなく文化的にもほぼ一緒だ。魔法という規則ルールが、世界の中に存在しないこと以外は」

「つまり並行した世界？」

　――いや明らかに、何かおかしい。

　むしろこの二重世界にはもう一枚裏があるのかと、すぐにそう考え直した。実際に水星メリクリウスもそれを肯定するかのような表情で、ジョン・Ｑを見る。

「お前の感じている歪いびつさは、私も理解している。だから改めて、私もいろいろと調べた。そして木星ユピテルの驚くべき正体の秘密に行きつこうかという矢先に、十二年前の事件が起きた。そして私は、立たつ木きヒロから『計画』を持ちかけられたのだ。だがその行き着いた先が、これだ」

　ほとんど口の中で呟つぶやいた水星メリクリウスは、辛つらい顔で深々とため息をついた。



　午後になっても東京では、強い雨が降り続いていた。

　そんな中、麻あさ奈なとセシリアは今日も一日、作業は続けている。カドゥケウス伝令使の杖の魔力反応がありそうな場所にあたりをつけ、翡ひ翠すい石せきをアンテナとするべく、決められた形に削けずる。機械的な、どこまでもこまめな繰り返しの作業だ。

　あとは二人とも、雨音と強い風が家のあちこちを叩たたく音を、半なかばぼんやりと聞いている。

　水のはねる音、垂れる音。翡翠石を割って、ヤスリでひたすら磨く音。

　延々と続くその音の中に、人工的な間延びした音が重なった。

　玄関の呼び鈴が鳴ったのだ。

　家に響き渡る一音に、麻奈とセシリアは目を見合わせる。だが今は二人とも互いに、緊張した表情を浮かべていた。セシリアは小さな声で問う。

「……キツレガワ君？」

　麻奈は無言で横へ首を振った。喜き連つれ川がわなら来る前日には必ず連絡を寄よこす。几き帳ちよう面めんなのだ。今日来るという連絡は受けていない。

　一方で、麻奈たちは緊張する理由がある。何しろ麻奈たちと天球儀会ソシエタス・スフアエラとの確執は、残されたままなのだ。そして天球儀会ソシエタス・スフアエラの協力者は、世界中に散らばっている。彼らの気分一つで、麻奈たちの平穏が終わる可能性は十分にあった。

　そうする間にもう一度、せかすように玄関の呼び鈴が鳴る。

　麻奈は無言のままセシリアに目配せして、自己防衛の準備をしてもらう。襲撃が目的ならわざわざ玄関に呼ぶのは、二人を分断するための策かもしれない。

　麻奈自身はほとんど下着姿の今の格好から、最低限の服装を整える。そして魔術道具の杖つえと便利に使える護符だけひっ掴つかみ、用心した顔で玄関へと向かった。さらに３回目の呼び鈴が鳴る。靴箱の前まで行って、四回目の呼び鈴。

　麻奈は玄関扉を前に短く考える。そして裸足はだしのまま玄関床に下り、扉の逆側、靴箱の前に陣取った。そのまま麻奈は体勢を低くすると、静かにノブを回して扉を開けた。

　最初に見えたのは雨の空。その次が畳まれた安物の傘の先で、半はん袖そでの男子の学生服。

　麻奈は一瞬息を呑のむ。いきなりとんでもない勘違いをしたのだ。ヒロが帰ってきたのだと、なぜか思った。その飛躍をすぐに打ち消す。もちろんそんなわけがない。

　ようやく見えた来客者の顔は、なじみのない男子生徒のものだった。非常なる凡人顔が、酷ひどく驚いた表情を浮かべている。――麻奈もかろうじて名は知っている、柿かきの木き太た輔すけという同じ学校の同級生である。この珍客は思わぬところから顔を出した麻奈を見下ろしたまま、口をパクパクさせていた。

　全くの肩すかしを食らい、麻奈はしゃがんだ姿勢でため息をつくと、小声で文句を言う。

「驚かさないで下さいよ……」

「驚いたのはこっちだ！　扉の端から幽霊みたいに!!」

　そう本当に驚いた様子で一気に言う柿かきの木きを、麻あさ奈なは相変わらず扉の隙すき間まから、恨めしそうに見上げる。それでワンテンポの間を置くことになった柿木は、今度は困惑の表情を浮かべた。

　二人はお互い面識こそあったが、取り立てて交友があったわけではない。仲がいいとか悪いとか、それ以前の問題である。直接会話をしたことさえなかった。単に同じ学校の同じ学年で四月中はクラスが隣。それだけである。

「すみません……。それで一体、私に何の用でしょうか？」

「あ、ああえっとその」

　柿木は麻奈の問いに、まだ困った顔のまま答える。

「前にクラス一緒だった連中で代官山行くことになったんで、呼びに来たんだけど……」

「……どうぞ楽しんできて下さい。私は関係ありませんね？　あなたと同じクラスだったことはない」

　麻奈は柿木にさっさと帰ってもらうため、手早く話を進める。柿木は焦ったように何度も頷うなずき、言う。

「そ、そうだよな」

「はい。それでは――」

　扉を閉めようとする麻奈に、「ちょっと待って」と柿木は手を挟んで抵抗する。

「何ですか……？」

「真ま名な辺べさん。そう……真名辺さんだよね。あれ、一人っ子だっけか？　お姉さんとかいなかった？」

　麻奈は息をついた。柿木が言っているのはおそらく、立たつ木き霜そう夜やのことだ。

　彼は以前の惰性で立木家まで来てしまい、困った事態に陥おちいっていた。それで必死に取り繕つくろおうとして、封じられた記憶を掘り返そうとしている。立木ヒロに関する記憶を。

　麻奈はゆっくりと答えた。

「私は一人っ子ですよ、姉などいません……。あなたは混乱していますね。そもそも呼びに来たのは私ではないのでしょう？　家を間違えた可能性は？　正確には誰だれです？　男ですか女ですか？」

　矢継ぎ早にそう訊きく。柿木はどんどんと自信なさげな顔になるのだが、しかし玄関扉にかけた手は、離そうとしない。

「俺おれ、誰呼びに来たんだっけ……」

「それを、私に訊かれましても…………」

「いやでもアイツのために準備したんだよ。そのはずが、みんな塾だ部活だってなかなか都合つかなくってさ。俺おれはすまなく思ってて……今日ここに呼びに来て…………」

　柿かきの木きは片手を頭に当て、何度も首を傾かしげる。思い通りに行かなくて、それは麻あさ奈なのせいだというような目だった。その通りだと麻奈は憤然と言い返したくなったが、実際は二人とも無言で視線を向けあっているだけだ。

　まだ納得のいかない顔で、柿木はさらに口を開く。

「あのそれで、そもそもアイツ。あれで結構寂しがり屋のところとかあって。いつも平気な顔するんだけど――」

「ですからそんな人間は最初からここには――いえ私の家にはいないと言っています」

「ちょっと待って。何かさ！」

「これ以上は警察を呼びますよ……」

　答えた麻奈は、次の一瞬の動作で無理矢理柿木の手を引きはがした。

　慌あわてた顔をした柿木の目の前で、バタンと扉を閉める。外からドンと、扉を手で打つ大きな音が鳴った。

　一度だけ。

　雨の音以外は静かになった外を、麻奈は玄関扉の覗のぞき穴から見てみる。柿木はまだ扉の前に立っていた。頭に両手を当てたその表情は、思いもよらぬ――ただとてつもない喪失感で歪ゆがんでいた。

　しかしやがて肩を落としたまま踵きびすを返した柿木は、傘をさし直してトボトボと帰っていく。それを扉の覗き穴から姿が見えなくなるまで見送った麻奈は、ズルズルと玄関のその場に、力尽きたように座り込んでしまった。

　彼の反応は、真っ当で正しい。現象としては『その通りのこと』が起きたのだ。立たつ木きヒロは死んで、いなくなった。そして麻奈は、そのことを説明する言葉を持たない。柿木の中では何一つ消化されることはなく、ただ『重要ではない勘違い』として、徐々に忘れ去られていくのだろう。一人の人間が消えていくのだ。

　麻奈は自分もいま見た柿木のように、両手で頭を押さえる。――なぜこんなことになったのか。

　麻奈はヒロを守ると言った。

　結果的にはそのために、麻奈の今までがあった。自分の与あずかり知らぬことは多々あったが、それでも能力としては十分だった。いくらでも、どうとでもできたのだ。

　だからヒロのやることに限界があれば、見極めなければならないのは麻奈の役目だった。

　ヒロは始めることを決める人間だから、どんなことでも始めてしまうのだ。麻奈はそれを判定し、止めるべき時には止めなければならなかった。

　だが麻奈はヒロが十二年前に自分を救ってくれた『彼』だと知り、だからできるのだと思ってしまった。そこに何の根拠があったというのか。とんでもない落とし穴だ。

　敵は巨大な組織、巨大な力だった。

　そこへ『気持ち』だけで立ち向かっていくことに、ヒロは恐れを感じていた。当たり前だ。なのに麻あさ奈なはそれに気づいてはいなかった。

　最低限のヒロの安全を確保できる上う手まい手。そんなものは今ならいくらでも思いつく。だがあの時はそれすら、麻奈は提案しなかった。敵のトリンキュローが随分前から生徒たちに紛れ込んでいたことさえ気づかなかった。長な川がわ律りつの友人であるという新につ田た玲れい子こという存在には、いくつかヒントがあった。なぜ全く気づかなかったのか。

「違う……！」

　玄関のタイルの上で小さく頭を抱えて、麻奈は震えるように首を振った。小声で「違う違う違う違う!!」と言いながら、振るった手で靴箱や扉や壁を打つ。

「――――ぁ！　ッあ!!　ああああ！」

　狂ったような行動の末に、麻奈は大声で絶叫した。何もない玄関にその声が反響して何度も響く。一ヶ月間の麻奈の思考停止は、最後の糸が切れてしまった。事件後初めて、頬ほおを大粒の涙が伝う。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラだのどうだのというのは、麻奈には全くどうでもよい、関係のないことだった。

　それよりも、なくしてしまったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　いつの間にか一生懸命に作っていたものだった。

　何だかんだと言って、気に入っていたもの。

　必死だったもの。

　自慢だったもの。

　だがそういうものはもう全部、なくなってしまった。

　大事に育てていたものは、跡形も残さず消滅したのだ。

　外から加えられた巨大な気まぐれな力に押しつぶされ、潰つぶれて消えた。

　それはもう、存在しないものなのだ。

　何も。何一つ残っていない。

　ただひたすら、そのことを確認するだけのことをずっと続けていた。

　だがどこを捜しても。捜しても。

　戻ってくるということはもうないのだ。

　求めるものはもう二度と返ってはこない。

　最後の最後まですがりつき、甘えていたかっただけだ。

　失うという言葉の意味を、麻あさ奈なは何一つ分かってはいなかった。



　玄関で麻奈が一通り叫んで、声が尽きて嗄かれるのを、セシリアは床に座って黙って聞いていた。

　それは随分と、長い時間のように思えた。カタリとも物音が聞こえなくなってようやく、セシリアは作業を再開する。

　いや実際は作業というより、思考を再開した。セシリアは先ほどからずっと、手にした紙を見上げてぼーっとしていたのだ。「何なのだろうこれは？」と、首を傾かしげてばかりいる。正体を確かめるためにつまみ上げた紙の、匂においを嗅かいでみる。もちろんそれで何かが分かるわけもなく、『あれ……』と困った顔のまま瞬まばたきする。

　その疲労と寝不足で飽和した頭脳で、混乱と不可解に立ち向かおうとする様は、まるで小動物か何かを思わせた。

　――ひとまず落ち着いて、と。セシリアは最初から考えてみる。

　一カ月前の事件で、ヒロの身体からだは水星メリクリウスを名乗る『ミシュコアトル』の王が、カドゥケウス伝令使の杖で幽体に変えてしまった。それは間違いない。セシリアの目の前でそれは起こった。

　ただ、あれは結局なんだったのか。

　慌あわてて幽体に変える必要が、あの時あったのか？

　ひとまずあの時、ヒロの遺体に海神わたつみが干渉を始めていた。おそらくそれは神の方の意志ではなく、ヒロの死によって起きた『空くう隙げき汚お染せん』という現象の結果である。逆に言うと、ヒロは確かにあの時点で死んでいたことになる。

　ただこれはただの事故――誰だれにとっても全くどうでもいいことだったとしたら、どうなるか。

　セシリアは手にしている紙、探索作業に使っていた幽体空間地図を再び見た。これは幽体空間に住む神の存在位置を示したもので、今の日本では神じん祇ぎ省しようしか所有していない。今ここにあるものは、麻あさ奈なが四し方ほう邦くに城たちに横流ししてもらったものである。

　セシリアはその『神の分布地図』を床に置いて、描かれた巨大な丸印を手元にあった鉛筆でなぞる。それは幽体空間内に海神わたつみが占める位置の座標だった。

　次に赤で×マーク。セシリアたちが大まかに特定した、幽体化されたヒロの遺体が飛ばされた位置である。

　そこには神の存在は確認されていない。ヒロの位置と海神わたつみの位置も酷ひどく離れていて、全く関連性を感じさせない。

　だが、この地図には記されていない存在が一つある。セシリアはヒロの×マークのすぐそばに、Ｍｉｍｉｒと書いてみる。

　天てん龍りゆうミーミルである。

　十二年前、水星メリクリウスが自らカドゥケウス伝令使の杖を使い、この世から消し去った人間殺しの竜ドラゴンである。道場街に住んでいた、フヴェルゲルミルたちのリーダー。その竜ドラゴンが幽体のまま活動を続けていることは、以前の巨人アルゴス事件で確認されている。

　――そして今となっては、世界で唯一活動を続ける竜ドラゴンである。

　水星メリクリウスは十二年前にミーミルを飛ばしたのと全く同じ幽体領域に、全く同じ方法でヒロの死んだばかりの遺体を送り込んだのだ。……としたらどうだろう。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦う存在の元へ、追跡の困難な方法でヒロを脱出させた。ミーミルの配置はそもそも最初から、水星メリクリウスがもしもの時のため用意しておいたギミックなのではないか？

　そして天龍ミーミルは、ヒロをどうしたのか？

　もちろん根拠もなく、変な期待をするのは禁物なのだ。セシリアは自分を落ち着かせ、あまりにも願望的ではないかと、考え直す。

　しかし。

　視線を正面の足下に転じる。

　五千個の翡ひ翠すい石せきが載っていた半球の台座。その上にあった様々なカットの緑色の宝石は、見事なまでに全すべて弾はじけ飛んでいた。

　一時的に大きな魔力の流れが幽体空間の中で発生し、調査対象空間のほぼ全領域に影響を与えたのだ。

　いやつまり。

「ヒロがカドゥケウス伝令使の杖を使った……」

　セシリアはそう結論づけることができた。これだけは素人判断や願望ではない。

「アサナ――」

　そう呟つぶやいてセシリアは、ふらつきながら立ち上がる。玄関へと向けて駆けだした。

　セシリアがそばを通ると、立たつ木き家に遺物のように転がっていた石鏡たちは次々に復活を始める。その中には今朝倒れたばかりの霜そう夜やの姿もあった。彼女は寝ぼけたように目を擦こすり、周囲を見回して不思議そうな顔をしている。

　まるでセシリアの足跡から、世界が復活していくかのようだった。

「アサナ！」

　セシリアはあっという間に玄関廊下を走りきった。床に座り込んだ麻あさ奈なを、肩で息をしながら見下ろす。まだ呆ぼう然ぜんとしていた麻奈は急に顔を跳ね上げると、慌あわてて目を手で拭ぬぐい、ようやく立ち上がろうとする。

「……すいません。どうかしましたか？」

　掠かすれたガラガラした声しか出ない麻奈に向けて、セシリアはダイビングジャンプを敢行した。

「なんですかそれは！」

　麻奈はそう言うのがやっとだった。中腰のままセシリアを受け止め、いや受け止めきれず、背後の玄関扉に後頭部を激突させた。その様を見て、セシリアは爆笑する。

「……狂った。ついに狂ってしまった」

　麻奈は哀あわれみの目でセシリアを見る。実際、傍はた目めにはフラフラで笑うセシリアは、ある意味恐ろしく見えただろう。

　だがセシリアは麻奈に、自分の考えといま起きたことを説明した。その間、まだ悲しみの抜けきらない麻奈と喜ぶセシリアのギャップは、かなりのものがある。しかし良く分かっていない表情だった麻奈は、ようやく状況を把握しはじめた。

　そして実に三日ぶりに、――お腹なかがすいてきた。



　立木ヒロは自分たちの訪れた町の様子を、じっと見ていた。

　ヒロはいま関東平野の奥、群馬県の太おお田たという町にいる。神社やお寺が多い以外は、あとは田圃たんぼの普通の田舎だった。

　そんな町の中を歩くのはヒロ一人ではない。先導するのは新につ田た玲れい子こ。そして人間の姿になった天てん龍りゆうミーミルも一緒にいる。変な取り合わせだった。

　特にミーミルは、人間の姿でも外観が浮いている。

　豊かなブロンドヘアを無造作に一本に結った、背の高い女性の姿で、まず日本人でないことが一目で分かった。いくら日常的な格好をしても、関東平野の奥にあるこの土地では明らかに異質の存在である。

「困ったものだね。この体格じゃ、様になるサマードレスもない。こんなことで悩む時が来るとは、思っていなかったよ」

　そう言って陽気に笑う彼女の格好は、サファリなシャツにスラックスという外人バックパッカーのようで、ひとまずはギリギリ形になっていた。

　もっとも、ミーミルはヒロのよく知る竜ドラゴン、フヴェルゲルミルとは随分雰囲気が違う。

　何というか思った以上にフランクで、同時に変にニヒルなところがある。想像していた熱血ではないというか、物事を真正面から見ることを本質的に避けている――そう感じた。

　一方、話し合う二人を放ほうっておいて、玲れい子こは一人、先を急ぐ。どこまで行っても相変わらずお寺という町を、急ぎ足の玲子に従ってヒロたちは歩いていった。

　やがて目的地に着いたのか、玲子は立ち止まる。

　だが立ち止まった玲子の、その視線の先にあるのはぽっかりと開いた穴だった。

　穴、なのである。

　人工的にショベルカーでくりぬいたかのような、学校の校庭ほどの大きな穴がそこにあった。宅地造成としては不自然であるし、貯水池にしては底の方に泥水が溜たまるのみである。驚くほどに空虚な、何もない『穴』だった。

　だがそれを見た玲子の反応は、悲痛だった。愕がく然ぜんとして言葉もなく、彼女はその場で膝ひざをつき項うな垂だれた。ヒロにはそれがどういうことか、分からなかった。

「小さな町が一つ、丸ごとなくなっているんだよ。おそらく天球儀会ソシエタス・スフアエラの仕業だ。そして誰だれも戻ってきていない。住人は全滅なのだろうな」

　そうミーミルがヒロに言う。

「ここが新につ田た一族を名乗る者たちが集った本拠地だったんだ。まあ実体は、収容所に近いものだったが。そしてまた同時に、『英雄計画』の一つの結末でもある」

「英雄計画？」

　金髪をゆらして、ミーミルは頷うなずいた。

「ここ毛野国ケヌノクニは、分裂した日本で主導権を得るために『梅ばい松しよう論ろん』というある書物を建国神話の位置に据え、英雄の発生を目もく論ろんだ」

「英雄の発生？」

　再びミーミルは頷いた。

「そうだ。お前――立たつ木きヒロという存在もそうだが、必要な人材というのは、魔術的な方法で作り出す手段が、いくつかある。今回の場合は下野国しもつけのくにに喜き連つれ川がわという英雄一族を生み出すことに成功した」

「喜連川って……」

　ヒロにとってはなじみの深い名である。ミーミルは長い息をつく。

「そう。だが望むものだけ手にはいるわけではない。喜連川の裏で対として誕生したのが、上野国こうずけのくにの新につ田た一族。英雄の一族であると同時に、『梅ばい松しよう論ろん』における喜き連つれ川がわとしては踏み台とするしかない一族。おまけにどうにも不幸なのは――」

　ミーミルは肩をすくめた。

「――どちらも実際は、本当の血筋とは全く関係のないことだ。英雄を急造しようというのだから、その方が都合もいい。勝手に集まって勝手に両家を名乗った連中が、勝手に利用されて勝手に滅びた」

「そんな……」

　ヒロは押し黙った。ただ喜連川自身も確か、家との血のつながりはないと自分で言っていた。そのことをヒロは思い出す。ミーミルの言うことは事実なのだろう。

　そして、地面に手をついたまま無反応となってしまった玲れい子この後ろ姿を振り向く。

　ヒロは彼女に、殺されまでしたのだ。だがその結果がこれである。

　そう。一度、確かに死んだヒロは、水星メリクリウスの機転で天てん龍りゆうミーミルの元へと飛ばされた。

　そしてミーミルはヒロの傷を竜ドラゴンの力で一瞬にして塞ふさぎ、失血した分の血をあっという間に培養して輸血した。これは天球儀会ソシエタス・スフアエラから脱出してきた、水星メリクリウスの十数名の仲間たちも手を貸してくれたらしい。

　いくつかの後遺症の可能性もその時点であったのだが、何とか、ヒロは生き返った。

　もっとも目覚めてからもすぐに完全に元通りとは行かず、リハビリに随分と時間を取られた。しかしヒロはどうにか起きあがれるようになり、出歩けるようになって、ようやく自分たちが今いる場所の風景を見た。

　天龍ミーミルの居城――元々の素材が不明なただの掘っ立て小屋なのだが――それは全く何もない球体地面の上にあった。地平線がスコンと抜けていて、それが丸いのだ。地面と星と太陽しかない、全く空虚な空間だった。

　そしてそこに、新田玲子もいた。彼女はヒロよりも先に、水星メリクリウスの考えでここに送られてきたのだ。

　幽体世界での十数人での生活は、のんびりとしたものだった。

　本当に時々だけ、地平線の彼方かなたを巨大な『何か』が横切っていった。ほとんどの場合は生物としてすら形が定まっていない。たぶんそれが生存物質エレメントの集合した存在としての『神』だろうと、ヒロにも想像がついた。幽体世界を水の中のように、行き来しているのだ。

　だがとにかく、そこには何もなかった。生活用の水や空気はミーミルが作っているという有様だった。食物になるものもまた、ミーミルが菜園で栽培しているもののみである。質素な生活が続いた。

　そんなヒロの手首にはずっと、ミーミルから与えられた腕輪がある。

　これは、王国の魔力の流れの経路を、一時的に抑えるものだった。ヒロはしばらく死んだことにしておく必要があった。天球儀会ソシエタス・スフアエラに生存を悟られないようにするためである。

　一方、ヒロの王国は解体されなかった。カドゥケウス伝令使の杖はまだ使えて、幽体空間から出ようと思えば出ることができた。だがヒロは、これからの行動を悩んでいた。

　そんな時にミーミルが持っているいくつかの情報経路から、竜ドラゴン解放の作戦の話が伝わってきた。これを受けて、水星メリクリウスの仲間たちは実体世界へ戻っていった。

　さらにヒロも幽体空間を一度出る、という話になった時、玲れい子こがこの新につ田たの地へ行きたいと言った。

　ヒロはそれを承知し、自分もついていくことにした。そしてミーミルは乗り気ではなかったが、あえて止めもしないまま、保護者としてついてきてくれた。

　だが玲子の悲嘆を見ていると、ここへ来たことが正しい判断だったのかと、ヒロは迷った。もちろん、いつかは知ることになる現実なのだが。

「どうにも重いな。こちらは私に任せ、お前は愛いとしの我が家に行った方が良かったか？」

　ミーミルはそう訊きくが、ヒロは横に首を振った。

　ヒロは戦いが終わるまで、麻あさ奈なたちに会うことを避けるつもりでいた。

　腕輪も幽体空間を出るために、一度外しただけである。三十秒ほどカドゥケウス伝令使の杖を使ったのみでまた着けたので、麻奈たちは魔力の流れの回復に気づかなかっただろう。

「俺おれにとっては真ま名な辺べさんは防衛目標だから、それを巻きこむっていう戦い方はないですよ」

「一人で十分と？　格好をつけるのはいいが、敵の力は強大だ」

　ミーミルは地の大穴に視線をやって意地悪く訊き、目を細めた。

「しかし。次の戦いは人間の起こす戦いだ。私には直接関かかわりのないことか……」

　そう言ってミーミルは、大きく息をついた。

　これから始まる戦いは、彼女の仲間である竜ドラゴンを解放するための戦いである。しかしこのミーミルには、積極的に参加しようという意志はないらしい。もちろん本心は戦いに介入して再び失敗することを――十二年前の悲劇を恐れているのだ。

　だからそのことをどうのこうのと言う気は、ヒロにはなかった。

「あなたがそれでいいのなら……」

「もちろんだ。まあ、お前が戦う分については、協力もしてやろう。お前用の戦術装束メイルド・フイストを準備している。それが餞せん別べつだ。あとは自分でやってくれ」

「戦術装束メイルド・フイスト？」

「『可変硬化布』でできた衣装のことだ。お前の仲間も持っているだろう」

「ああ『千ち早はや城じよう』とか『飯いい綱づな山さん』とか、ああいうのですか……」

　ミーミルはようやく横目でヒロを振り向いて言った。

「それは名前だ。新作だから名前はお前が好きにつければいい。荏えの原はら城じようでも何でも……」

　まだ見たことがないものなので当然だが、ヒロはしっくりこないという顔をする。その表情を見たからか、天てん龍りゆうミーミルは眉まゆをひそめ、すぐに答えた。

「では名は『ラタトスク』にしよう。天と地を繋つなぐものの名だ」

「いい名前ですね」

　そうヒロは答えたが、心には何の感情も湧わかない。

　武器だけ用意して他人に戦わせてやる。

　それでいいのだと、今のこの竜ドラゴンは思っているのだ。

　巨人アルゴスとの戦いの時、一度に士気を盛り上げた竜ドラゴンの実態に、ヒロは心の底で落胆していた。

　ただそれをヒロが言っても、甘えにしかならない。力をくれるというのならそれで今は納得して割り切るしかない。

　ヒロとミーミルの関係は、そこまでだ。



    

  
    
      
第三章





　一週間後。喜き連つれ川がわは佐さ世せ保ぼにいた。

　ここ数日は、担任教師であるジョン・Ｑやその友人水星メリクリウスと驚くほど近くにいたことになる。そのことは知っていたが、喜連川も作業があるのでまだ挨あい拶さつには行っていない。完全に『毛野国ケヌノクニ』から派遣された者としての参加なので、私事は後回しにするしかなかった。

　その喜連川は今、作戦用の作業服にＴシャツという姿である。片手には常に愛刀を持って運ぶ以外は、すっきりとした格好だった。

　喜連川はここのところは、学校に行っていない。いやむしろ、作業中にクラスメイトたちに会うことすらあるぐらいだった。他ほかの者も事情は、似たり寄ったりなのだろう。歳としが若いというのもあり、大人おとなたちに便利に使われていた。喜連川自身も今の作業が終われば、今度は地上を離れて海上の術式艦『天あま城ぎ』の乗員となる。

　これは全すべて四し方ほうが言った通りになった。喜連川はたまたま、異キ形マ生イ物ラと戦った経験があったからだ。もっともあの時は麻あさ奈なが主導でやったから、うまく行ったようなものだ。自分の権限で麻あさ奈なに協力してもらうことも考えたが、さすがに今は酷だろうと諦あきらめていた。

　ただ、だからこそである。

　喜き連つれ川がわが密ひそかにその報告を貰もらった時、大いに首をひねることになった。

　――許可を得ていない三名が、このキャンプの立ち入り禁止区域に忍び込んだ。その中の一人が、どうやら麻奈らしいというのだ。

　喜連川は報告をくれた者に感謝と礼を言って、次いで他言しないよう頼みこんだ。だから今のところこの件では、喜連川のみが動いている。他ほかに見つからないうちに、解決を急ぐ必要があった。

　だが無断侵入した相手は麻奈だ。事情は分からないが、元々が素直に言うことを聞く相手ではない。さらに二人連れいている。

　用心したい喜連川はほとんど小走りで、无耶志国ムサシノクニが使っているプレハブ宿舎に来ていた。目的の風かざ祭まつり出海いずみはすぐに見つかった。一階の待機部屋で刀のように長いクナイの刃やいばを、研ぎ石で研いでいる。

　出海は入ってきた喜連川を一目見るなり、目の細い顔をしかめた。そしてすぐに視線を落とし、刃研ぎに没頭しているフリをする。出海は一方的に喜連川に対して、苦手意識を持っていた。無理もないことだがしかし、今の喜連川はためらっている暇もない。

「お前に頼みたい用がある。一緒に来てくれ」

「……指揮系統が違う。聞けない話だね。それに僕は作業中だ」

「作業は中断してくれ。大だい道どう寺じ氏にはあとから喜連川経由で話を通しておく」

「君は……」

「お前は俺に借りがあるはずだ」

　触れられたくない失敗を盾にする喜連川に、出海は驚いて顔を上げ、続いて喜連川を睨にらんだ。だが喜連川は動じず、強い視線を返す。

「お前にしか頼めないことなんだ」

　その説得が効いたのかどうか。

　結局、出海はあまり喋しやべらないまま、いやいやといった調子で喜連川についてきた。



　夏で青々と生い茂っている草くさ原はらの中を、麻奈とセシリアは歩いていた。見つからないよう、身をかがめて低くしたまま移動している。そのあとを少し離れてついてくる三人目は、現在無職の元神じん祇ぎ官かん・四し方ほう邦くに城たちだった。

　麻奈は戦術装束メイルド・フイストである『飯いい綱づな』を着込んで手には魔法杖つえ、背には『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』と完全装備である。

　一方、セシリアの方は背中に大きめのバックパック。手にはギターケースを持っていた。ケースの中にはこれまで麻奈と作った翡ひ翠すい石せきや、幽体空間にまだいるかもしれないヒロを引き上げる儀式の準備も入っている。

　なおセシリアはこの場には、鏡たちを連れてこなかった。霜そう夜やの鏡だけを持ってきており、これが背中の大きめのバックパックに入っている。その霜夜さえもまだ起動はしておらず、荷物として石鏡のまま持ち運んでいた。

「大丈夫ですか？」

　気遣って訊きく麻あさ奈なに、セシリアは頷うなずいて明るく笑った。実際の話、随分と歩いたので疲れているはずだが、ここ一ヶ月で一番元気そうだ。

　ただ何せこれから向かおうとする先には、魔術の専門家が大量に配置されている。そういうところで魔法の鏡たちを使うと、芋いも蔓づる式しきに位置を辿たどられセシリアたちの行動が筒抜けになる。不安ではあるが、今回はしばらくセシリア自身が生身でがんばってもらうしかなかった。

　このセシリアの戦力不足の代わりに巻きこんでみたのが、退屈そうにあくびをしている四し方ほう邦くに城たちである。何せ今回は戦いの場が海上なので、空の足が必要となる。しかし鏡像の一人、ヨアルリ・エエカトルの翼は人間を運ぶことができない。これを解決するために四方を巻きこんだ。――というか仕事をクビになって暇だろうと誘ったら、ホイホイとついてきた。

　ただもちろんこれは、四方にしてみればほんの戯たわむれということになる。本人もそう言って憚はばからなかった。全くの物もの見み遊ゆ山さんといった気分でいるらしい。

　あまりやる気がないというより、そもそもヒロが生きていることを信じていない。ほとんど麻奈たちの妄想と決めつけている。まあ、単に運び屋をやってくれてればいい。

　麻奈は今いる草原の丘から眼下に見える海――その少し先の港に姿のある船へと目をやった。外観が全く空母に見えるその船が『天あま城ぎ』である。平たい甲板に巨大な表示板を載せている。電光魔術板フアンタズマゴリアと呼ばれる装置で、ここに魔術用の図式や文字を表示できる。他ほかの船とも連携し、海の上で巨大な術を発動するという船だった。

　麻奈とセシリアは戦いの場である海に出るため、まずはこの停泊中である天城に潜り込もうとしていた。麻奈はセシリアと四方を振り向く。

「さて、どうやって潜入しましょうか？　海岸線まで下りるか……」

「そんなことは許さんぞ」

　背後から太く鋭い声が降って湧わく。驚いて麻奈が振り向くと、そこには喜き連つれ川がわが立っていた。その手には彼の愛用している太た刀ちが握られている。

「言っておくが見逃す気はない！」

　無言で走って逃げ出そうとする麻奈たちの前に、進む先を塞ふさぐように風かざ祭まつり出海いずみも現れた。こちらは喜連川と違って麻奈たちの存在を予期していなかったのか、ビックリした顔をしている。ただとにかく、前後を完全に挟まれてしまった。

「お前が首謀者なのか、真ま名な辺べ。どういうことなのか説明してもらおう。理由と目的によってはただで帰すわけにはいかなくなる」

　そう厳しく、喜き連つれ川がわは言った。

「どうでもいいでしょう。これは我々の問題だ。あなたには関係のないことですよ」

「もう一度言う。何をしに来た！」

　詰きつ問もんする喜連川に麻あさ奈なは黙り込む。こういうものの訊きき方は、誰だれであろうと答える気が失せる。もちろんこの場合悪いのは麻奈の方であるのだが――。

「あーそれが、何か立たつ木き君が生きてるらしくてね」

　四し方ほうが勝手にペラペラと答えてしまい、麻奈の方がビックリする。だが衝撃自体は、喜連川やクナイを構えた出海いずみの方が大きかった。

「どういう意味か、よく分からないんだが……」

「分からないもなにも、言葉通りの意味だよ」

　四方の答えに喜連川は顔をしかめて、次に黙っている麻奈に向けて言った。

「真名辺、それにセシリアさんも。さすがにあれは死んでいる。立木の傷は助かる傷じゃなかった」

「……しかしそれを、天てん龍りゆうミーミルが救ったのかもしれない」

　麻奈の返事に「ミーミル？」と喜連川は、不可解な表情で返す。麻奈は自分たちの推理、そしてなぜ今日ここへ来たのか、なぜヒロにこの地で会えると思うのか、その理由を話した。

「生きているのに姿を隠すのは、まだ天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦う気でいるからという考えです」

　それを聞いた喜連川は、しばらく吟味するように考えこむ。

「……どうしますか？」

　その場で腕を組んで黙り込んでしまった喜連川に、麻奈はそう問う。こんなところでぼんやりと突っ立っている暇も、麻奈たちにはない。

　そして喜連川は何か決めたのか、一つ頷うなずいて「ついて来い」と麻奈たちに言った。そのまま一人、港の方に続く道を歩いていく。

　手助けで来た出海はこの喜連川の態度に戸惑ったが、結局何も言わずに構えたクナイを下ろした。そして麻奈たちは喜連川の背をまだ油断なく見ながら、そのあとに続いた。

　　　＊　　　＊　　　＊

　この一連のやり取りを、たまたま木陰で見ることになった人影が二つ、あった。

　その結われた金髪は、天龍のミーミルのものである。この地にヒロを送った竜ドラゴンは、その健闘をひとまず祈り、別れてその帰り道だった。

　そしてミーミルの隣には玲れい子こがいる。元々は彼女が道を行く喜連川を見つけ、そのあとを追いだした結果、二人は思わぬ場面に遭遇してしまったのだ。

　一部始終を見ることになった天の竜ドラゴンは、複雑な表情を浮かべる。

　そしてその連れ添いである玲れい子こは、憎悪にたぎる目で濃い青に彩いろどられた海を見つめた。



　――これほどにトントン拍子に進むとは。

　そう麻あさ奈なは呆ぼう然ぜんとしていた。事情を聞いた喜き連つれ川がわは、何と天あま城ぎ潜入の手引きを、自分の権限でしてくれたのである。数時間後には出航した天城の艦首部分に、麻奈たちはいた。おまけにこの区画は喜連川の担当にされているらしく、人が来る気配もない。随分うるさく船中に響くエンジン音の響きを除けば、文句のつけようがなかった。

「――しかしまたかなり老朽化した船ですね」

　船を見回して遠慮なく言う麻奈に、喜連川はため息をついた。

「そう簡単に造れる船でもない。ガタも来るだろう」

　ふうん、と気のない返事をした麻奈は船外に広がる海を見る。

　多国籍軍の術式艦とその護衛が目の前の海、この旧東京地点周辺へと続々と集結してきている。その中心にあるのは三本のリングを持つ巨大な氷――氷界クリユスタロスと、その内部に封印され囚とらわれた多数の竜ドラゴンたちである。

　同時に海の上には秘匿通路カンミーノ・アスコーゾが一ヶ月ぶりに口を開いていた。これは魔術師たちによって、正確に算出されていた通りだった。その内部からはすでに天球儀会ソシエタス・スフアエラの棺車カタフアルクも姿を現し、海上に浮かんでいる。

「……始まるな」

　時計を見ていた喜連川は、そう呟つぶやいて海を指さした。作戦開始時間と同時に、各船の電光魔術板フアンタズマゴリアが一斉に作動を始める。船上の魔法陣は直接は見えないが、光のループが各船を繋つなぐように空を走っていく。通告はなく、先手必勝で戦いは開始された。

　その術式艦の術は、基本として『鉄串オボロス』のみにアクセスする。

　棺車カタフアルクに無理矢理取りつけられた『鉄串オボロス』は、巨大なので目を細めた麻奈にもかろうじて見えた。その上に奇妙な文字が発光すると、『鉄串オボロス』だけが浮上を始めた。向かう先は真まっ直すぐ、上空の巨大な氷界クリユスタロスである。

　この無言の先制攻撃に、最初の標的となった棺車カタフアルク・Ⅰ号船プライマスは、何の対処もできない。そのまま宙に浮かび上がる『鉄串オボロス』に、荷物のように吊つり上げられて空中に浮かんだ。そして為なす術すべもなく氷界クリユスタロスに突き刺さる。

　この作業により、氷界クリユスタロスのリングの一本は『鉄串オボロス』にぶつかり、完全に割れてゆっくりと崩壊していく。

　続いてⅡ号船シカンダスも、同じ運命を辿たどる。こちらも棺車カタフアルク本体が二本目のリングと接触し、双方とも崩壊の道を辿る。

「思ったよりも順調に行きそうですね……」

　麻あさ奈なのやや願望的な言葉に、「どうかな」と喜き連つれ川がわが生き真ま面じ目めに答えた。

　実際、続けざまに行われる浮上の儀式の最中に、Ⅲ号船ターシアス、Ⅳ号船クウオールタスは『鉄串オボロス』と棺車カタフアルク本体との接続を爆破してきた。Ⅳ号船クウオールタスは宙に数メートル浮かんだところでうまく分離に成功し、海面に着水した。そのまま反撃の準備を始める。

　一方、棺車カタフアルク・Ⅲ号船ターシアスは分離したものの、完全に空中でバランスを崩した。分離爆破の衝撃が、大きすぎたのだ。

　船体の方はそのまま海上をはねて、秘匿通路カンミーノ・アスコーゾに再転落する。もっと酷ひどいのはその『鉄串オボロス』で、衝撃で跳ね飛ばされると十字の串は海面を転がって跳ねた。

「まずいな」

　そう喜連川が言ったところで仕方がない。艦の一つに突き刺さって船を真っ二つにすると、そのまま海面下に沈んでいく。

　Ⅴ号船クウインタス、Ⅵ号船セクスタスはこの思わぬ事故を見てひとまず抵抗をやめ、順調に氷界クリユスタロスに突き刺さった。どのみちいま沈んだⅢ号船ターシアスの『鉄串オボロス』が回収されない限り、氷界クリユスタロスは封印されることはない。その作業の間に、空の上から決着をつけてしまおうということらしかった。

　じっとこの経緯を見届ける麻奈たちを横目に、喜連川は素早く距離を取る。

「風かざ祭まつり――。ちょっと来てくれ」

　喜連川は出海いずみだけに小さく声をかけた。黙ったまま手振りで示して、二人して区画の隅に引っ込む。

「何かな？」

　改めて訊きく出海に対し、喜連川は口元を隠すようにして手を当てる。声はエンジン音にかき消されない、ギリギリの声。

「立たつ木きは本当に生きていて、ここに現れると思うか？」

「……思わないね。ただとにかく生きているという条件だけクリアされれば、彼はこの戦いに現れるだろう。十二年かけて空中要塞都市スノー・クリスタルを落とそうとしたのが、彼の意志だ。生きてれば来るんじゃないかな？」

「そうか……」

　難しい顔で黙り込む喜連川に、すぐさま出海は懸念を訊く。

「それより今さらだが、君は僕たちをこの船に乗せてしまって良かったのかい？」

「いや良くはない」

　すぐさま喜連川は答え、出海の方を向いた。

「无耶志国ムサシノクニの正式な忍しのびであるお前のことは、俺おれが保証する。だが他ほかの三人は――もし立木が現れなかった場合は、密航者として見つけたことにして突き出す」

　何だそれはという顔で、出海は喜連川を見る。嫌悪感が先に立つ。

「ここまでやっといて保身というわけかい？」

「当然だろう。天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒そうとする立たつ木きが来ないということは、この戦いで何も終わらないということだ」

　出海いずみは押し黙った。確かに喜き連つれ川がわとしては、ここで麻あさ奈なと社会的に心中するわけにはいかないのだ。

　そしてこの不穏な会話の内にも、事態は進む。ついに吊つり上げられた棺車カタフアルクから、細かな粉粒のような存在が宙に向け飛び立ち始めたのだ。

「やはり出してくるか……」

　喜連川が緊張した声で言う。十二年前と同じように、天球儀会ソシエタス・スフアエラは異キ形マ生イ物ラを出撃させたのだ。ついに反撃をしてくる。

　各船の対空砲が一斉に火を噴いた。空はまるで光の雨が海から天へと昇るかのようだった。曳えい光こう弾だんがかなり交じっているのは、多国籍軍側の連携が取りきれていないからである。誤射による事故を避けるための措置だ。だが次の瞬間、その光の雨の中を、全く異質な光線じみた光が、混じって走った。その光は、異キ形マ生イ物ラが口から吐いたのだ。これを見た麻奈と喜連川は、同時に並んで思わず声を上げた。

「異キ形マ生イ物ラが、竜ドラゴンと同じ純炎を口から吐いた!?」

「馬ば鹿かな……」

　幸い今回の攻撃はどの船にも当たらず、海面に白い筋を作っただけですんだ。だが麻奈は眉まゆを寄せて深刻な顔で考えこんだ。

　異キ形マ生イ物ラもまたこの十二年で、進化したということだろう。品種改良を施したのだ。以前より強敵化して、ほとんど竜ドラゴンに等しい戦力となりつつある。ひとまず幸いなことは、まだそれほど、洗練されてはいないことだ。

　だがそれは、人間側の不利にあまり関係はない。徐々に異キ形マ生イ物ラは、あちこちの艦に取りつき始めた。いや空から勢いをつけて、体当たりしてくる。

　この天あま城ぎにも、二匹同時に取りついたかと思えば、すぐに三匹目が突入してきた。確かにこうやって取りつかれてしまえば、あとは人間が白兵戦で追い出すしかない。それに三匹目はすぐ近くである。

「こっちで対処した方がいいね」

　言わずもがなのことを四し方ほうが言う。喜連川は麻奈の方を見て言った。

「悪いが、乗客扱いするつもりはない。乗っているからには手を貸してもらおう」

「もちろんですよ」

　醒さめた調子で麻奈は答えた。

　全員が動き始める。先導する形になったのは、クナイを持った風かざ祭まつり出海だった。初めての船の中、狭い通路にもかかわらず、出海は迷いなく敵に向かって走る。ほとんどそれについていく格好で、他ほかの四人は破壊の現場にたどり着いた。

　破壊の音は鋭い。

　異キ形マ生イ物ラはすでに直径２ｍメートルほどの穴を開けてしまっており、そこから醜い漆しつ黒こくの顔を覗のぞかせている。人間たちに気づいて耳をつんざくような声で咆ほう吼こうした怪物は、狭い艦内通路を壊しながら、太い腕を突きこんでくる。

　ここで出海いずみの一つ後ろにいたセシリアは、ついに霜そう夜やの鏡を起動した。セシリアの体を覆う鎧よろいのように、霜夜の姿が現れる。

「セシリア様、あれを」

　出てくるなり言う霜夜に、セシリアは「うん」と頷うなずいた。そのまま霜夜の手のひらの中から、大きな砲が姿を現し引きずり出される。

「何だ……何だ！」

　慌あわてて喜き連つれ川がわが言う。セシリアたちが取りだそうとしているのは、１０８mmミリ低反動戦車砲、その後ろ半分はこれまた凶悪な杭打ち機パイルドライバーになっている。

「みんな下がってて下さい。そこにいると燃える」

　後ろを振り返って霜夜は言った。全員が慌てて言われた通りにする一方、セシリアは杭打ち機パイルドライバーを作動させ、狭い通路のその場に、ほとんど無理矢理、砲を据えつけた。潜り込んできた異キ形マ生イ物ラは、すでに目と鼻の先。そのまま右手を振りかぶって新たな一撃を繰り出そうとした異キ形マ生イ物ラの顔に、撃ち放はなつ。閃光と轟ごう音おんがその場を揺るがす。

「無茶を……」

　まだ耳が馬ば鹿かなまま、喜連川は頭を振り、手で煙を払う。何やら特殊な機構があってか、この程度ですんでいるが、近くで撃ってほしくない武器である。

　一方のセシリアは、油断なく砲ほう煙えんの向こうの敵を見る。弾は当たったのだが弾はじかれた。

「これでもまだ決定打になっていない――」

　そう麻あさ奈なも甲板に顔を出した時だった。

　――あ、何か。

　麻奈とセシリアはそれを感じ、同時にお互い、顔を見合わせた。

　王国の魔力通路が再接続され、それを構成する人と人との間の経路に突然、魔力の流れが戻った。

　麻奈の異変を感じた喜連川が、慎重な口ぶりで訊きく。

「どうした？　……立たつ木きが来るのか？」

　麻奈は頷きそうになって、まだわずかにためらう。そう言いきれてしまえるわけではない。確認の必要があった。

　ただ目の前にはまだ、暴れる異キ形マ生イ物ラがまだいる。――そう思ったところで、艦外から飛び込んできた影。

　麻奈たちの目の前で、ふわりと白い布が広がった。風で布きれが飛んでいるのでは、もちろんない。それを纏まとう人物がいる。空中を人が、生身で飛んできたのだ。

　――マントのようになっている？

　そう麻あさ奈なが思った途端、舞い上がったその布も硬化している。空中で姿勢を制御する安定翼であり、身体からだを覆う装甲でもあった。そしてその装甲の端からは、彼の身体を空中に支えるもの――回転する螺ら旋せん柱ちゆうの籠こ手てが見えている。

「カドゥケウス伝令使の杖！」

　麻奈は言ってその人物を見上げた。相手もまた麻奈を見る。そこへ異キ形マ生イ物ラが割り込む。

　カドゥケウス伝令使の杖の主あるじは次の一撃で、象ほどもある六本腕の怪物の異キ形マ生イ物ラを、船の外へと叩たたきだした。続けて追い打ち――カドゥケウス伝令使の杖で怪物の巨体を貫くと、敵は幽体化してその場から姿を消した。

「何が起こった！」

　喜き連つれ川がわの叫びに、立たつ木きヒロは答える。

「俺おれが来た！」



　ほとんど同時にほくそ笑んだのは、棺車カタフアルク・Ⅰ号船プライマスで指揮を執とる木星ユピテルだった。

「どうやら彼も現れたようですね。『万ばん生せいの王』たる可能性を持つ者――」

　周囲の部下たちは顔を見合わせた。だが彼女の穏やかな口調の中に不穏な思いが見え隠れするのは、誰だれにも見て取れていた。

　ただ天球儀会ソシエタス・スフアエラの窮状は、今それどころではない。

『鉄串オボロス』とともに氷界クリユスタロスに突き刺さった棺車カタフアルク内部は、すでに相当の被害を受けている。何しろ現時点で船内全体が、水平を保っていない。木星ユピテルがいるこの天てん球きゆう廟びようも、床が傾いたままだった。もちろん船としては、現時点で機能は死んでしまっている。何しろ全く、空中で身動きが取れないのだ。

　どうにか牽けん制せいの異キ形マ生イ物ラは出撃させたものの、次の一手が決まらない。

「ただいま戻りました、長おさよ」

　そう言いながら足早にやって来たのは、幹部魔術師の一人、海王星ネプトウヌス。彼は先の新につ田た一族への懲罰も含め、棺車カタフアルクを離れさせていた。それが彼自慢の怪物――異キ形マ生イ物ラの完成種とともに、戻ってきたのだ。

「この海にも、随分と小うるさい者たちが集まってしまいました。もちろん私も数を減らす工作はしたのですが」

「この結果では、あまりよい成果とは言い難がたく思えますね……」

　冷たい目で言う木星ユピテルに、海王星ネプトウヌスは説明――いや抗弁を試みる。

「作戦阻止は、相当にうまく行っていたのです。事実上の実行不可能にまで追い込んでいた。しかし途中から、あの裏切り者の水星メリクリウスとその仲間である脱出者、金星ウエヌスの邪魔が入りました。正確には手の内が読まれていて、土壇場でひっくり返されてしまった――」

「言い訳は必要ありませんよ」

「……もちろんです、我らが長おさ」

　慇いん懃ぎんに海王星ネプトウヌスは一礼して答えた。

「それでは結果で答えましょう。我が魔術の完成型、融合種テインスクヴイルの力をもって、奴らを蹴け散ちらして参りましょう。町一つを消し去り、裏切り者の水星メリクリウスさえ追いつめた『完成されし異形』の力。お見せいたしますよ」



　異キ形マ生イ物ラを追い払ったヒロは、マント状の戦術装束メイルド・フイストを広げてゆっくりと天あま城ぎの甲板に下り立った。意外なところで再会した知人たちを、まだためらいながら見回す。どう切り出していいのか、言葉に困っていた。

「あぁ――そうだな」

　空気を察したのか喜き連つれ川がわが、わざとらしい咳せき払ばらいなどしながらその場に割り込んでヒロに訊きく。

「ひとまず、無事だったのはめでたい。それで――そうだな。まず俺おれたちはお前のことをどちらで呼べばいい？　それを決めよう」

「呼び方？」

「そうだ。立たつ木きヒロか、長な川がわ史し郎ろうか？」

　喜連川の問いにヒロは「ああ……」と小さく息を吸って、視線を落とす。

「……だったらこの戦いの決着がつくまでは、立木ヒロで頼みたいんだ。今の俺っていうのは、長川史郎の名で姉さんに合わせる顔はないよ」

　答えてヒロは確認するようにもう一度この場の友人たちを見回した。ヒロの姉・律りつの姿は、この場にはいない。

「――私の判断ですよ」

　意図を察した麻あさ奈なが、そう率先して答えた。

「あなたに関しては、あまりにも不確定な要素が多すぎました。言ってしまえば、本当に現れるのかそうでないのか、そもそも無事生きているのかさえ、私たちにもはっきりとしていなかった。彼女を仲間に加えて、再び深い落胆を味あわせるわけには――」

「いや、いい判断だと思うよ。ありがとう」

　ヒロは遮さえぎるようにして言った。麻奈は「そうですか……」と答えて押し黙る。その麻奈の目は、何か言うことがあるだろう、という目だった。互いに事務的な報告とかではなくてである。律の心配だけして、麻奈にはまだ何も言っていない。

　ただヒロとしては、今はそのことを無視することにした。麻奈を巻きこむつもりはなかったので混乱している、――というのは言い訳である。

　実はヒロはどう麻あさ奈なと向き合ったらいいのか、まだ決められずにいた。今はひとまず命がけの戦いに集中しようと思っていたのに、この状況である。

　そんな態度を決められないヒロを、麻奈が睨にらむ。

「あなたは少し、変わりましたね？」

「そうかな？」

　答えてしまってからヒロは、ちょっと対応が違ったかと感じる。だが麻奈はひとまず、何も言う気がなくなったという風に首を振った。

　入れ替わりに麻奈を待っていた喜き連つれ川がわが、ヒロの方を振り向く。その表情は何かを決断したかのように、硬く険しい。

「確認しておきたいんだが、改めて訊きいていいか。立たつ木きヒロという存在の目的は何だ？」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラの打倒、だね」

　ヒロは手短に答える。実際のところ、今のヒロはそれ以上でもそれ以下でもない。喜連川は納得したように頷うなずいた。真意を試すためにそれ以上のことを、ゴチャゴチャとは聞かない。

「それでは、俺おれはお前の王国に参加しようと思う。一人でも多い方が、魔法的には巨大な力を行使できる。まあ俺もお前も互いに、だな。悪い申し出ではないと思うのだが、どうだろうか？」

「いや――」

　それはその通りなのだが、ヒロは返事に戸惑った。この判断は喜連川としてはかなり思いきったものである。それぐらいのことはヒロにも分かった。何しろ喜連川は喜連川家の一員として立つために、これまで鍛錬の日々を過ごしてきたのだ。権限もいろいろと与えられている。それが突然、別の国に加わろうというのだ。

　これは喜連川にとっては経歴の傷でしかない。いやかなり深刻な問題となるだろう。これは独断なのだから、離反・裏切りということになる。

　だが彼は、ここを正念場と見定めたのだ。喜連川家の復興は、究極的には天球儀会ソシエタス・スフアエラ打倒のためにある。だったらヒロがそれをやるのなら、同じことなのではないかと、そう考えたのだ。

「ちょっと入れこみすぎじゃないかい、君は。冷静に考えた方がいい」

　わざわざ水を差すように言うのは、元神じん祇ぎ官かんの四し方ほうである。

「喜連川家にとっては、君の造反は許される問題じゃない。下へ手たをすれば、殺されるよ？　ここで君の人生の持ち札を全部切っちゃうのは、まずくはないかい？」

「勝負に出る時というのは、見極めたら、全すべてを投じるものだ。もちろん勝ち負けは時の運だが、それでも全てをかけねばならん。戦力を小出しにしていて、勝てる戦いは一つもない。ここで天球儀会ソシエタス・スフアエラの打倒に成功すれば、全てがどうとでもなる問題だ」

「まあ確かにその通りだけど、ね……」

　しばらく考えていた四し方ほうはそして、ポンと手を打った。

「それでは私も王国に入ろうか。たしか空き枠があるはずだし……」

「いいのか？」

　喜き連つれ川がわは驚いたように訊きき、ヒロも同じ思いで見る。しかし四方はあくまで気楽な調子で頷うなずいた。

「どうせ無職で退屈だし、ここまで来て何もせず帰るのもね」

「天下の神じん祇ぎ官かんも、一いつ旦たんドロップアウトすると、異様に軽々しいですね……」

　本当に呆あきれたように、麻あさ奈なは四方を見て言った。一体どうなるんだろうと、霜そう夜やとその中にいるセシリアは、ハラハラと成り行きを見守っている。

　しかしまるでその二人の視線を楽しむように、四方は言う。

「これでも私は頭も使っている。その上での結論だ。さて、この荏原国エノハラノクニは『守かみ』を立たつ木き君として、『介すけ』が新たに喜連川君と今回欠席の勇者の人、『丞じよう』が魔法使いと神官の私、『目さかん』が異国人のお嬢さん――これが一人というわけだ」

　そう言って四方は、半分笑ったような顔で出海いずみの方を見る。「さて」

「何なんだい」

　鬱うつ陶とうしそうに出海は言うが、四方はさして気にもしない。

「うん、『目さかん』の役職がもう一つだけ空いているんだ――」

　四方の問いに麻奈は答えた。

「盗賊スカウトの枠ですね。確かにそれで全員分揃そろう」

　そう言って麻奈は、じっと出海を見つめ続けた。

「僕に入れと？　いくら何でも冗談だろ。適性がたまたま合うってだけで一族を離反して国を変える人間はいない。僕に抜け忍になれって言うのかい？」

　そう小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめて言う出海を、セシリア――というか霜夜が、まん丸な目で見つめてくる。出海はそれで言葉に詰まる。

　結局、ヒロが殺されるようなことになったのは、出海の誤情報が原因であり、霜夜とセシリアはそれに振り回された。しかし出海からは詫わびさえもまだである。いやセシリアの恨みはそもそも、ないがしろにしていいものではない。本気で怒らせれば、出海の実力で太た刀ち打ちできる相手ではない。

　その霜夜の姿のセシリアが、出海に言う。

「無理かな？」

　出海はわさびの塊を口に含んだような顔をして、数十秒黙り込んだ。そしてようやく答える。

「……分かったよ。今だけって条件つきで手を貸そう」

　そう言って出海いずみは肩を落とした。

「まあでも、本当に今だけだ。それとあとで大だい道どう寺じさんに、言い訳の口添え頼むよ。かなり本気で……」

「それは心配ないよ」

　ヒロが頷うなずき「ありがとう」と続けて言う。喜き連つれ川がわは苦笑いをして出海の肩を叩たたいた。

　話はまとまったと見て、麻あさ奈なは懐ふところから折りたたんだ紙を取り出した。これまでも度々使われてきた部員名簿である。これに新たに参加する三人に名を書かせ、その間に自分は、儀式に必要なエレメントコンテナを三本、用意する。

　全すべての記入が済み、名簿が自分のところに戻ってくると、麻奈はそれを掲げて五人を見回した。王国再構成の宣言を唱える。

「ギーメル・ワウ・サーメク・トゥ――アーレフ・ダーレス・メーム・シン！　王国マルクートの新たなる姿は用意された。我々はこの地上イエツラーに、新たな完全なる国の始動を宣言する！」

　麻奈の宣言と同時に、掲げた名簿には以前に描かれた魔法陣が浮かび上がる。そこで、もう一方の手に持っていたエレメントコンテナが、一斉に割れた。中の生存物質エレメントが、名簿の上に上下反転した魔法陣を描く。一気に自分の属する魔力の流れが活性化したのを、その場の全員が感じた。

　王国は全ての力を手に入れる。それはヒロが事を成すための、ヒロの力でもある。



    

  
    
      



    

  
    
      「さて準備は揃そろった。立たつ木きヒロは、これからどうする？」

　試すように訊きく喜き連つれ川がわに対し、ヒロは頭の中で考えを整理して、答えた。

「今のところ全体としては、竜ドラゴンを解放するっていう目的で多国籍軍が動いてる。こちらは特に何かしなくても、成功するんじゃないかと思ってる。それが可能な予定で、集まった人たちなんだから。それよりも天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒すっていう俺おれたちの目的からすれば、敵を取り逃がさないようにしなくちゃならない」

「だとすれば敵の棺車カタフアルクへと取りつくのが、俺たち独自の目標か」

「うん。突入点にするのは長おさ・木星ユピテルがいるⅠ号船プライマス。順当に行けば、そこに天球儀会ソシエタス・スフアエラの他ほかの幹部たちもこちらの余剰戦力も、戦力を集結していく形になると思う」

　ヒロの返事に、喜連川は空を見上げる。そこにあるのは氷界クリユスタロスと、縫いつけられたかのような棺車カタフアルク。

「どちらにせよ、あそこまで行く方法が必要か」

　空を見上げたまま、喜連川が唸うなる。その視線の先の棺車カタフアルクから、何やら見覚えのない生物の黒い影が飛び立つ。

　羽が生えて、腕が六本。一見して異キ形マ生イ物ラの特徴に見えた。

　しかし異キ形マ生イ物ラと違うのは、獣じみた猫背ではないことだ。直立した人間の姿で飛ぶ、巨大な存在。棺車カタフアルクから出てきたので、ひとまず敵の怪物であることに間違いはない。

「見え方の問題か――」

　そう口の中で呟つぶやく喜連川の目の前で、怪物から三本の鋭い光の矢が放はなたれた。これを食らった術式艦が、たったの一撃で四分割にされ海に沈む。喜連川は絶句した。

「何だ！」

　そのころにはもう、誰だれもが新たに現れた新種の怪物に注目していた。その姿と力の組み合わせは、まさに悪魔そのものだった。竜ドラゴンと同等の能力を持つ怪物。

「異キ形マ生イ物ラの完成種――融合種テインスクヴイル」

　麻あさ奈なの言葉に喜連川はオウム返しで答える。

「融合種テインスクヴイル？」

「はい。前にあなたにも言っていたでしょう。異キ形マ生イ物ラは竜ドラゴンの活動を模倣していると。すでに完成に到達した個体が、あったというわけだ」

　よく把握していない喜連川だったが、ことの重大さは誰よりも先に理解した。巨大な力の出現に、空に散っていた異キ形マ生イ物ラは移動を始めた。徐々に戦場のバランスが崩れ始めている。

「これからってところで――」

　片や悪魔のごとき人造生物に攻撃を受けるかと思えば、それ以外――天あま城ぎの方へ向かっても、手の空いた異キ形マ生イ物ラの大群が押し寄せてくる。まるでその様は土砂崩れを思わせる、一方的な流れだった。押しとどめようとしてもどうにもならず、ただやって来る漆しつ黒こくの災厄を待つしかない。

　だがそこで旋風一陣、白銀の風が舞う。いや風に見えたのは、どこからともなく現れた大量の銀色の騎士人形だった。その出現元は、本当の意味で『どこからともなく』である。空間を割って湧わいてくるのだから、当然だった。

　太陽の光を遠慮なく反射する銀色の流れは、まるで刃やいばのように異キ形マ生イ物ラの流れに沿う。そしてその進路を弾はじいた。

　異キ形マ生イ物ラたちの列は跳ね上げられたように、一いつ旦たん空の上へと向かう。対して銀の流れの最後には、白と緋色の千ち早はや城じようが現れた。展開したその補助腕は、巨大な神剣アレイオンを一旦鞘さやに収めたところだった。

　千早城の主あるじ・長な川がわ律りつはすぐさま天あま城ぎを、いやヒロたちを直接肉眼で見つけ、滑空して下りてくる。海の強い潮風を翼に受けながら、凧たこのように悠々とヒロたちに近づいてきた。

　ヒロたちは律を見上げる。律もまた無言のまま、ヒロたちを見下ろす。

　そしてヒロたちの方は変わらず律を見上げていた。対して律は、無言のまま腕を組んだ。だがヒロたちは困ったように口元に手を当てる。

　三往復の視線が行き来して、ついに律が口を開いた。

「勇者参上！」

「自分で言った!!」

　驚嘆するヒロたちに向け、律はギロリと不穏な視線で睨にらんだ。



    

  
    
      
第四章





　上う手まく風の中でバランスを取りながら甲板に降り立った律りつは、改めて恐こわい感じの目でヒロを睨にらんだ。そのまま顔が見える位置まで近づいてきて、二人は無言。

　先に口を開いたのは、やはり律だった。

「史し郎ろう、ちょっと話がある」

　そう律が言った時にはすでに、千ち早はや城じようのアームがヒロの頭を掴つかんで絞め上げていた。

「て、手が出てるよ」

「これは心の声だ」

「あああああ」

　声を上げて苦く悶もんするヒロは、もはや会話どころではない。

「しかしまたいいタイミングですね……」

　麻あさ奈なはとんでもなくつまらなそうに言って、ため息をついた。

「あと一日遅れたら、すごく面白かったのに……」

「面白くない！」

　麻奈の酷ひどい物言いに、律はキッと睨んだ。だが麻奈はそれを恐れる風もなく、律に幻術をかけたセシリアを振りかえる。霜そう夜やの姿のセシリアは、『わからない』と横に首を振った。

　麻奈は律に向き直って訊きく。

「よく自力で、術を解くことができましたね。立たつ木き君がカドゥケウス伝令使の杖を使って魔力の流れが戻ったことがきっかけ……？　それがたった二十分ほど前だから――」

　麻奈は改めて千早城を纏まとった律の姿を上から下まで見る。

「着替えるのがものすごく早い？」

「そういう問題じゃない！　っていうか、ここまでってものすごく離れてるから。かなり遠いから。アレイオンの空間跳躍五十回近く使って、ようやくついたから」

　すごい形相の律は放ほうっておいて、麻奈は指折り数える。

「諸もろ々もろ合わせると……正午から作戦開始ですから、午前中には気づいていたということになりますか？　戦いの始まる前だ……」

「そ・う・だ・よ！　でも登校してみて教室がほぼ全員欠席となれば、さすがにいくら何でもボクだって、おかしいと思うんじゃないかな!?」

　言いながら律は威嚇するように、掴んだヒロをブンブン振り回す。そして、ああ、と麻奈は手を打った。今のクラスはほとんどの生徒が『こっちの世界の関係者』なので、みんな駆り出されているのだろう。それは律りつにとって自分でも完全に意識化できない、あるヒントを与えた。何か考えなければならないことがある。そのことに律は気がついたのだ。

　雲を掴つかむような話であるが、律には思い出す言葉があった。

『この世を形作るのは真と偽。ゆえに世界の扉は一度だけ開く』

　それは最近、本の中で読んだ言葉だ。どんな本にも脈絡なく、何度も何度も出てくる言葉。そしてそれを言っているのは、必ずいつも金髪の背の高い堂々たる女性である。

　彼女が誰だれなのか、律には分からなかった。その言葉の意味も、やはりさっぱり分からない。しかし今回は違った。律は教室の変化とともに、自己存在の危機を敏感に感じ取っていた。

　そして、圧倒的な存在感を持つ空想であるとされた現実。それを抱える律は、とにかく一度だけ、試してみればよかったのだ。すなわち、空想であるとした現実は本当にあるのか、それともやはりは空想のままであるのか。

　それだけを律は自分の足で確かめてみればよかった。

　通い慣れたと『本に書かれていた』道順を辿たどり、道場の建ち並ぶはずの町へと律は向かった。そしてそこに本当に、崩壊して無人の廃はい墟きよと化した道場街はあったのだ。

　道は割れ、修復中の建物はまだほとんどない無人の廃墟。――本の中で神剣アレイオンの抜剣と共に破壊された町が、そこには実在していた。

　この時の律の驚きというのは、とても口で言い表せるものではない。だがとにかく律は行動を開始した。

　この町は地上の建物は崩壊しているが、道場街の主ぬしは無断でこの地に地下シェルターを掘った。そこへ律たちは神剣とそれを運用するための戦術装束メイルド・フイスト・千ち早はや城じようを保管したのだ。

　一ヶ月以上も無人で放置された町の中心から地下道に下り、律は目的の部屋に向かった。その目的の部屋の扉には、やはり放ほうっておかれたままの書き置きが貼られていた。

　内容は『来たか』と、フヴェルゲルミルの文字で書かれていたのみ。扉に鍵かぎはかかっていなかった。それでもまだ半信半疑のまま律は、厚い地下シェルターの扉を開けた。

　そしてそこに記憶の通り――本で読んだと思いこんだ通りの姿で、千早城と神剣アレイオンは存在していた。

　ここにいたって律は、もはや思考の変換をせざるをえなかった。要するに全部、本当のことだったのだ。

　そして全すべてを取り戻した律が最初に思い浮かべたのは、まず当然の怒りだった。事情は大体読めた。律はよりにもよって仲間に幻術をかけられ、事件の外へと追いやられたのだ。守られる立場に、無理矢理押し込められた。彼らは、律を信じられなかったのだ。

　しかし今回こそは律が、それを自ら打ち破った。

「仲間の危機に駆けつけることができる、そういう存在にボクはなれたっていうことだ」

　そう心からの喜びとともに律りつは頷うなずく。

「分かった。大体の経緯は分かったよ。それよりこれをそろそろ……」

　まだ頭を挟まれたままのヒロが、足をジタバタして言う。もういいかと大きく息をついて、律はヒロを解放した。

「ひとまず、これからどうするか――ですね。状況は変わった」

　麻あさ奈なが考えこみながら言う言葉に、ヒロは「それはもう決まっている」と掴つかまれた頭をさすりながら言った。

「竜ドラゴンの解放に、方針転換しよう」

　そうヒロは全員に提案した。人間側の力というのは、天球儀会ソシエタス・スフアエラの新たな怪物の戦力に及んでいない。戦場のバランスは崩れた、これに対処し形勢を一気に引き戻すためには、封印された状態の竜ドラゴンを解放するしかない。

「悪くはない判断です。空を飛べる者が行くのは当然として――」

　麻奈は言う。今のところ飛ぶ方法があるのはヒロ、律、四し方ほうの三人。さらに空中で戦う能力があるのはヒロと律だけだ。四方が符から呼び出す大おお虚ぞらは、人は運べるが異キ形マ生イ物ラとの格闘能力まではない。四方は人を運ぶのに徹して、ヒロと律は無防備な四方を護衛するという格好がいいということに決まった。

　ただそれでも、四方は同時に四人は運べない。いや四方自身を入れてもう一人が術の限界と言う。

　そこで喜き連つれ川がわが、話の後を受けた。

「ならひとまず、真ま名な辺べを優先して行かせようと思う」

「私が――ですか？」

　驚いて訊きく麻奈に、喜連川は頷いた。

「ああ。俺おれたちは戦力にはなるが、魔術のことは分からない。しかし竜ドラゴンの解放を軸にするなら、お前がアドバイザーになったほうがいい」

「ええ、それはまあ……」

「なら決まりだな。俺たちはこの船を守る。――俺以外も残りの人間は基本、そういうことでいいだろうか？」

　勝手に決めてしまっておいて、喜連川は残りの二人、出海いずみとセシリアに訊いた。

　出海はもちろん、異論はなかった。何しろ出海自身の持ち味は機動力なので、足場のない空まで行っても力にならないのだ。船に残った方が働ける。

　問題はもう一人、セシリアだった。ヒロについていきたいという気持ちが、セシリアにはある。しかしセシリアは素直に頷いた。

「ここで待っているよ。ここを守っている。ここがみんなで、また集合する場所になるから――」

　その言葉に、喜き連つれ川がわは強く頷うなずいた。

「何かあったら、全員ここへ戻ってくる。戦いの状況が変化して増援が必要なら、呼びに来てくれればすぐ駆けつける。戦いが終わったら、ここへ帰ってくる」

　確かに喜連川の言う通り、そういう場所は必要だった。そのことはヒロにも分かる。

「お願いするね」

　ヒロの言葉にセシリアは強く頷いた。

「うん。あなたは無事で、ここに帰ってくる」



　空への出発は、律りつとヒロが予定通り、先導をすることになった。

　その後ろに大型化した白と黒の魔術的な鳥、四し方ほうの大おお虚ぞらが二匹続く。それぞれに四方と麻あさ奈なが乗るという格好だった。麻奈の方で大おお虚ぞらをコントロールする術すべはないので、今のところはひたすら運ばれるだけのポジションである。

　そして空での移動中に起きる戦闘は、ヒロと律で行う。

　いやそのはずだったのだが、基本的には律ばかりが戦った。遠距離攻撃の方法がないヒロよりも速く、律が異キ形マ生イ物ラを根こそぎ倒してしまった。あまり障害らしい障害もないまま、ヒロたちは海から引き上げ作業中の『鉄串オボロス』最後の一本のところまで出た。

　これは術式艦二隻の魔術で引き上げ作業を行っているのだが、もちろんこれを、異キ形マ生イ物ラたちも邪魔をする。この場はまさに集中攻撃の空域、激戦区だった。

「作業が終わるまで、俺おれたちは護衛に回る」

　ヒロの指示は、出発前にここへ向かう四人で取り決めた通りだった。だが麻奈は目を細めて、海水のまだ垂れる『鉄串オボロス』を見た。

　続いて遠く高い空の氷界クリユスタロスを見て、最後に律を見る。

「長な川がわさん。敵は融合種テインスクヴイルまで出してきています。アレはすぐにもここへ駆けつけてくるでしょう。作業が長引くのは危険だ。私たちで『鉄串オボロス』を打ちこんでしまいましょう」

「真ま名な辺べ麻奈、勝手に割り込んで、そんな作業の許可が出るか？」

　四方が常識的なことを言い、麻奈は非常識に答えた。

「無断でやりますよ。――できますか長川さん？」

「あの杭くいを、空の大きな氷に刺せばいいんでしょ。場所は氷のどこ？」

　答えながら律は千ち早はや城じようのアームで、神剣アレイオンを鞘さやから引き抜く。

「すでに五本が均等に刺さっているでしょう？　見えますか？　ちょうど一本分、スペースが余分に空いているはずです」

「ああ、あるね」

「見えるんですか……」

　呆あきれたようにいう麻あさ奈なに、律りつは頷うなずいた。

「目はいいから。じゃあやるね」

　決めたら間髪を入れないのは、律の方が上だった。振りかぶった神剣アレイオンを、思いきり振り落とす。その動作で海上から空の上の氷界クリユスタロスまで、空間が切断され通路が開いた。

「よし――突撃縦列ジヤベリン！」

　その言葉は、律の使える魔法の呪じゆ文もんだ。唱えながら律は手をグルリと半周振る。三千体が一気に出たマーメットが、瞬時にハンマーのように平たい面を作って半円を描く。その向かう先はまだ引き上げ作業中の『鉄串オボロス』の尻である。釘のように叩たたかれた巨大な鉄の串は、そのまま神剣アレイオンの生み出した空間通路を通過し、氷界クリユスタロスに直接突き刺さる。

「ああ……一撃なんだ」

　ヒロが呆れる暇もない。これで氷界クリユスタロスを封じる六本の『鉄串オボロス』は全すべて揃そろったのだ。途端、巨大な氷は細かく砕かれ、吹き出すように周囲に飛び散った。まるで雪のように、空に降る。

　同時に囚とらわれていた竜ドラゴンは、一斉に解き放はなたれた。次々と活動を再開する竜ドラゴンたちは、まるで弾はじけた花のように、ヒラヒラと舞いながら色とりどりに空へと散り始める。

「行こう。師匠たちを捜さなくちゃいけない」

　そう言って律は、今度は自分たちが通過するため、空間を神剣で割る。ヒロと四し方ほう、麻奈は頷き、律の作った空間通路へ飛び込んだ。



　ヒロたち四人は解放されたばかりの竜ドラゴンたちのど真ん中に出た。

　ただ間近で見る竜ドラゴンは弱々しい。いまだわけも分からず、三々五々に散っているだけだった。何とか海面への落下を避けるのが精一杯。戦えるような風に見えないばかりか、空はちょっとした混乱状態に陥おちいっている。

　そんな竜ドラゴンたちは地上――もしくはその前に下りられる船を見つければ、そちらへと向かい始めた。どの竜ドラゴンも一いつ旦たん後退する様子だった。

「すぐに協力を頼めるという風ではありませんね」

　後方で言う麻奈に、ヒロは頷いた。ただ竜ドラゴンに協力を求める交渉の糸口は、確保しておくべきだった。

　話せる竜ドラゴンを捜さなければならない。

　ヒロにとってそれは、フヴェルゲルミルかその仲間たちか、ということになる。律も率先して進み、左右を見回す。

　――どこに……。

　だが数百の竜ドラゴンが乱れ飛ぶ空は、容易には見分けをつけられない。

「立たつ木き君、速い。少し待って」

　そう後方の四し方ほうが声をかけてくる。しかし一いつ旦たんヒロは、彼らを置いていくことにする。今このタイミングで見つけなければ、捜す意味がない。

　そうこうしているうちに、フヴェルゲルミルの方がヒロたちを見つけてくれた。実際、空ではヒロたちの方が、特に千ち早はや城じようが赤い律りつは、目立つ存在だっただろう。

「見違えたな、律。そして『やがて竜を殺すもの』」

　そうフヴェルゲルミルは竜ドラゴン特有の割れるような声で、ちょっとおどけたように言った。しかしどうにもその飛行する姿には、いつもの気力はない。よろめいて羽ばたくたびに左右でバランスをうまくとれず、変にクルリと回ってしまう。

「大丈夫ですか？」

「ああ――。問題はない」

　無理のある表情で、フヴェルゲルミルは言う。そして逆にヒロに訊たずねた。

「その戦術装束メイルド・フイストはミーミルが？」

　ヒロの纏まとう『ラタトスク』のことだ。ひと目見て、フヴェルゲルミルは見抜く。さすがにヒロは驚いた。

「よく分かりますね」

「こめられた意志の力は、例え被造物を通してでも伝わるものだ。ここにはミーミルの勝利への意志が、こめられている」

　そう信頼しきって言うフヴェルゲルミルの感想は、ヒロにとっては違和感を感じるものだった。ミーミルはこの『ラタトスク』だけヒロに渡して、自分は戦いからは身を退ひいたのだ。そういう存在である。

　別にそれはミーミルの判断として、ヒロは尊重できる。ただ、フヴェルゲルミルのような感心とは、さすがに結びつくことはない。

「ところで師匠、どこに向かってるんです？　目指してる船があるんですか？」

　律の問いに、ゆっくりと下降する竜ドラゴンのフヴェルゲルミルは割れるような声で答える。

「ああ。おそらく、今回は『インディペンデンス』が旗艦だろう。そこに行けば、いろいろともっと詳しい情報が手に入る」

　確かにどこかを目指しているようだと、ヒロも後追いで気がついた。やがて一旦離れていた麻あさ奈なや四方が、ようやくヒロたちに追いつく。

　このころになると、フヴェルゲルミルが目標としているらしい船も見えてきた。やはり元空母を改装した、魔術用術式艦の一隻である。その途端にフヴェルゲルミルのジャケットにあった通信機が、突然鳴りだして何か英語で鋭く言い始めた。それに対してフヴェルゲルミルも言い返す。

「何です？」

　ヒロが言うと竜ドラゴンは顔をしかめて言う。

「甲板は改装時の問題で、飛行体の着陸に耐える強度がないそうだ。まああれだけ電光魔術板フアンタズマゴリアを飛行甲板だった場所に並べていたらな」

　さらに通信機の向こうから、鋭い声がかかる。そしてフヴェルゲルミルはこれを、無視するようだった。

「行くぞ」

　そう言って強行着陸の態勢に入る。船の方では、甲板を人が逃げていくのが見えた。さすがに対空砲で撃たれたりはしないが、竜ドラゴンは招かれざる客であることに変わりはないようだった。実際、フヴェルゲルミルの着艦とともに、甲板には引っ掻かき傷と浅い足跡が四つ、できてしまった。

　止めようとした人間の方はやれやれといった様子で戻ってくる。だがもっとも、フヴェルゲルミルの調子が悪そうなことの方が心配だった。

「大丈夫ですか？」

　ヒロもカドゥケウス伝令使の杖をコントロールしてフヴェルゲルミルの隣に下りる。しかし竜ドラゴンは四本の手足をついたまま、じっとしていた。この間に律りつと、二匹の大おお虚ぞらに乗った四し方ほう、麻あさ奈なも、遅れてこの船に降り立つ。

「どうしますかね……」

　そう麻奈が呟つぶやいてからしばらくして、ようやくフヴェルゲルミルは口を開いた。

「……すまない。無駄な時間をかけさせる。しかし全すべての竜ドラゴンが、やがては力を取り戻す。それまで現状を維持できれば、天球儀会ソシエタス・スフアエラを一気に殲せん滅めつできる」

　ヒロは律と顔を見合わせた。

　フヴェルゲルミルの言うことは、現状を素直に受け入れた結論ではある。しかし先ほど現れた天球儀会ソシエタス・スフアエラの融合種テインスクヴイル。その存在をフヴェルゲルミルは知らない。

　――もちろんこちらは、数で押せるか。

　だがヒロのその甘い考えは、すぐさま麻奈の焦ったような声に打ち破られた。

「何てことだ――」

　ヒロは顔を上げ、麻奈の見ている方を向く。

　そこには先ほどから懸念する完成された異キ形マ生イ物ラ――融合種テインスクヴイルの姿があった。違うのは、その数がどんどんと増えていくことだった。その場で、分裂していく。そしてその仕組みは、ヒロたちには見覚えのあるものだった。

「あの怪物は――それに奴らは、鏡像国家を使ってくるのか？」

　フヴェルゲルミルもまた、半なかば呆ぼう然ぜんと呟く。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラ側は竜ドラゴンの戦力参加に対抗しようという構えなのだ。

「だが……この感じは、水星メリクリウスのミシュコアトルか――。水星メリクリウスめ、自らの宝をあんな化け物に譲るとは、どういうつもりで」

　そのフヴェルゲルミルの誤解にヒロはすぐ気づいた。この竜ドラゴンはあの海神わたつみを呼び出した作戦の日以来の情報がないのだ。すぐさまヒロは、説明する。

　水星メリクリウスはヒロの失敗をカバーするため、鏡像国家ミシュコアトルを手放す羽目になったこと。そして鏡像国家ミシュコアトルは、王が不在となった時点でおそらく活動を停止したこと。無防備な魔法の石鏡だけが棺車カタフアルクに残され、悪用されたのだろう。

「なるほど――」

　状況自体はフヴェルゲルミルもようやく理解したようだった。もちろん、それで事態が好転するわけもない。

　そうする間にいよいよ、融合種テインスクヴイルの集団は攻撃を開始する。竜ドラゴンと協力してこちらが攻撃の足並みを揃そろえる前に、戦いを決定的なものにしてしまおうということらしかった。

　――簡単に行くとは、最初から思ってないけれど。

　ヒロは一人、奥歯を噛かんだ。そして状況に対する反応も率直だった。術式艦は一斉に散開するように行動を開始する。

「逃げるのか――！」

　それはヒロにしてみれば驚くべきことだった。多量の融合種テインスクヴイルを見た多国籍軍は、撤退の準備に入っている。竜ドラゴンが解放されたことで、すでに目的は達せられたと判断したのだろう。そして新たな脅威の出現――。

　これ以上被害を増やしてまで、天球儀会ソシエタス・スフアエラを追い込もうとは思っていないのだ。

　――だがそれじゃ困る。

　ヒロとしては焦りを感じてしまう。

　今のこの状態こそが、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒す最大の好機だ。ここで倒し損ねれば、次の好機はいつめぐってくるか分からない。ヒロの十二年間の企たくらみが、全すべて無駄になる。

「分かってはいるのだが、な……」

　それでもこの戦いを続けることに、フヴェルゲルミルですら迷う。

　とにかく攻撃に移ると言っても、準備も態勢も万全にはほど遠い。ここは一いつ旦たん退ひいて立て直しを図り、日を改めて対決する。そういう選択肢も確かにある。

「それでも天球儀会ソシエタス・スフアエラとは、いま決着をつけておくべきだと思います」

　ヒロの言葉に、フヴェルゲルミルは長い首をもたげてヒロを見た。その目はこの状況にあっても、慎重に判断を下そうとする目だった。この戦いはヒロたちとフヴェルゲルミルだけでやっている戦いではない。大勢の人間と竜ドラゴンを巻きこむ。

「戦うなら勝って終わりたい……だが」

　小声のフヴェルゲルミルはヒロだけに聞こえるよう話しかける。

「分かっているか――？　現在の天球儀会ソシエタス・スフアエラを統すべるのはおそらく、『最も古き竜』」

「その記憶も、俺おれはすでにあります」

　ヒロは答えた。竜ドラゴンは少しためらうように、さらに言う。

「『最も古き竜』は、勝てない相手だ。いや勝つというのが全く無意味な相手。――戦闘という概念の状況に持ち込むことすら、実は不可能なのではないかと思っている。竜ドラゴンたちですら、封じることができるかできないか、だ。倒せると思ったことはない」

「ただそれもこれも、全部確認してみてからです。あとは対たい峙じして、実際に確かめてみるしかない」

「確かにその通りだが、お前は焦ってもいる。事実その理由もある。だが『最も古き竜』に逆らえば外げ道どうにと堕されるぞ。――気をつけることだ」

「それもやってみれば分かることです。ここで」

　ヒロはきっぱりと言いきった。実際に恐れなどない。

　そこまでの覚悟があるのならば、この頼りになる竜ドラゴンはそれ以上は反論をやめた。

「……確かに言う通りだな。結局はいつか倒さねばならぬ敵。ここでグズグズとする必要もないだろう。ともあれ我々は、挑戦し失敗した身だ。情報もうまく入っていない。ここはこちらが協力しよう。――さて、どうするか」



　水星メリクリウスとその友人、ジョン・Ｑは、術式艦インディペンデンスの艦橋アイランドから、甲板に下りようとしていたところだった。その階段を繋つなぐ通路の途中で、彼らは立ち止まって海上の風景を見る羽目になった。

　そもそも彼らは戦闘の最初から、この船に乗り込んでいた。竜ドラゴン救出作戦に参加していたのだ。厳密に言えば、海王星ネプトウヌスの政治工作へ抵抗するため、ずっと飛び回ったあとでの作戦参加である。この船の護衛についていた。

　水星メリクリウスは鏡像国家とは別に、バックアップとして生きた人間による国家を確保している。これは天球儀会ソシエタス・スフアエラとの戦いを決めた時からの用心だった。ゆえに、カドゥケウス伝令使の杖は使うことができ、異キ形マ生イ物ラからこの船を守るために戦っていた。

　その最中にジョン・Ｑがフヴェルゲルミルの着艦を見つけて知らせにきた。二人でその元へ向かおうとしたところで、悪用されるミシュコアトルの鏡を見たのである。

　分裂増殖した融合種テインスクヴイルは、一斉に攻撃を始める。対して味方の側は追われ、完全な逃げ腰状態になってしまう。

「どうしたものかな、これは……」

　最初からお手上げといった調子で、傍かたわらのジョン・Ｑは小さく呟つぶやいた。

　――やはりこうなるか。

　水星メリクリウスもまたヒロと同じような思いで、奥歯を噛かみしめていた。彼にとっては、ヒロ殺害からの一連の行動は、ギリギリの手札の中から打った手である。

　本来の鏡像国家には、封印者である王が必ずいて全体を守る。だが殺された立たつ木きヒロをすぐさま救うため、水星メリクリウスは後先を考える余裕がなかった。その結果がこれである。ミシュコアトルは敵の手に落ち、悪用されている。だがあれは、水星メリクリウスにとってただの道具ではない。数々の神話とともにある、魂そのものだ。

「ショックなのは分かるが――」

　まるで水星メリクリウスの内向を遮さえぎるかのように、ジョン・Ｑが言った。

「我々にはまだやるべきことがある。それが終わってからだ」

　友人の言葉に水星メリクリウスは、静かに頷うなずいた。そのまま立ち止まっていてもしかたがない。二人はフヴェルの元へと急いだ。

　だがそこで再び二人は驚くことになった。何とフヴェルゲルミルたちは、このままここからこの状況で、出撃する気でいるのだ。いやそれどころか、全体を再攻撃に巻きこもうと、けしかけようとしている。

「待て待て、ちょっと待て」

　驚きとともに、水星メリクリウスは慌あわてて駆けつける。一方、ヒロたちの方は、居合わせると思ってはいなかった相手に心底驚いた顔をする。

　特にそれが酷ひどいのは麻あさ奈なだった。すでに水星メリクリウスが最大限の協力をしてくれていたことは、はっきりとしている。ただ何もかもが説明なく唐突に行われ、わだかまりは残されたままだった。

　だがそれらの葛かつ藤とうをできるだけ無言で終えて、水星メリクリウスはヒロへ――カドゥケウス伝令使の杖の半分を共有する相手へと言った。

「生きて会うのは久しぶりだな、長な川がわ史し郎ろう。しかしこの状況でお前はまだ動くか？　少しここで様子を見る気はないか？」

「待ちに入れば戦いは終わってしまいます。一方で俺おれはあくまでも天球儀会ソシエタス・スフアエラを、その長おさ・木星ユピテルを倒すつもりでいます。この決意はあなたと最初に会った十二年前と、何も変わらない」

　そうヒロは水星メリクリウスに対して言いきる。もちろんそのことは、水星メリクリウスにも分かっている。

「だが敵の正体、長おさ・木星ユピテルの本性。それをお前はもう、確かめ終えたのか？」

「まずそれをこれから、確かめに行こうというところです」

「危ういな……。あれはおそらく『最も古き竜』だぞ？」

　その言葉に驚いた声を上げたのは、ジョン・Ｑだった。

「ちょっと待ってくれ。そもそも天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさは、竜ドラゴンなのか？」

　水星メリクリウスは「ああ……」と答えかけて、どう言ったものかと口を噤つぐんだ。

「少なくとも人間ではない。だが竜ドラゴンと呼べるのかな……」

　その答えに、ジョン・Ｑの方としては全く釈然としない表情を浮かべる。

「いま竜ドラゴンと自分で呼んだじゃないか？　それとも最古の竜ドラゴンは、我々の知る竜ドラゴンともまた別の存在なのか？」

　水星メリクリウスは古い友人を振り向いて、静かに言った。

「……実のところ、今は確定して話せることが何もないんだ、ジョン・Ｑ。少なくとも普段なら、あの木星ユピテルが『最も古き竜』なのかどうかは、彼女自身が言いでもしない限り確認のしようがない」

「よく分からないが……」

　戸惑ったように、ジョン・Ｑは口ごもる。

「まあ、強力な存在なのは確かということか。十二年前、天てん龍りゆうミーミルすら返り討ちにしたのが天球儀会ソシエタス・スフアエラなのだから……」

「いや問題は、そこではないが、な。とにかく現在の我々が行使する力では、木星ユピテルは倒せない。そのことから、認めていかなければな……」

　ますます分からないという表情で、ジョン・Ｑは水星メリクリウスと、そして出発しようとするヒロを交互に見た。

「それじゃ君たちは、一体どうしようとしているんだ？　とにかく、倒せないことだけは確かなのだろう？」

「ああ『最も古き竜』ならばな。まさにそれが決められないんじゃないかと、私も彼に言っているのだ。そして彼はどうやら、対たい峙じして正体を確認してから次の行動を決めようということらしい」

　困ったように水星メリクリウスは答えた。そのまましばし黙考する。

　しかし決断して視線を上げ、ヒロを見た。その顔にある決意を確認する。あとは早かった。

「長な川がわ史し郎ろう――。カドゥケウス伝令使の杖の残り半分、『右のカドゥケウス伝令使の杖』を受け取ってみる気はあるか？」

「しかしそれは――」

　言いかけて今度はヒロが黙り込む。水星メリクリウスは神妙な面持ちで答えた。

「……お前は臣を揃そろえて国を造り直した。この完成状態なら行使できるかもしれぬ、カドゥケウス伝令使の杖の残り二片だ。悪いがこれくらいしか、渡してやれるものがない」

　もちろんそれは、ヒロにとってはありがたい。

　だが問題はカドゥケウス伝令使の杖を失う水星メリクリウスの方だ。

「これは相当な損失になります。しかしあなたが失って俺おれにかけようとする期待に、応こたえるだけの目め処どがまだ何も立ちません」

「妙な気回しをするな。個人の損得をいま言っても仕方あるまい」

　水星メリクリウスは鼻で息をつく。

「単純に、今は力を一つにまとめるべき、というだけのことだ。他意はない。ここで勝敗がうやむやのまま終わるというのは、天球儀会ソシエタス・スフアエラの裏切り者である私も困る。だからお前に決着をつけられるならつけてみろ、と言っているわけだ」

　そう言って今度は意地悪く、ヒロに向かってニヤリと笑う。

「それとも木星ユピテル打倒の役は私に譲るか？　その場合はお前にカドゥケウス伝令使の杖を返してもらうことになるが」

　ヒロの表情が一変する。ありえないことだった。ヒロにとって、その選択はない。しかし理屈は通っている。ヒロが行かないというのであれば、カドゥケウス伝令使の杖は水星メリクリウスに返すべきだった。

　そして水星メリクリウスの表情に、ヒロは気がついたようだった。信頼の上で『あとは任せる』と言っている。全すべてを託すと言っているのだ。

「――任せてもらいます」

　そうヒロは答えた。ここはもう勝つしかないところなのである。

　打てる手は全て打ちたいと、みんなが思っている。水星メリクリウスの好意に甘えるのではなく、責任を負わせてもらう。そういう気持ちでヒロはいた。水星メリクリウスも頷うなずく。

「では使え」

　水星メリクリウスは自分が持つカドゥケウス伝令使の杖を、杖つえの形で実体化させる。螺ら旋せん柱ちゆうに鉄製の籠こ手てと握りがついて一本となった姿。ヒロの持つものとは左右が真逆である。

　だがそれは水星メリクリウスの手元で二つに再分裂した。そのままヒロの元へと飛ぶ。そしてヒロが装着しているカドゥケウス伝令使の杖の左右の螺旋柱に、そのまま接続された。

　ヒロの持つ二片に水星メリクリウスの二片を合わせ、全部で四片。

　持っているだけで、魔力の消費量も半端ではない。今はヒロの王国にも七人が揃そろう完成状態だからそこ、完全なカドゥケウス伝令使の杖に魔力を供給できているのだ。

　また様々な情報が、ヒロに向けフィードバックされてくる。確かにこれで完成状態なのだと、ヒロにも理解できた。やがて頭の中に、カドゥケウス伝令使の杖という存在の情報全て、使い方の全てが流れ込んでくる。

　相手をただ消すのではなく、水星メリクリウスがやったように指定した幽体領域へと相手を送りこむ方法。そして幽体化ではなく相手を直接物理的に破壊する方法。

　そんなことがどんどんと頭の中に浮かび上がってきた。むしろこれまでがほとんど、性能を発揮できていなかった。そのことにヒロは気づかされた。

「どうだ、行けそうか？」

　水星メリクリウスの呼びかけに、ヒロはようやくハッとして意識を現実に向ける。

「敵がすでに来ている」

　水星メリクリウスが空を見上げて言った。その視線をヒロも追う。鏡像国家によって分裂した融合種テインスクヴイルが五体、この船にも接近していた。他ほかの船のように退去せずその場に留とどまっているので、牽けん制せいしに来たのだろう。だが。

「問題ありません。追い払ってみます」

　そう答えるとすぐ、ヒロはその場を飛び立った。そのあまりの速度に、ヒロの着るマント――戦術装束メイルド・フイスト『ラタトスク』がギシギシとしなる。融合種テインスクヴイルはヒロに反応して魔法を撃とうと身構える。だがその隙すきすら、敵には与えなかった。空中を滑るように移動してヒロは、複製された融合種テインスクヴイル五体を一掃する。

「何という力……」

　そのフヴェルゲルミルの呟つぶやきには、恐れもあった。これならば確かに木星ユピテル――『最も古き竜』すら倒せるのかもしれない。

　だがそう思う彼らの目の前で、戻ってきて空中にいるヒロの様子は何かおかしかった。その場で静止し続けることができず、クルクルと前転を繰り返しているのだ。

「遊んでいるんですか!?」

　高く鋭い麻あさ奈なの声が響く。だがヒロの方は「違うって……！」と苦し紛れに一言だけである。まともに答える余裕すらない。その狼ろう狽ばいした口ぶりから、どういうことなのか周囲もようやく理解する。

　確かにフルセットが揃そろったカドゥケウス伝令使の杖は強力なのである。だが強力すぎて、これまでのように制御ができていない。

　例えて言うなら、目盛りが百分の一になったスピーカーのツマミのようなものだ。最大で百倍の音が出る代わりに、目的の音量に合わせることが極端に困難なのだ。

　ヒロは空中で姿勢を安定するための出力を、四片のカドゥケウス伝令使の杖で同時に合わせることができないらしい。ひたすらにエーテル推進器としてのカドゥケウス伝令使の杖は唸うなり、ヒロの身体からだを空中でひっくり返す。

　一方でヒロが空中で回転するたび、それに風でブレーキをかけるごとく戦術装束メイルド・フイストのラタトスクが動く。本体から伸びたいくつかの板が、あがくようにバタンバタンと開閉を繰り返す。これまではヒロの飛行に安定を与えていた小翼が、大きな負荷に晒さらされているのが見て取れた。

　術式艦インディペンデンスのとなりを徐々に流されていくヒロ。それを『飯いい綱づな』で増強された脚力で追いかけながら、麻奈が大声で言った。

「まずは止まって下さい、立たつ木き君。とにかく安定翼になるものを、増やすしかない。あなたの着ているラタトスクが、荷が重すぎて壊れてしまう」

「……ああ、その手があるな。いや最初からミーミルの意図は、そういうことか」

　そう唐突に、フヴェルゲルミルが言うと、低速で飛び立つ。麻奈は振り仰あおいで訊たずねた。

「何か方法があるんですか？」

「方法というより、最初からラタトスクという戦術装束メイルド・フイストは、対処法込みで設計されているということだ。作成した天てん龍りゆうミーミルは、最初からこの事態を予測していたのだろう。ならば実行してみた方が早い。二人とも戦術装束メイルド・フイストを使わせてもらうぞ」

　その二人とは麻あさ奈なと律りつのことだ。そして相手からの返事さえ待たず、フヴェルゲルミルはヒロの周りを低空旋回しながら古エッダの詠唱を始めた。二十六編からなる『鴉神の歌』。

　――白き鷹フレスヴェルグは梢の頂から見下ろし知る。

　――黒き蛇ニーズヘグは水みな面もから見上げて知る。

　――伝え知らせしは上へ行くもの下へ行くもの、伝令使ラタトスク。

　竜ドラゴンの歌声とともに、律の『千ち早はや城じよう』と麻奈の『飯いい綱づな』、二人の戦術装束メイルド・フイストは勝手に動き出し、その身から外れる。

「これってどういう――！」

　足回りから『飯綱』が外れて転びそうになった麻奈は、焦った声で言う。一方、インディペンデンスの甲板に立つ律も、神剣アレイオンを放ほうり出して動き出す千早城に驚く。

　一方でその様子を空中から見るヒロには、何が起きているのかだけは分かっていた。天龍ミーミルの造った戦術装束メイルド・フイスト『ラタトスク』が、フヴェルゲルミルの詠唱を受けている。そしてこれがカドゥケウス伝令使の杖と情報的にリンクして助けを得ながら、律の千早城や麻奈の飯綱を制御下に置き、勝手にコントロールを始めたのだ。いまヒロが着る『ラタトスク』には、最初からそういう機能が備わっていた。

　竜ドラゴンの詠唱の声は、ひときわ高まる。

　――やがて現れ出でる、天空を縦横に雷切る影。

　――空覆う巨大なる翼、フラフナグド。

　翼のある千早城は歩行型の飯綱を掴つかんで、そのままヒロたちの方へと飛んできた。そしてついに、飛んできた戦術装束メイルド・フイスト同士は合わさり始めた。

　まずは千早城が縦に長くラタトスクに覆い被かぶさり、補助翼を展開する。遅れて浮き上がってきた飯綱の方は、後方に大きなノズルを作った。この開閉でカドゥケウス伝令使の杖の出力を、細かく制御しようということらしい。

　まるで申し合わせたかのように、三体の戦術装束メイルド・フイストは合体してしまった。もちろんこれはヒロに関する情報を得た天龍ミーミルが、そのようにラタトスクを作っていたということである。その外観はすでに、出力過多なカドゥケウス伝令使の杖をサポートする飛行機のような状態になってしまっている。

「新たな姿の名は『フラフナグド鴉神』」

　詠唱を終えた竜ドラゴンのフヴェルゲルミルは、厳かに言った。

「今やお前は人であって人ではなくなった。翼と武器は手足となり、お前が望めば自由に姿を変え、強力になる」

　それはヒロにとっては、願ってもいない機能である。

　――動きも確かに安定してる。

　一通り動かしてみて、ヒロはそのことを確認した。

「よし。これより一気に、木星ユピテルのいる棺車カタフアルク・Ⅰ号船プライマスを陥おとす！」

　どうやら気力も戻ったらしいフヴェルゲルミルは、全面対決の宣言を行う。その呼びかけは広く周囲の空気を震わし、戦いの舞台となる海の全体に響き渡った。すぐさま空から道場街出身の竜ドラゴンたち――フヴェルゲルミル直属の部下たちが集まってくる。

　だが勝手に全面交戦を始めようとするフヴェゲルミルに、周囲の竜ドラゴンたちからは反発の声も上がる。

『独断だぞ、フヴェルゲルミル！』

　その声は反響のように、空に輪となって広がり始めた。

『準備の整わぬ危険な押し込みだ。我らは一度、敗れたのだ』

「負けたままのつもりならば、それで結構!!」

　突き放はなすようにフヴェルゲルミルは全すべての竜ドラゴンに答えた。

「だが我々は十二年をすでに待った。そして次の戦いが今よりも好条件で、被害の少ない戦いだ、などとは思わぬことです。私には思えない」

　説得などというまどろっこしいことは、もはやこの場ですることではなかった。やるべきか、やめるか。それだけだとフヴェルゲルミルは確信しているかのようだった。そしてヒロと自分の仲間たちに言う。



    

  
    
      



    

  
    
      「出発しよう。何も決まっていないが、流れには乗れる。彼らが状況に従って動けば、我我の望むようになる」

　ヒロはすぐ頷うなずいた。フヴェルゲルミルのやり方は乱暴だが、さっさと行動で示した方が主導権を握れるだろう。

　竜ドラゴンと怪物が乱舞する空を、ヒロたちは一群となって出発した。



　ヒロは竜ドラゴンたちと突き進む。目標はただ一点、棺車カタフアルク・Ⅰ号船プライマス。

　一点突破を図ると当然、大量の融合種テインスクヴイルたちも攻撃を仕掛け、そこへ竜ドラゴンも集まる。もはやそれは編隊とは言いがたい高密度で、双方ともまるっきり数のぶつけ合いだった。

　ただ互いに火炎や魔法の攻撃、距離を取っての撃ちあいは功を奏さない。これは守る側にとっては、非常に不利な条件だった。隊列を乱さず正確な陣形で飛ぶ竜ドラゴンたちに、何とか鏡の融合種テインスクヴイルたちが追いすがろうとする。

「だができるかな――！」

　ギラギラした目でフヴェルゲルミルが言って、全員が高速機動に入る。竜ドラゴンの編隊はほとんどしなる矢のようになって、雲海の中を飛び回った。そのさまは風にひらめく花びらのように、優雅でそして予測不能な動きだ。

　追いかけているはずの異キ形マ生イ物ラや融合種テインスクヴイルの集団に突撃を繰り出し、分断する。新たな力を手に入れたヒロにしても、ついていくのがやっとという有様だった。だがしばらくしてヒロは、竜ドラゴンたちが飛び方というものを教えてくれているのだと気がついた。

　ヒロには飛ぶことのイメージが足りない。しかしそれを直じかに目で見れば、可能性の範囲を理解する。分かってしまえばあとはカドゥケウス伝令使の杖が、飛行の実現を強力にサポートした。そうしてヒロはいつの間にか、竜ドラゴンたちの動きに全く同期して、夏の雲の巨大な谷間を、雲の表面スレスレで飛び抜けようとしていた。その雲も、ものすごい勢いで後ろに流れていく。

「見えた！」

　雲の谷間の向こうに、目標――棺車カタフアルクが見えた。まだ氷界クリユスタロスのあった位置に射止められたままである。

『鉄串オボロス』により再封印された氷界クリユスタロスは完全には安定せず、空中で大きくなったり小さくなったりと、一定間隔で振動を繰り返していた。それにくっついた棺車カタフアルクの方は、安定して空中にあった。目標である長おさ・木星ユピテルのいる場所――Ⅰ号船プライマスもそこにある。だがそこを抜かれてなるものかと、真っ黒な雲のように大量の異キ形マ生イ物ラが回り込み、押し寄せてくる。

「敵がまた来るぞ！　チームＥ!!」

　号令とともに、円えん錐すい陣形で飛んでいた竜ドラゴンの、一番外側の六匹が分離した。まるでちぎれ飛んだ花びらのように散った竜ドラゴンは、あっという間に小集団を再編。近づく敵集団の一つに弾丸のように突撃していった。

「次、チームＤ！」

　同じくフヴェルゲルミルの号令で、新たな六匹が離れる。今度は、棺車カタフアルクを守るように周回して飛んでいる敵集団に飛んで、それを突撃の勢いのまま蹴け散ちらした。

　その後もチームＣ、チームＢと同じことが続く。外側から敵の戦力に当てていき、中心にいるヒロを目的の場所に通そうということらしい。

　そしてラスト。

　棺車カタフアルクの前に展開する最後の敵集団が見える。これに対してヒロに併走して飛ぶのも、すでに最後のフヴェルゲルミルと五匹のみである。最後のチームＡだ。

　フヴェルゲルミルはヒロに言った。

「二つ確認する。お前は『最も古き竜』を見極めに行く。それだけの力を現時点で持っている。だからまず行ってその目で確かめ、納得してこい」

「分かりました」

「ただし危機を感じたら、素直に引き返せ。もう一度言うが、もしも木星ユピテルが『最も古き竜』ならばお前に――いや誰だれにも倒すことはできない。倒すという発想自体が成立しない」

「それは分かっているつもりです」

「ならもう言うことはない。健闘を祈る――！」

　張りのある激励の声とともに、フヴェルゲルミルはひと羽ばたきする。ヒロの進む進路と大きく方向を変えると、最後の敵襲団に突っ込んでいく。

　そしてヒロの目の前にはすでに、敵の姿はない。あとは目前のⅠ号船プライマスに、一刻でも早く到着するだけだった。

　――速く、速く。

　そう心で祈るたびに、四つ揃そろったカドゥケウス伝令使の杖は全力で応こたえる。あっという間に巨大な宙に浮かぶ建造物の外壁が、目前に迫った。

「そのまま行く！」

　ヒロは最大速度で減速せずに飛んだまま、推進力であるカドゥケウス伝令使の杖を一いつ旦たん止めた。その螺ら旋せん柱ちゆうを四本とも連結すると、最大の長さで前方へと構える。棺車カタフアルクの外壁を、カドゥケウス伝令使の杖の切っ先が貫いた。

　周囲に破壊の大音が響く。しかし衝撃と言うほどの手て応ごたえもなかった。ヒロはそのまま一気に棺車カタフアルクの外壁を完全に破壊すると、内部へ単機突入する。

　人工的な構造物の中身――意外と間取りには余裕がある。

「どこだ――」

　ヒロは周囲を見る。複雑に入り組んだ棺車カタフアルクの内部は、もはやちょっとした町のようだった。古風な木張りの床が続く大通りがあり、その両りよう脇わきには三階ほどの建物がいくつもあってすぐに天井となっている。いや正確には三層のフロアがあり、通りの部分だけ吹き抜けになっているという方が正しいのかもしれない。

　これが見えたのは一瞬だったが、奇妙なのは人の気配が全くないことだった。

　そのまま直進したヒロは、カドゥケウス伝令使の杖の破壊するままに棺車カタフアルクの中心部――体積の大部分を占める棺室に飛び込んだ。そこに何か大きな気配があることを、カドゥケウス伝令使の杖が教えてくれた。

　巨大な、全くの空洞の部屋である。

　内部には闇やみが溜たまっているかのようだった。

　完全な空洞ではなく、所々にものすごく長い柱や構造材、また人間一人の幅で空中に突き出す足場がある。

　ここがかつては、棺車カタフアルク六隻の浮遊動力源、輪切りの『さまよえるオランダ船フライング・ダツチマン』を封印していた場所だった。今は静寂と闇が支配する、巨大な虚無の空間である。

　そしてそこに自ら発光する光と、それを遮さえぎる真っ黒な影をヒロは見つけた。

　多量に輝く虹にじ色いろの石の山――そしてそこにうずくまって蠢うごめいている人の影が、一つだけあるのだ。

　――間違いない木星ユピテルだと、ヒロは一瞬で理解した。

　いや決めつけただけであるが、それは正しかった。ただとにかく、そこにいた『女』の異様な行動と雰囲気、光景に、意識を奪われてしまった。女性は両手に目の前に積み上げた虹色の石を持ち、それをガリガリと音を立てながら食べていたのだ。

　石は生存物質エレメントである。だがこれは食べられるものではないし、噛かみ砕ける硬さではない。それを美しい女性――天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテルが両手いっぱいに持って、頬ほお張ばり食べているのだ。

「何をしている!?」

　ヒロの問いに、木星ユピテルは顔を上げて空中のヒロの方を振り向き答えた。

「あなたを待っていました。歓迎します、歓迎します、歓迎します……」

　壊れた人形のように連呼しながら、その首がまるで骨まで外れたように落ちる。よく見ると彼女の目は焦点を結んでいない。そして姿は若い女のまま、木星ユピテルの声はしわがれた老婆のものになっていく。

　――いや、竜ドラゴンの割れるような声なのか。

　ヒロが黙っていると木星ユピテルは頭を落としたまま、また虹色の石をガリガリと食べ始めた。

　その様子に、ヒロは冷や汗を浮かべる。

　恐ろしい――気持ちが悪かった。それは目の前で起きていることだけから来る感情ではない。この空間の空気、音、匂におい。何もかもがヒロにとっては、不安と不快に満ちたものだった。だがとにかく、落ち着くよう自分に言い聞かせながらヒロは言った。

「俺おれは、人を害する『最も古き竜』を倒しに来た。『竜を殺すもの』だ。お前も正体を現せ！」

　そうありったけの声を上げる。

　声が空洞の闇やみに反響する。そしてその反響が、きれいに消え去った。木星ユピテルは何も言わず、やがて小さく笑い出した。いや彼女の『影』が、笑い出す。

『……私が最も古き竜――マグナ・マーテル・テオールム・イデアであると知って、それでなお倒しに来たという。無理のある話だ』

「説得が通じないから倒す」

『勝てないと知っているくせに、どうやって？』

　答えるのは、もはや女の方ではない。完全にその下にある大きな頭の影の方である。そして長おさ・木星ユピテルの立つ足下の床が割れた。口からまず噴火口のように出てきたそれは、床の中から這はいだしてくる。

　最も古き竜という怪物。

　大きな顎あごが幾本もの牙きばをガチガチ鳴らしながらますます笑う。

　ほとんど上下を入れ替えながら、その巨体が全貌を現した。口の周りに生えているのは、爪つめが生えた何本もの脚あしである。これを周囲に張り巡らし、目や身体からだはその奥にある。竜ドラゴンというより海に住む頭足類、鮹オクトパスのようだった。頭の先――いや胴体部分はまだ割れた床の下にあって、完全に露出していない。まるで植物の根のように、さらにどこかへと繋つながっている。

　――これが『最も古き竜マグナ・マーテル』。

　空中にあって顔をしかめるヒロの前で、怪物は長く長く――低い声で吼ほえた。



    

  
    
      
第五章





　その巨大な小山のような姿の生物に、ヒロは最初身震いし、次いですぐさま臨戦態勢を取った。恐れている場合ではない。この怪物はヒロを、簡単には逃がしたりしない。どちらにせよ戦うしかないのだ。

　この間にも怪物の多量の脚あしはザワザワと風に吹かれる木こ立だちのような音を立てる。それはまるでそのまま怪物の身体からだを中心に据えた森のようだった。

　そして一方的に戦いの火ひ蓋ぶたを切るように、空気が鳴る。巨体の怪物、マグナ・マーテルから、山なりに脚の一本が飛んできた。続いて五本ほどが続けざまに伸びる。その軌道は山なりで、まるで一連なりになった矢が落ちてくるようだった。そのまま地面に次々と突き刺さる。

　しなやかに見えたのは完全に目の錯覚で、石のように硬く重い。

　ヒロ自身は低空を飛んで回避したが、その場の床は爆発でもしたかのようにめくれ上がる。重たい石柱のような脚が振り回され、それがさらに二本三本と次々増えていきながら空中のヒロを追いかけ始めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「これぐらいッ！」

　すぐさまヒロは相手の攻撃にカドゥケウス伝令使の杖を叩たたき込み、反撃へと出る。しかしカドゥケウス伝令使の杖による幽体化攻撃は、マグナ・マーテルには効かなかった。向こうには対抗する実体化能力がある。幽体として消しても、すぐにまた現れるのだ。幽体化はマグナ・マーテルの場合、攻撃として全く役に立っていない。

「だったらここは――！」

　ヒロはカドゥケウス伝令使の杖を物理破壊のモードにセットする。敵を幽体に変えるのではなく、直接その身に破壊のダメージを叩き込むのだ。

　――これで行けるはず。

　ヒロはマグナ・マーテルからの攻撃をかいくぐり、その脚あしの一本にカドゥケウス伝令使の杖の一撃を叩き込んだ。螺ら旋せん柱ちゆうが当たると、内部まで完全に石のように硬かった脚の表面が、半分ほどまでえぐれる。どうにか当てたかすり傷程度の傷だ。しかしその場所からは、血がにじみ出していた。竜ドラゴンが流す虹にじ色いろの血だ。

『――当たったぞ』

　巨大なマグナ・マーテルの、とても静かな声だったはずである。

　しかしその声はヒロの頭に鈍器で殴りつけるような、とてつもない衝撃を与えた。ただ声を聞かされただけで、ヒロの目の前の光景は目め眩まいのように唐突に消えた。

　――どこだ、ここ。

　肩で息をするヒロは、今までいた暗い広大な空間から、どこか見知らぬ場所に飛ばされていた。

「何だ一体……」

　慌あわてて周囲を確認しようとするが、思うように身体からだが動かない。何か痛恨の出来事に胸元を万まん力りきで締めつけられるような心ここ地ちがする。

　そう。ヒロはいつの間にか、夕日の差し込む民家の一室にいた。いや、民家という言い方はない。自宅である。知らない間取りなのに、見慣れた光景だった。そこに呆ぼう然ぜんと一人、ヒロは立っていた。

　手には何かを握っている。それが一体何なのか、見て判別するのにしばらく時間がかかった。何しろその握ったものから手元までが飛び散った赤の一色で、形しか分からないのだ。ヒロが握っているのは包丁である。キッチンに備えつけの一本で、よく見慣れたものだった。

　そして見下ろした包丁の向こうには、血だまりの中に倒れた人の姿がある。

　衣服の背中にまで貫通した傷口からは、手にした凶器と同じ色の血がしみ出している。そして身体の下側からは留とどまることのない血のあと。

「だれ……」

　中年の女性である。そして知らないわけがない。ヒロの実の母親だった。その血の海に沈んだ身体からだは、全く動かない。

「あぁー」

　ヒロの口から息が漏れる。それに反応したかのように、死体が突然、最後の痙けい攣れんのようにピクリと動いた。振り回された腕がキッチンの椅い子すの脚あしを叩たたき、大きな音を立てる。その音に、ヒロの肺の底からの絶叫が重なった。

　血走っているだろう目を左右に走らせる。この現実を説明するものは何もない。今まで見てきたものは白昼夢のようだった。王国の存在も竜ドラゴンとの戦いも現実味を失い、波のように急速に退ひいていく。そしてヒロをとんでもない取り返しのつかない現実へと叩き込んだ。認めるべき現実が、目の前にある。

「――違う、これは何かおかしい」

　ヒロ自身のささやきのような声が、キッチンの中でくぐもってこだました。

　しかしそう口で言ってみれば、目の前の現実が消えるわけではない。自分に都合のいい夢想的な空想は二度と、ヒロを迎えにはやってこなかった。ただ手元から落ちる緩慢な血の雫しずくの立てる音だけが、のしかかるようにその場へと響くばかりである。

　これから、どうすれば。

　そこまで考えたところで、ハッと気づいたようにヒロの思考は逆回転を始めた。こういう状況この感覚を、ヒロは知っている。どこかで無理矢理浴びせられたことがあるのだ。

　空から降ってくる怪物――いや純白の竜ドラゴン・ミーミル。

「しまった!!」

　そう気づいた時にはもう遅かった。まだ何も知覚できない混濁した感覚の世界に放ほうり込まれたまま、左右の脚に激痛が走る。そしてやっと、ヒロは正確な状況を把握した。両りよう脚あしをマグナ・マーテルの爪つめが貫いている。

　ヒロはマグナ・マーテルという竜ドラゴンが放はなった『魅了キヤプテイブ・ブラスト』に捕まったのだ。全く身動き出来ないでいるうちに、攻撃を受けた。

　それどころか続けざまの追撃が来ている。

　ヒロは急いで回避の指示をカドゥケウス伝令使の杖に出した。ヒロが認識をやめてしまえば、この杖つえは何もできない。起きていることの認識だけは、閉じてしまうわけにはいかなかった。

　床近くから巨大な棺室の天井へ向けて、一気に上昇。旋回してマグナ・マーテルの長い脚を避よける。

　だがヒロはそれ以上戦うことが、相手を攻撃することができない。それは本能的に恐怖を感じる。

　――そもそも何で、ただの魅了キヤプテイブ・ブラストがこんな強力なんだ。

　ヒロの方は魔術的に防御されている。それでいて、あれほどの効果だ。大体あのイメージは何なのかと思う。漠然とした精神攻撃ではなくヒロは一瞬とはいえ完全に、もう一つの現実に取り込まれていた。何な故ぜ。

　――いま敵対するこの巨大な怪物は一体、何者なのか。

　だが十二年前、ヒロが一時的に入った鏡像国家ミシュコアトル。その中には長おさ・木星ユピテル――いやマグナ・マーテルに関する一つの予想情報があった。

『そう。結局その通りなのだよ、立たつ木きヒロ』

　あざ笑うように、巨大な怪物は言った。

『最初からもう一度、考え直してみるがいい。まず生存物質エレメントは、地中で粉々に分かれ、あるいは海中に溶けて、相互ネットワークにより思考する物質神――島神・秋あき津ず洲しまや海神わたつみとなる。しかしこれは私が、陸と海を今の形にしたかったので、自らの身体からだを割った結果なのだ』

　巨大な竜ドラゴンはまるで創造主であるかのように、自らを語る。

『たった一つだった大きな陸を、最も効率化される大陸配置に並べ替えるためだ。だから用が済めば自由にやらせている。そしてそのうちにさらなる例外も現れた』

「例外？」

『竜ドラゴンたちだよ』

　ヒロが息を呑のむ中、怪物は喋しやべり続けている。

『我が身である生存物質エレメントの一部は、悠久の時間とともに過剰な自意識を持つに至った。これが一塊に集まって活動体となり、移動能力さえ得て地中から出た姿が竜ドラゴンと呼ばれるものだ。ゆえに生存物質エレメントを介する魔法というのは、竜ドラゴンの力だ。それを部分的に得ることができる技術だ。そして私はそれら竜ドラゴンの生みの親、『最も古き竜』であるという……。これはどういう意味になる、人間？』

　滔とう々とうとそう万物の創造主であり全生命の母である存在は訊きいた。

『お前は一体、何と戦っているつもりだ？』

　ヒロはまだ脂汗をかいたまま、顔をしかめる。

　――やはり、そういうことなのか？

　水星メリクリウスの予想していた通りのことを、この竜ドラゴンは言おうとしている。そして言った。

『そういうことなのだよ。私は、分割された生存物質エレメントの大本。全すべての生存物質エレメントが分割される前の、最大の塊。つまりはこの地球という星そのものなのだ。地球上の生存物質エレメントを介さない全生物もまた、私の手足として作られた。私はお前のもっとも遠い、もっとも偉大な母にあたる存在。それを、傷つけようというのか？　できるわけがないだろう』

　――そう。

　ヒロが天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒すということは、その長おさを倒すということだ。しかしその長おさとは『全すべての母』であり、これを傷つけるという最大のタブーを、ヒロは犯している。ゆえにどうしようもなく、その行動には禁忌の感情が押しつけられる。そういう風に、最初から全生命が作られているのだ。

　だったらこの戦いは無駄だった。最初からヒロには勝てないようにセットされている。おまけに目の前の怪物は、マグナ・マーテルの露出した一部に過ぎないのだ。最初から倒せるサイズではない。――そうなのではないかということを、ヒロは恐れてはいたのだ。

　しかしどのみちもう、ヒロには逃げ場もない。

　その考えを肯定するように、怪物は言った。

『確かに我々は不自由な存在だ。ただの思考体であり、直接の手足があるわけではない。この竜ドラゴンの身体からだですら、非常に間接的な仮かり初そめのものなのだ。だが私の身の上で起きていることで、私の知らないことはない。時間はかかるが、やりようはいくらでもある』

　そう。ヒロも、そして麻あさ奈なも、その存在を知覚されていた。実際にこの十二年間、ずっと監視されていたのだ。結局敵は、そういう力を持っていたことになる。だから天球儀会ソシエタス・スフアエラは、最初からヒロの企たくらみの全てを知っていた。要するにありとあらゆる存在、何もかもが泳がされているのだ。

　だからここで背を向ければ、また泳がされ続ける囚人の日々が続く。いやもうこの残酷な存在はヒロや麻奈に飽きたかもしれない。だったら誰だれかに命じてどこまでも追いつめ、殺させればいい。新につ田たの一族を町ごと消し去ったように。

　そうはさせないために、ヒロは戦わなければならなかった。

「あなたが何者であれ、俺おれは決着をつけるしかない」

　勇気を振り絞り、そう答える。反撃するのだ。マグナ・マーテルが攻撃のために伸ばした脚あしを、ヒロは反転して叩たたき折った。

　硬く長い脚が一本、ゆっくりと床に落ちる。

　ヒロは再度の攻撃をマグナ・マーテルに当てたのだ。

　――来る。

　そう思った時にはもうすでに来ていた。マグナ・マーテルは高い鳴き声を上げ、より強力な魅了キヤプテイブ・ブラストを発動する。

　そしてヒロの目の前の視界――現実が、まるで薄い皿のように割れた。



　強力な幻影だったのだろう。

　だが最初、ヒロはそれがあまりにも強烈すぎて、何が何やら全く理解することができなかった。五感の常識的に使う範囲が、全て同時に埋まってしまった。

　目は赤と青と緑、白と黒を同時に全ての方向に感じていた。口の中はからなのに、舌だけ甘くてしょっぱくて酸っぱくて、その他ほかいろいろな味を感じている。耳は低音振動から高周波まで、全波長の音波を同時に聞いている。

　だがやがてそれがチューニングされるように、徐々に最適なものへと調整されていく。その先にぼんやりと見えてきたのは、ヒロの生体感覚が望む桃源郷世界だった。

　暖色系の色が見えていい匂においや心ここ地ちよい音が響いている。音は声であり歌だった。音楽になっていく。そして全すべてがバランスを取り、徐々にはっきりとした風景としてなり始め、そうすると今度は、また溶けていく。全てはあやふやなまま、変化が一定化して止まった。

　そのまま今度は深い水――いや温かな液体の中に、ヒロの全てが沈み込んでいく。

　何もかもが繋つながれ、がんじがらめにされていくような感覚がある。それは気持ち悪さでもあった。自由を失っていく。自分という存在を、浸食されていく。だがそのことがヒロの中で全く反転するとともに、なぜか伸びやかな心地よさに変わっていく。まるで穏やかな午後の眠りの中に、ヒロはあった。

「――――ヒロさん」

　そう呼びかけられたヒロは、もうすでに何度も呼びかけられていたことに気がついた。だが声を振りかえることができない。首さえ動かない。

「聞こえますか、ヒロさん」

　もう一度はっきりと呼ばれる。声の主ぬしは聞き間違えようもない。姉としてヒロを育てた、霜そう夜やのものだった。

　いやそこまではっきりと、ヒロは知覚できたわけでもない。自分を育てた母と同じ存在。そう薄ぼんやりと感じて最初に引き出された記憶――単語だっただけだ。だが次の瞬間、もうその声は霜夜と決定された。他ほかに関連づけられる記憶がない。

　周囲は水の流れる音が聞こえる――。身を清める禊みそぎの場所。

　いつまで経たっても、はっきりとした形を取らない。

　それはヒロの記憶が十分な蓄えを持たないからかもしれない。しかし実際にヒロの内部で起きている変化は、凄すさまじいものだった。

　まるで巨大な滝のように基盤となるイメージが崩れ、そのまま水に洗い流されていくかのようなのだ。轟ごう々ごうと、身体からだの周りで音が鳴る。そこでヒロはほとんど生まれて初めての濃厚さで、『血のつながり』というものを感じさせられていた。母というものから自分を隔絶して生きてきたヒロにとっては、得たことのない感情だった。

　そう思った途端、何かが弾はじけた。そこからヒロの現実認識が滑るように広がって、世界を決まった形で知覚する。固まったのだ。

　固まって知覚した――と思った次の瞬間、気がつくとヒロはなぜか風ふ呂ろにいた。温かく清潔で、なのに視界は湯気でおぼろで、ソープとリンスの香水の匂いが満ちている。そして湯船に浸つかったヒロの背後に、霜夜の身体があった。

「って何か、なに――？」

　わけの分からない間抜けなことをヒロは口走り、身体からだは逃げだそうとしていた。慌あわてて湯船から出ようとして、それを後ろからの手が邪魔した。絡みついて、身動きが取れなくされ、湯船にもう一度肩まで引きずり込まれる。背中にいろいろ当たっている。

「うあ……」

　もはやヒロは何と言っていいか分からず、風ふ呂ろの中で顔色を赤くする。

　しかし同時にどうしようもなく、グダグダに流されかけている。そういう自分をヒロは感じていた。どこにも取っかかりがない。どこにも基準がない。ただ感情と判断だけがある世界に、巨大な恐れだけがある。

「――怖がらなくて、大丈夫」

　そう背後の――耳のすぐ後ろの霜そう夜やの声が言った。

「誰だれもあなたのことを、試したりはしない――」

　彼女の言うことは真実に聞こえ、ヒロは安心してしまう。安心してしまおうとした。

　途端にズン！　と何かが来る。しまった、と思ったが遅かった。ヒロは自分が『落ちてはならないところ』に落ちてしまったことを自覚した。

「いいえ、それは違うわ」

　背後からの声は口にしてもいないこと――ヒロの頑かたくなさをとんでもない誤解というように、優しく言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「あなたは元々、ここに連なる者」

　ああそうだったと、ヒロはすぐさま納得した。ここはヒロの血統に連なる場所。ここに宿る意志はヒロの家族であるし、ここはヒロの家である。

　屋根があるから家なのではない。ここはヒロが『連なる者』であることを確かに認める場であるから、家なのだ。

「あなたが特別なのではなく、全すべての生命がここには連なっている。この場にいる限り全ての命があなたにとって血族であるし、あなたもまた血族として応じなければならない」

「でもなぜここでは――ここでだけそれが許されるの……？」

「全ての生命を生み出した私が、母としてここにいるから。だからあなたは私を母として、全てを兄弟とする」

「それは、いいよね。――みんな家族なんだ」

　そうであればどんなにいいだろうと、ヒロ自身も思う。

「だからあなたが、全ての生命を作り出した母？」

「そう。私が私の上にいる全ての生物を、きれいに正しく設計したの」

「……それは、遺伝子を？」

「全部、よ。生きるものは、ただ楽しいことをやればいい。楽しくないことをやめればいい。ただそうして、思うように過ごしていけば、自然とあらゆるものは『もっとも正しい答え』に到達するようになっていた。これはとても幸福なこと。幸福の体現者として、私は生物界の頂点――万物の霊長たる人類を作り出した」

「万物の霊長……」

「そう生物たちの王となる生き物」

「でも世界は……人間は、そんな風にはなっていないよ」

　まるでまどろみに捉とらえられてしまった声で、ヒロは背後の『彼女』に向けて言った。

「そう。私の正しい幸福な世界は、たとえ人間を作り出しても……いや作り出したことで、いつも必ずある一点から破は綻たんしてしまう――」

　答える声は、どこか遠い。

　少しも怒っているように聞こえないのに、怒りを含んでいた。

「必ず不思議なことが起きるの」

「不思議なこと……？」

「人は、ある種の生き物は必ず、禁断の実を囓かじるようになる」

「禁断の実？」

　ヒロの問いに背後の存在は頷うなずいた。――それはどれほどの罪深いことだろうと、ヒロは想像する。憎しみあい、殺し合い、戦争。手痛い反動の可能性を無視したまま、あえて行われるエネルギーの開発。採掘と荒廃。

　しかし答えは、そのどれとも違った。

「その堕罪は食べ物を分かったこと。人は『糧かての交換』という禁忌に、いつか必ず気づいてしまう」

「それが、禁忌……？　その程度のことが？」

　肩すかしのような気分で、ヒロは呟つぶやいた。だが背後の声は硬い。

「いいえ。『糧の交換』こそが禁忌。ここから全すべての死、全ての悪が誕生することになる。人は血の導きを無視するようになる。糧は交換できるのだと気がついてしまった時から、人間は己の守るべき血を糧のために偽り、混ぜ合わせ始めた。やがて人々は、心穏やかな楽園を失った。糧のために世界で最初の嘘うそをつき、争い殺し合う存在となった。愛と憎しか知らなかった人間は、善と悪、そして嘘を知った。やがてその結果、『己への疑い』という死病に冒されるようになった」

　彼女の真剣な声に、初めて明確な怒りがこもる。正しく美しいものが汚される。そんな風な怒りである。

「私は人同士で殺し合うことを禁じる命令を、確かに血の中に組みこんだ。だから人同士の殺し合いは苦しい。しかしこの禁は破られ続けた。人が人を憎む理由はなかった。その感情の元は、彼らが世界と時間の中を歩んでいく、そのための心意気として設定したものだった。なのに憎しみはどうしようもない悲しみの染みとなって広がり、世界は収拾のつかない無秩序へと変わってしまう」

　心底からの無念をこめ、女性は霜そう夜やの声で言う。

　ヒロは、何だかいたたまれない気持ちになって、訊きいてしまう。

「あなたは、人間をどうしたいの？」

「万物の霊長の中から、良き者の血――『継承する者』を選抜する。継承者の中の継承者を生みだし、最も力のある王――あらゆる生物を統すべる王の中の王、『万ばん生せいの王』を生み出すことが、私の願い」

「万生の王――」

　それがどういったものか、ヒロにも何となくは分かる。全ての生命の統治者にして支配者である。彼女は言う。

「今こそ全生命は血に従って生き、一つの家族フアミリアとして団結しなければならない。そのことのすばらしさは、あなたも分かっているはず」

「でもそれは、無理だよ……」

　ヒロの言葉に、彼女の声もまた不機嫌に硬くなった。

「そう。人間は、誰だれもがそう結論する。だから『万生の王』は、人類の中には現れない。全てを統べる王を得ないまま、人類は黄昏たそがれの時代を迎える。それが天球儀会ソシエタス・スフアエラの算出した未来の姿」

「だからそれで……人類を見捨ててＡエＳイＡサを作ったの？」

　ヒロは呻うめくように言う。この知識が誰だれのものだったか、どこでいつ流れ込んできたものなのか、だんだん分からなくなってきている。そして背後の霜そう夜やは頷うなずいた。

「そう。だからＡエＳイＡサを作った。そしてあなたも現れた。人間の中には現れるはずのない、『万ばん生せいの王』の候補者。だから私はあなたも、逃げ出したＡエＳイＡサも泳がせた……。私はあなたの存在に気づいた時から、あなたを私の元へ呼びたい、来てほしいと考えていたの」

「俺おれ、を？」

「そう。でも結局そう仕組んだのさえも、実はあなた自身だった。『万生の王』を思わせるただの演技。全すべてはそれを望む私を牽けん制せいし、逃げ出したＡエＳイＡサにも手が伸びるのを防ぐための狡ずるい演技。全て、木星ユピテルと呼ばれる存在がマグナ・マーテルであった場合の保険」

「だってあなたが真ま名な辺べさんを、殺すと言うから……。そもそも全生命を統治するあなたが、なぜ真名辺さんだけは殺されなければならないの？」

　ヒロの問いに『彼女』は真剣に考えこむように言葉を切り、そしてやがてぽつりぽつりとまた喋しやべりはじめた。

「あれは危険な出で来き損そこないだから。ＡエＳイＡサの卓越した力で、『黄金の鎖カテナ＝アウレア』を行使するもの。彼女は『血と家族』に疑いを挟む者。父を疑い、母を疑い、悪夢の停滞に力を貸し、やがて家族たちに等しい破滅をもたらす者」

「そんなことは分からないよ。大体ＡエＳイＡサとかいうのだって、どう人間を超越しているのか分からない。あれはただの人間だよ。酷ひどいし、怠け者だし、ズルが好きで……」

　しかしヒロの背後で彼女は首を横に振った。

「あなたはそう思いたい。でも彼女は結局、この世界の人間とは交われぬもの。どこへ行っても浮いている」

「そのことに傷ついているんだ！　俺はあなたの世界像が許せない。それは生まれた時に、全ての可能性が決められている世界だ。その最たるものが、『万生の王』のという発想で――。そんなもののためにあらゆる犠牲を生み出して平気なのは、結局あなただけだ。……真名辺さんよりあなたの方がおかしい。あなたには俺たちに見えないものが見えているのかもしれない。でもそれでも、このやり方は違う！」

「真名辺麻あさ奈なのために、認められない。それだけでしょう？　あなたは思考などしていない。最初から頭から決まっていること。ずっと麻奈、麻奈、麻奈」

　落胆した声で彼女は言った。

「――あの子にはもう用もない。そしてちょうどいい。こちらに向かってきている」

　その声こわ色いろが微妙に変わったことに気づき、ヒロはハッとなった。意識の集中を一段上げる。麻奈を殺す気なのだ、彼女は。

「駄目だ。そんなことはやらせない」

　いよいよヒロの意識ははっきりとする。こんなところでこんな状態で、長々と話に引きずり込まれたのが間違いだった。もとより自分と、自分の後ろにいる『彼女』との間には、共通認識など持ちようがなかったのだ。世の中には受け入れられない人格がある。彼女はその最たる者だ。

　ヒロはこの何もかもがあやふやで溶かし込もうとする空間で、意識を必死に集中した。

　確固とした自分を維持するため、開いた目と口を力一杯閉じる。無理矢理入ってくるものを締めだす。そして意志だけをまとめ上げて、強い声で言うべきことを言う。

「人間の世界はもう繋つながってしまっていて、今さら一つの家族になんか戻っていけるわけがない。そして俺おれは、彼女が捨てられる世界は嫌なんだ」

　そうである――と、ヒロの思考は焦点をきつく結び始める。いま語り合う彼女への拒絶的な気分の源泉。それは本当にここなのだ。

「あなたの作り出す血族世界は悲しい！」

「私の決定には従えないと？　でもそれは、地獄の苦しみ――いえ死にたくなるような空むなしさを意味する。なぜならあなたはあなたのやろうとすることに、生物として幸福を感じる術すべを、持っていないのだから」

「それでも、やるよ。とっくに全部承知して、何とかここまで来たんだ」

　ここから出たい、と。ヒロは一心に念じる。

　いま感じさせられているものを排除するのは、確かに苦しく難しい。だがヒロは苦く悶もんの長い悲鳴を上げながらも、自分の世界へ戻っていく。

「結局私の存在を、あなたは拒絶し抹殺する？　戦いと殺し合いでこの決着をつけるしかないと？」

　質問と確認。そこには嘲ちよう笑しようや甘えの許諾はない。ただ堂々としていた。妙なことだが、相手はヒロに対して、尊敬の念を抱きつつあった。それはこれからの戦いがどれほど無謀なものか、一番よく知るのが彼女だからだろう。

「私はただ単になくしてしまえばいい、という存在ですらないのですよ？」

　その呪じゆ縛ばくのこめられた声に、ヒロは最大限の意志をもって、抵抗する。

「あなたがいるかぎり、俺の望む平穏がやってこない」

「そう。――では殺してみるがいい！」

　彼女もまた悲壮であった。

「殺してやる!!」

　ヒロは応こたえる。彼女はそういう存在なのだと、最後の最後に彼女の態度で悟った。もう納得をしていた。この地球という檻おりの中で相反する意志を通そうとするなら、どちらかが消えるしかないのだ。そういうルールの中に彼女はいて、ヒロにもそれを求めている。

　だったら小手先の技など何もいらない。全すべての力をぶつけるしかなかった。そして負けた方が消されるのだ。

　異存在同士の話し合い――いや一方的な交流は破は綻たんした。ヒロは現実への帰還を果たす。

　そしてすぐさま周囲の状況を把握する。と言っても、幻想に囚とらわれる前の状況と何か変わったわけでもない。

　ヒロとマグナ・マーテルは、先ほどと同じく対たい峙じしている。いや巨大な竜ドラゴン、マグナ・マーテルの目が、新たな決意を固めただけだ。それ以外の変化はない。

　ヒロは敵を睨にらみながら、目標を定めた。確かに、地球そのものであるマグナ・マーテルを倒せるとは思っていない。しかしいま目の前にいる巨大な竜ドラゴン――地上に出た端子だけでも倒して封じる。

　そうして始まったのは、まさにヒロとマグナ・マーテルの血みどろの決戦だった。

　ヒロが攻撃するたび、魅了キヤプテイブ・ブラストは幾度となく発動する。だが先ほどのように受け入れられはしない。すでにマグナ・マーテルを拒絶し、拒絶されているヒロには、地獄しか見えていない。

　ならばもう、ヒロは心を封じるしかなかった。この目の前の怪物は、生物としてのヒロの感情を、支配してしまっているのだ。だったら感情からの情報を遮断しない限り、ヒロには戦う術すべすらない。

　それはつまり、自分の感覚を全く切り離してしまおうとすることだ。自分が見ているもの、聞いているものを、信じることをやめる。自己感覚を拒否する。

　そして全すべての集中力を、マグナ・マーテルと戦うという自分の行動目的に集中させる。

　だがその悲劇的な結果までを、ヒロが想像できているわけではなかった。

　――攻撃の力が、ぐらついている？

　武器となるカドゥケウス伝令使の杖を装着した腕が、攻撃のたびにふらつく。肩から肘ひじ手首までは、ヒロが生身で支えている。そこがどうしても一所で止めておくことができない。

　――でも勝たないと。

　そう念じるヒロはいつの間にか、千ち早はや城じようや飯いい綱づなを完全に取り込み始めた。

　戦いのあいだ宙に浮いているのであれば、自由に動く手足はバランスを崩す分、邪魔になるだけである。効率的に攻撃力が加わるよう、重心が固定できるように、腕と足の動きを固めたいとヒロは思った。代わりにその先に、さらなる安定翼がほしい。

　意志に従い、『フラフナグド』を構成する繊維の一部がごっそりと手足の固定に回った。ギプスのようにその形で固まる。そしてヒロの希望通りの小さな翼が、何本も形成される。

　すでに安定した形というものがない。戦術装束メイルド・フイストはヒロの要望するがままに、勝手に身体からだを固定し、また新たな関節肢を生み出していく。それは自由自在に進化を始める、『やわらかな存在』だった。

　やがて攻撃をより確実にやり過ごすため、戦術装束メイルド・フイストの各繊維は皮膚内にまで食い込みはじめた。そういう反応的な指示を、ヒロ自身が、そして全体を制御するカドゥケウス伝令使の杖が、発してしまっているのだ。しかしヒロは痛みを感じず、血も出ない。いやもうすでに心の中を吹き荒れる狂騒で、何もかもが分からなくなり始めていた。

　ただ確かに形を保つのは、敵を穿うがつために飛び出した螺ら旋せん柱ちゆうのみ。それ以外の全すべての姿が変化へと向かう。ヒロの姿は徐々に、カドゥケウス伝令使の杖を突きだしただけの獣へと、変へん貌ぼうしようとしていた。

　それでいてなお、変化は止まらない。

　母を殺し、倒して生きていこうという強さを求めるヒロは、さらにさらにと貪どん欲よくに、より強力であることを求める。

　それは『人のかたち』を失っていくことであり、意志による肉体の自壊の様だった。しかしヒロはそうと気づく術すべを、もう持ってはいなかった。



　四し方ほうの使役する魔術で生み出された巨鳥・『大おお虚ぞら』のおかげで、麻あさ奈なはようやく棺車カタフアルクⅠ号船プライマスに到着していた。持ってきた荷物はいつもの杖つえと『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』だけ。心こころ許もとないが仕方がない。

　戦力的に微妙な二人が優先的にここへ来たのは、棺車カタフアルクの内部に少しだけ詳しいからだった。もっとも戦っているらしいヒロの立てる騒音は、船内全てを震わせている。発見は容易であるはずだった。

「どうもやばそうに感じるね。嫌な予感がする。急いで向かおう――」

　だがそう四方が言ったところで、船外から漆しつ黒こくの六本腕――異キ形マ生イ物ラが飛び込んできた。麻奈たちが入ってきた外壁の破れから現れた怪物は、警戒するように喉のどをグルグル言わせると突然襲ってきた。

「大おお地つち！」

　四方の呼びかけで二羽の大おお虚ぞらはすぐさま、二匹の狛こまへと変わる。白い身体からだを黒い隈くま取どりで陰影を与えられた、鬣たてがみと小さな角の獣。

　大おお地つちたちはあっという間に敵へと飛びついていく。

　さらに攻撃方法を指示しながら、四方は麻奈を振り向いて言った。

「ここは何とか食い止める。君は先に行ってくれ。待っててもらってもしょうがない」

　魔法でフォローに入ろうかと杖を構えていた麻奈は、意外そうに言った。

「私一人で行けと？」

「そうだ。ここで役割を分担しよう。どのみち助言は二人もいらない。代わりに私は一度、天あま城ぎまで戻ろうと思う」

「戻る？　どうするんです？」

「やはり喜き連つれ川がわ君たちを呼んでこよう」

　麻あさ奈なは三秒だけ考えた。確かに悪くない判断だった。

「ですが今から……？」

　麻奈は自分たちの入ってきた棺車カタフアルクの外壁の割れ目から外を見る。そこにはもう、飛び交う怪物たちの姿があった。一いつ旦たんは竜ドラゴンたちが蹴け散ちらした敵が、戻ってきてしまっていた。

「このタイミングで船外に出るのは、かえって危険ですよ」

　だが麻奈の忠告を背に、四し方ほうは勝手に語り始めた。

「危険ぐらいは何でもない。実は立たつ木き君が生きて戻ってくるとはね、本当に思っていなかったんだよ。だが思いがけず生きていた。このことは私にとって、いろいろ愉快なことになりそうなんだ」

「愉快？」

「ああ。神じん祇ぎ官かんの世界というのは、失敗を他ほかの方法で補うことを決して許さない。一度しくじれば全すべてを失う世界だ。けれど立木君が天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒すというのなら、私はそもそも失敗していないことになる。全部がチャラになるわけだ」

「瀬戸際の争いということですか」

　麻奈の皮肉めいた答えに、四方は肩をすくめた。

「立木君には是非とも結果を出してもらわなければならない。だが立木君が楽に勝っているとも思わない。立木君が危機ならば、君が時間を稼げ。応援は必ず連れてくる。その到着を待ってもらいたい」

「分かりました。それでは行かせてもらいます。あなたも無事で」

　その言葉を、四方は鼻で笑って返す。麻奈というのは、特に気になる人間以外はどうでもいい女だ。この言葉はサービスのようなものである。

　四方と別れた麻奈は、棺車カタフアルク船内を走った。床が傾いており走りにくいが、それでも戦いの騒音を響かせる棺室にはすぐたどり着いた。

　平時は立ち入ろうとする者を拒んだ重厚な扉は、ヒロたちの熾し烈れつな戦闘で破壊されていた。もはやただの壊れた壁も同じで、その隙すき間まを麻奈はくぐり抜けた。盛大な音の響く棺室の中へ身を躍らせ――そしてそこでとんでもない光景を見た。

　麻奈は、一瞬で何もかもが頭から吹き飛んでしまった。

　部屋の片側に沿って軟体動物のように広がる巨大な竜ドラゴンがいる。

　これに相対するのはヒロではない。空気の中を飛び跳ねる一本角の獣だった。長い体毛に覆われ形のはっきりしない獣は、その角だけを武器に竜ドラゴンと戦っている。

　――まさか。

　その獣にしか見えない空飛ぶ一角獣こそがヒロだと気づいた時、麻奈は喉のどの奥から声にならない息を漏らした。



　獣の身体からだに、何本もの太い足が叩たたき込まれる。その衝撃を受けて、ヒロだったものは吹き飛ばされた。広い棺室の床を転がる。その元に麻あさ奈なは駆け寄った。

　すぐ立ち上がり再び向かって行こうとするヒロに、「待ちなさい！」と大声で怒鳴る。ようやく聞こえたように、獣のような顔が振り向いた。

「まなべ……さん…」

　ヒロの声と表情が和やわらぐ。しかしそれは、すでに人の声ではない。

「何てことを……」

　麻奈は悲嘆にくれ、頭を振る。再びヒロは獣の声で答えた。

「あいつだけは……ここで…………」

　目の前の『最も古き竜マグナ・マーテル』の打倒。そのことしかもう、ヒロは考えられなくなっていた。

　麻奈は本当に参ってしまったように項うな垂だれる。

「分かりました……。ならば私も一緒に行きましょう」

「危険だから……ここで待ってて――」

「私の命くらいはどうということもありませんよ。あなたの行くところに、連れていって下さい」

　結局麻奈は、これが自分の限界なのだと思った。

　本当は頼りたい甘えたい相手としてヒロを捜していた。しかし実際は、世話焼きの形でしか相手と対することができない。

　そういう方法でしか、麻奈は相手と人間関係を築くことができないのだ。

　だがヒロであった獣は、驚いたような目をした。

「？」

　麻奈が相手の反応を不思議に思った直後、ヒロは左の手のひらで麻奈の頬ほおを張った。乾いた音が広大な空間に響く。

　何が何やらわけが分からず不思議な顔をする麻奈に、ヒロは言った。

「なにを言って……るんだ。おれはここで君が生きていけるよう、そのために戦ってて……」

　苦しげな獣じみた息が声に混じる。その中で必死に言う。

「どんな思いをして、戦ってると！　――それを君は！　……どうということもない命？　連れて行く？　俺おれも君も、もうどこへも行かない！　ここで生きていくために戦うんだ!!　真ま名な辺べさんが死ぬって言うんじゃ……俺の努力も、外で戦ってるみんなの、気持ちだって…………全部無駄になる!!」

　そう一息に言って、苦しそうに肩で息をし、黙り込む。慟どう哭こくするような、心からの祈りのような願いの言葉だった。

　途端、麻奈は爆発的な怒りの発作に襲われた。

　もはや怪物化しているヒロの顔の鼻の上、全生物の急所を思いきり拳こぶしで殴りつける。

　これは変へん貌ぼうしたヒロにも、かなり有効な攻撃だったらしい。「ぎやああああぁ」とこの世のものとは思えない声を上げて転がったヒロは、そのまま顔を押さえて床に突っ伏した。

「――黙れ。黙れこのバカが!!」

　思いきり麻あさ奈なは怒鳴った。

「何ですか、『俺おれも君も』？　何を寝ぼけたことを言ってるんです！　あなたが死にかけてるんですよ！　――あなたは力を求め、その結果としてすでに、『人のかたち』を失いかけている。自分が自分であるという『かたち』を失っていくというのは、絶望による死へと向かっているのと同じこと。そのままだとあなたは死にます!!」

「ちょっと待ってよ、真ま名な辺べさん何言って――」

「あなたは一人で何かをやるとか、そういうことへの特性は何一つとして持っていないんですよ。訓練をしていない！　勉強をしていない!!　なのに凡才に堕するしかない方法で暴走しておいて、何を言っているんですか。個人の実力はヘタレ以下の分際で、一人で勝手に突っ走るな！」

「……真名辺さん？　何を言って」

　そう言って手を挙げようとしたヒロの表情には、ようやく人間らしさが戻った。だが次の瞬間にはいきなりバランスを崩し、その場で転ぶ。

　ヒロは驚いたように、初めて自分のグルグル巻きにされた身体からだに気がついた。まるで細かな紐ひものようなもので全身が固定され、ミイラ男のようになっている。関節のいくつかはギプスのように完全に固められていて、立とうとしても素直に立てない身体になってしまっていた。加えて空中での空気の流れ――姿勢の制御を行うそれぞれの安定翼は、限界まで細分化され毛のようになってしまっている。

「何かフサフサなんだけど……」

　今さらそう言うヒロのおでこを、麻奈は平手で叩たたいた。

　とにかくヒロは、ようやく自分の状態を認識したようだった。そもそも自分の変化や、死にかけていることにすら自覚がなかったのだろう。ヒロは急に慌あわて始める。

　麻奈はその様子にまた怒りを感じる。

「ようやく分かりましたか？　今のあなたは、何もできてはいないんですよ！」

「どうしよう？」

「どうしようじゃありませんよ、まったく……。何でそんなにバカなの？」

「へこむなあ……」

　そう本当に落ちこんだように言うヒロの声は、やはりすでに人間のものではない。そのことにもう麻奈は、気がつかないフリをした。

「ひとまずここは私の言うことを聞いて下さい」

　ヒロは頷うなずく。

「それで……。生きて帰りたい俺おれの、最善の策って何なんだろう？　……魔術師の意見は？」

「すぐにここから逃げましょう」

　全く当たり前のことを、麻あさ奈なは答えた。これが第一の答えである。

　しかしヒロはしばし考えて、首を横に振った。

「それは意味がない。俺たちは見逃されてきただけで、あちらは常にこちらの動きを捉とらえている。この戦いから逃げることには、意味がない。ここで決着をつけることは、大前提にしたい」

「もちろんそれはそうでしょうね。いきなり大きな注文ですが……」

　だが、ヒロの言うことは分かった。麻奈自身も天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテルの正体については、ある程度情報を集めている。

　――敵はもっとも巨大な生存物質エレメント集合体。

「戦って勝つ……ですか」

　だが麻奈がそう呟つぶやくのは、方法を考えてのことではなかった。それはもうできている。準備してきたのだ。十二年かけて。あとはやるか、やらないか。

「どうしたの？」

「いえ……何でもありませんよ。どうかしているのは常にあなただ。まあそれはいい」

　これから行おうとすることは困難ではある。しかしやろうと腹をくくってしまえば、気は楽なものだった。何やら非常にうまく行く、そんな都合のいい高揚感さえある。

「それではやってみましょう。最後の作戦を――」



「作戦？」

　ヒロの問いに、麻奈は簡単に頷いた。

「私は天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒そうというあなたの目的は、すでに十二年前から知っているんです。そのための準備を十二年間やっている。ちょっと手間はかかりますが、敵への切り札とするべく、準備した魔法があります」

『――馬ば鹿かげたことだな。お前ごときの魔法が、私に通じるはずもない』

　声の主ぬしを麻奈は振り向く。マグナ・マーテルは随分と余裕のある態度でそう言う。実際、麻奈たちが態勢を立て直す時間を与えさえしたのだ。

　――全すべてが見透かされている。

　そんな不信感を拭ぬぐうことができない。しかしここで弱気になっても仕方がないだろうと考え直す。弱気は禁物である。無意味だ。

「私たちは、やるべきことをやるだけですよ」

　そう言って麻あさ奈なは背負ってきた『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』から、細長い軸匣の一本を、引き抜いて取り出した。蓋ふたを開けるとその中に入っているのは、蛍光灯ほどの細長い生存物質エレメントである。

「立たつ木き君。これは要するに、エレメントコンテナをそのまま大きくしたものです。今回は直接設置して、大きな呪じゆ文もんを使います」

「どうするの？」

「今から一本一本、指示する場所へ運んで下さい」

　そう言って麻奈はヒロに、『軸匣』を所定の位置に運ぶよう指示する。この間、麻奈だけではマグナ・マーテルの攻撃は避よけられない。ヒロは麻奈を守りながらの、慎重な作業となった。

　しかしそれほどの手間ではない。六本の『軸匣』――大きなエレメントコンテナは、この棺室の壁に無事、等間隔の円形に並べられた。

「獣と家畜と王たる人dies Saturni！」

　杖つえを手にした麻奈の詠唱に呼応するかのように、エレメントコンテナは弾はじけ飛び、中からは膨張した生存物質エレメントの柱が出現する。

「魚と鳥dies Veneris！」

「太陽と月と星dies Iovis！」

「大地と海と植物dies Mercurii！」

「天空dies Martis！」

「昼と夜dies Lunae！」

　次々と唱える。そのたびに『軸匣』は反応して一本ずつ姿を変える。それはもとの体積を超えて膨らみ、六本の輝く巨大な石柱へと変へん貌ぼうを終えた。垂直の壁に出現した環状列石ストーンヘンジそのものだった。

　だがそれで終わりではない。マグナ・マーテルと対たい峙じする麻奈は、環状列石ストーンヘンジに背を向けて立った。

　同時に石柱は足場や柱など様々な構造物を巻きこみ破壊しながら、花が開くように倒れていく。

　そして最後が最も派手派手しい。光り輝く石柱は、移動の邪魔となる障害物をなぎ倒しながらもう一段階縮まったのだ。石の割れる大きな音を立てながら、六ろく芒ぼう星せいの形になる。

「世界光Fiat Lux！」

　その空間の世界そのものを変換し、光にして世界を叩たたきつける呪文。麻奈の唱える最後の声とともに、六色に彩いろどられた光の束がマグナ・マーテルの巨体に向けて伸びる。まるで手で触れられそうな密度を持つ輝ける柱。しかし――。

『――ＡエＳイＡサでありながら、十二年もかけてそんなものか』

　全くつまらないという口ぶりで、マグナ・マーテルは言う。次の瞬間には麻奈が造ったのと全く同じ石柱列が、マグナ・マーテルの身体上に直接生えてきた。

　それが麻あさ奈なの時とは逆回転に倒れ、すぐさま逆六ろく芒ぼう星せい型までの変形を完了する。

『世界光Fiat Lux！』

　全く同じ呪じゆ文もんを、マグナ・マーテルは唱える。そこまで、本当にあっという間だった。

　初めて見せる麻奈の切り札だというのに、寸分違わぬ魔法をマグナ・マーテルは瞬時に真ま似ねた。そして麻奈が放はなった破壊の奔流をこれで受け、完全に相殺してしまったのだ。

「すぐにもう一度撃ちます――まだもう一回撃てる。急いで次の作業を――」

　だが麻奈のその言葉にマグナ・マーテルは全く馬ば鹿かにしたように答えた。

『次は？　そんなものはないに決まっている。今のが最後の攻撃、一度効かなければ、何度やろうと同じことだ。――つくづくお前は出で来き損そこないだ。落胆させられる』

　そう言う間にも、巨竜の身体からだには再び生存物質エレメントの柱が六本立ち並び、倒れた。そのまま六芒星を形作る。全く同じ術の、続けざまの二段目――。

『――魔術の大本である生存物質エレメントの女王を、魔術で倒そうというのが笑止千万なのだよ。さてこの呪文は、ＡエＳイＡサと人間にはどれほど効くかな？』

「やめろ！」

　ヒロは叫ぶが空むなしく響く。だがマグナ・マーテルの脚あしの一振り、造作もない仕草で魔法陣は発動する。その攻撃の目標は、違うことなく麻奈だけを捕らえている。

「真ま名な辺べさん！」

　叫んだ時には走り出し、直撃よりも先にヒロがかばった。だがそれにどれくらい意味があったのか。硬ささえある魔法の光を食らった二人は、そのまま棺室の中を吹き飛ばされる。光の中で麻奈の魔法の杖つえは折れ、管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこはバラバラに壊れた。

　全すべての圧力があらゆる方向から加わってきて押しつぶされる。周りのありとあらゆるものをまとめて吹き飛ばし、棺室から叩たたきだされ、二人はその外に広がる薄暗い人工の町まで飛ばされる。

　その間に一体どれほど自分が身体をぶつけたのか、麻奈はもう把握しきることができなかった。いや全てが終わって身体がもう止まったと気がついたのは、だいぶ経たってからだった。何だか何も感じないのだ。

「……無事、ですか。立たつ木き――君」

　すぐそばにいるはずのヒロにそう声をかけた。目の前の毛皮――というよりは雑ぞう巾きんの塊のように煤すすけて見えるのがヒロと気づいた時、麻奈は戦せん慄りつした。だがかばわれた麻奈もまた、動くことすらできなかった。視界を周囲の瓦が礫れきと闇やみが塞ふさいで見えない。手首から先や足の感覚がない。まだ繋つながっているのかもうなくなってしまったのか。とにかく幻痛に悩まされることすらないことに感謝するべきなのか。

　麻奈自身ですらそういう状態だった。

　一方で巨大なる女王は不服そうに、響き渡るような長い息を吐き出す。

『まだ生きているのか……。直撃でも確実に息の根を止められないというのだから、効きが悪い。だったら次は、完全なる氷の魔法で仕留めてやろう。凍って石のように砕け散るがいい』

　そうとどめをさそうとするマグナ・マーテルの上に、予告通りの氷雪魔法陣が浮かび上がる。反撃の手を考えて何一つ思いつけず、さすがに麻あさ奈なは死を覚悟した。

　散々打ってきた様々な手も、もうここまでである。

　――これでいいのかもしれない。

　そう麻奈は思っていた。最大限の力でやったという事実に、偽りはない。

　ここでお終いというのは、本来ならば身の毛もよだつ想像だっただろうが――。

　不思議と今はそういう慌あわてた気分でもない。

　長い余暇のような時間が、いよいよ終わるのだ。

　まあ何だかんだと言っても、ヒロの存在があったおかげで、そんなにも悪くはなかったかもしれない。

　もちろんそれは麻奈の一人合点で――ヒロの方はどうだったのだろうか？

　――分からない。

　今の麻奈には軽く相手の身体からだをゆするほどのことしかできない。

　すでにヒロの反応はなかった。



    

  
    
      
第六章





　海上を行くインディペンデンスの広い甲板に、律りつは一人で立っていた。その片手には神剣アレイオンがある。そして律はただ、耳を澄ましていた。

　腕にベルトで固定している携帯通信機のコールが鳴る。子供竜のチビ先生、マサビエールからの支援要請である。

　空では吊つり上げられた棺車カタフアルクを中心に、三ヵ所で攻防が繰り広げられていた。律が応援を求められたのは、北東側の激戦区である。

　通信機に、律は『了解』を告げ、指示のあった方角を肉眼で確認した。目はいいので一気にそのまま作業の目星をつける。支援の具体的な方法については、律に一任されていた。

　大剣を立てて置いたまま、律は両足を踏ん張り、ゆっくりと身体からだを引き伸ばす。

「ん……」

　トントンと軽く靴先でリズムを取り三回。おもむろに律はその体勢から、神剣アレイオンを振りかぶった。身体全すべてのバネを使って力の限り、思いきり振る。神剣は一度そのまま、垂直まで立った。

　そこから律は、目標の方角へ向け気合いの声とともに振り下ろす。目標の空の位置に向けて空間通路が開く。

　そして同時に、まだ振り下ろす動作の律の隣にマーメットの杭くいが現れる。長さは５ｍメートルの電柱ほどあるもの。それが百本。あっという間にその杭は、空間通路を抜けて目的の場所へと飛んだ。

　振り落とされた神剣は、船の甲板に鈍い音を立てる。戦果は律の方からは、確認できない。一いつ旦たん座り込んで、結果の報告を待つ。

　入れ替わりに竜ドラゴンのフヴェルゲルミルが戻ってきた。

「いい調子だ。少し間を取ろう」

「はい、師匠」

　律は答える。結局は最初の竜ドラゴンたちによる追い込みがあっての律の技なので、ただアレイオンを振り回しても仕方がない。

　休憩というほど思考の方は気分を抜かず、律は空のあちこちを見つめる。座ったまま肩の力だけを抜いた。その途端、急な爆発音が一つ、空に高く響き渡る。

　全く予期していなかった方角からの音に、律は驚いて振りかえった。ヒロたちが向かったⅠ号船プライマスで、何やら爆発の煙が上がっている。結構規模が大きい。

　おまけに爆発と同時に、何やら周囲に満ちた魔力が強烈に乱れたのを律りつは感じた。人間の律より、竜ドラゴンであるフヴェルゲルミルの方が大きな影響を受けている。

「一体何だ？」

　自分でも理解不能というように言って、堪こらえきれないように全身で身震いを一つする。他ほかの竜ドラゴンたちもどうやら、同じような影響を受けている。

「何かあったのは確かですね」

　律も頷うなずいた。おそらくヒロの身に、何か。

「無理に戦うなと言ったのだがな。――そうもいかなかったということか」

　フヴェルゲルミルは苦い表情で言う。

　だがすでに律はヒロの危機に、慌あわてたり取り乱したりはしなかった。慣れた、というわけではない。かなりショックを受けているし、動揺しているのも確かだ。

　だが今の律は、二度の危機を乗り越えた。だから自分は大丈夫だと信じることができた。

　代わりに自分の最大限の能力ということに、思いをはせる余裕がある。結果が出るまで最大限の努力を行う、その用意がある。

　単純で大切な、それだけのことだった。

「救出に行こうと思います。どうですか師匠？」

　律の問いかけにフヴェルゲルミルは判断中の声こわ色いろで答える。

「強行突破は可能だ。我々で役に立つ場面かは分からぬが、今からでも戦力はあった方がいいだろう。目標はあくまで救出に絞る」

　そうフヴェルゲルミルは決断する。一いつ旦たん決めてしまえば、この二人の行動は早い。

「乗れ、律。人の手も必要になるかもしれない」

「分かりました。しかしどうします？」

　そう言った時にはもう、律は神剣アレイオンを持って竜ドラゴンの背に乗っている。その間に行動の組み立ては済ませたフヴェルゲルミルは、快活に答えた。

「再び進入経路確保のため、Ⅰ号船プライマスへ向かいながら竜ドラゴンたちを集めてみよう。少し手順を遠回りすることになるが、その方が結果的には早いだろう」

「分りました」

　頷いて承知した律を乗せ、フヴェルゲルミルは羽ばたいた。空へ向け出発する。律は空の中に目標の棺車カタフアルクを探す。

　だが実際に律が目に捉とらえたのは、完全に全く別の出来事だった。すぐそれにフヴェルゲルミルの方でも気がつく。律たちと同じく、やはり今からⅠ号船プライマスへ向かおうとする飛行体がいるのだ。陸の方から飛び立ったように見えた。

　その姿は純白の、神こう々ごうしい竜ドラゴンである。空を真まっ直すぐ立ち昇って行く。遅れてその竜ドラゴンに気づいたフヴェルゲルミルは、驚きと喜びの声をその口から漏らした。

「我らが長おさ、天てん龍りゆうミーミル！」

　同じ目的地を目指す二匹の進路は徐々に近づく。そして白い竜ドラゴンの背にも誰だれかが乗っていることに、目のいい律りつは気がついた。見覚えのある長い古こ太だ刀ちを手にした人物――新につ田た玲れい子こである。

　だがその天龍ミーミルは、突然進路を捻ひねった。融合種テインスクヴイルが妨害に現れ、それを避よけようとしたのだ。しかし敵は張りついてくる。

「――あれは鏡じゃなく、生身の融合種テインスクヴイル」

　そう律は気がついた。動きがいい。

「どうやらそのようだ」とフヴェルゲルミルも唸うなり声で同意する。

　さらに律は、奇妙なものを発見した。融合種テインスクヴイルと呼ばれる異形の肩にも人が乗っている。こちらは会ったこともない人間の男だ。

「――なるほど。あの男か」

　フヴェルゲルミルの一人合点に律は聞き返す。

「何者なんです？」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラの幹部――海王星ネプトウヌス。天球儀会ソシエタス・スフアエラにおける異キ形マ生イ物ラ開発の総責任者だ。本人は大概な年寄りだが、戦闘能力は高いぞ」

　それは外見でも大概想像がつく。海王星ネプトウヌスは三叉矛トライデントを持った逞たくましい男だった。

　一方、ミーミルの方は空で進路を塞ふさがれたまま、完全に動きを止められてしまっている。さらに融合種テインスクヴイルは見えない壁のようなものを、魔法によって発生させた。

「律、あの敵に神剣で干渉をできるか？」

　そのフヴェルゲルミルからの問いに律は顔をしばらくしかめたあと、横に首を振った。

「距離にくらべて近すぎますね――」

　敵の異キ形マ生イ物ラを空間切断することは可能だった。だが互いが密着した今の状況では、ミーミルの方も巻きこんでしまう可能性がある。

「ここからじゃ無理です。もう少しだけ接近して下さい、師匠。マーメットでの攻撃なら精度も高い。割り込めますから」

　その判断はフヴェルゲルミルも認めざるをえなかった。先ほどから竜ドラゴンのブレスでの攻撃を行うつもりなのだが、両者が近すぎうまく狙ねらえない。何しろ天龍ミーミルは突進だけを繰り返していて、敵と距離を取らない。

　そうこうするうちに、ミーミルは攻撃を受けた。一いつ旦たん互いに押し合った直後、上を取った融合種テインスクヴイルが、太い腕の指を組んで、ミーミルの首元に振り落としたのだ。この攻撃を避けきれず、もろに食らう。ミーミルは海の上へ突き落とされ、派手な波柱を上げて海面の下に沈んだ。

　融合種テインスクヴイルもそんなミーミルをさらに追う。浮上して水面に顔を出したところをまた叩たたこうという構えだった。

「新につ田たさんが――」

　律りつは呻うめく。だが玲れい子この姿はミーミルの上から消えている。

　――まさか海へ。

　だが探す律はすぐに見つける。玲子は先ほどの接触で、融合種テインスクヴイルの方に跳び移って取りついていた。そのまま幹部・海王星ネプトウヌスと対たい峙じせんと、怪物の身体からだを這はい上がっていく。

　その行動は相手への執着だけではない。何か長期戦を避けたがっているような、そういう危うい目もく論ろ見みが律には垣かい間ま見みえた。

　そして律はようやく、その理由に思い至った。

「――まさか生身!!　魔法のバックアップなしにやっているんじゃ」

「……どうやら、そのようだな」

　竜ドラゴンのフヴェルゲルミルも肯定した。おまけに玲子はまだ現在、水星メリクリウスの鏡の一枚に封じ込められているはずである。その身体は、人間よりはるかに脆もろい。一撃を食らえば砕ける。

「あちらはあちらで見過ごせません、師匠」

「そうだな。――行くしかない」

　すぐにフヴェルゲルミルは決断を下した。Ⅰ号船プライマスに向かう途中で迂う回かいになるが、戦闘のポイントとなる出来事である。素通りせず片づけても、数分とはかからないはずだった。

　そして方向転換のため減速した途端、フヴェルゲルミルの翼の下を、術式艦の一隻が追い越して進んでいく。進路はそのまま真まっ直すぐ、融合種テインスクヴイルの方である。

「何が――」

　見えない角度から現れた船に、律は驚きの声を上げる。続いてその船が、最初の出発地点だった『天あま城ぎ』であることに気がついて二度驚く。

　もちろんこの大きな船が空を自由に飛び回る融合種テインスクヴイルに、進路を合わせられたはずはない。

　融合種テインスクヴイルの方が進路に飛び込んできてしまったのだ。そして船というのはあらゆる乗り物の中でも、特に急には止まれないものなのだ。



　天城の船上にいた喜き連つれ川がわは、目の前の光景に呆ぼう然ぜんとしていた。

　ちょうど四し方ほうが激戦の空をどうにかくぐり抜け、ようやく天城に戻ってきたところだった。その四方が喜連川と出海いずみとセシリアに棺車カタフアルクでの事情を話し、この中から誰だれかを連れて行くかと相談したところだった。これに喜連川は自分が行くと言った。

　ちょうどセシリアは、難敵・融合種テインスクヴイルを分裂させている鏡像国家ミシュコアトルに、妨害のための情報侵入を繰り返している最中だったのだ。セシリアは霜そう夜やの鏡から、ハッキングのようなことができた。一時的に分裂した融合種テインスクヴイルの動きを止めたりもできるようになってきたところだったのだ。

　だから再度、喜き連つれ川がわは自分が行くと言った時だった。ほとんど目と鼻の先で、その光景は起こっていた。

　海面に落ちた純白の竜ドラゴンと、その上に飛びおりてのしかかる融合種テインスクヴイルの巨体。そしてその融合種テインスクヴイルの上では、三叉矛トライデントを持った体格のいい男と、新につ田た玲れい子こが太た刀ちを振るい戦っている姿。

「理解の範囲を超えている。大体何でこんなところで――」

　喜連川の声は、驚きで少し裏返ってしまっていた。中途半端な悲鳴のように聞こえただろう。そしてさらに頭上を通り過ぎる竜ドラゴンがあって、その上には律りつがある。

　この間にも着々と、事態決壊の時は近づいていた。

　やがて海に落ちたミーミルを追い、融合種テインスクヴイルは海面近くまで下りてくる。融合種テインスクヴイルに乗っていた男の指示は、玲子が戦いを挑んでいるせいか、ワンタイミング遅れたように聞こえた。よそ見をしていた、ということになる。

「こりゃあまいったね……」

　細い目をますます細めた出海いずみが、そんな風に呟つぶやく間もなかった。

　天あま城ぎは突然現れた障害物を避よけきることができず、敵の融合種テインスクヴイルに艦首からぶつかった。とんでもない衝撃が艦全体を襲い、立っていた四し方ほうたちはまとめて後方へと転がることになった。

　さすがの身のこなしで四人ともすぐ身を起こすが、衝突自体はまだ続いている。ぶち当たった天城の艦首部分がどんどんと潰つぶれていく。

「竜ドラゴンの方は避よけたみたいだが――」

　敵怪物の方は、横腹というか腰に直撃している。空母にはねられた融合種テインスクヴイルのその腰で、『グギリ』と大きな音が鳴った。

「……いたそう」

　セシリアの呟きに出海と四方が呆ぼう然ぜんと頷うなずく。だがそんな三人に、喜連川は低く鋭い声で言った。

「それより新田じゃないのか、あれは……」

　他ほかの者に言い放はなち、答えは待たない。片手には抜いた刀を構えたまま、喜連川は構造材ごと歪ゆがんでめくれ上がった甲板を艦首方向に向けて走り出した。

「それにこいつは生身の融合種テインスクヴイルだ」

　向かう先を見て言う。玲子と戦っているのは天球儀会ソシエタス・スフアエラの人間らしい。その時代錯誤のローブを見ればほぼ決まりである。

「おまけにこの融合種テインスクヴイルが鏡像で増えた敵の本体だとするなら、これだけ倒せば分身は消滅する。一気に状況を押し戻すことができる好機だ！」

　その言葉で、慌あわてて出海いずみも喜き連つれ川がわに続く。これが千載一遇のチャンスであることを理解したのだ。

　一足先に潰つぶれた艦首から敵に飛び移った喜連川は、その巨大な融合種テインスクヴイルの身体からだをよじ登る。現在は『聖騎士』の相に入り国家魔法の力を受ける喜連川は、わずか三跳びで垂直に20ｍメートルほど一気に駆け上がった。巨体の腰から肩の上へ出る。

　その向かった視線の先で、玲れい子こは際どい状況になっていた。敵の超人じみた動きについていけず、矛ほこで刺し貫かれるという寸前だった。

　最後の一ひと蹴けりに全力をこめ、喜連川は海王星ネプトウヌスが放はなった三叉矛トライデントの前に入った。同時に抜刀。敵の必勝の一撃を、最大限に勢いを乗せた太た刀ちの切っ先一点で弾はじく。矛先は大幅に揺れて、玲子から外れた。

「何、そんなことが！」

　攻撃に割り込まれた程度で外すとは思っていなかった海王星ネプトウヌスは、驚きをもって叫ぶ。しかしこれは単に力の入れ方の問題であり、喜連川にしてみれば不思議なことなど何もない。

　敵の男への追撃は行わず、ひとまず玲子の襟首を一ひと纏まとめに強引に掴つかむと、玲子を抱えるようにしてその場から跳んだ。一段下にある天あま城ぎの甲板まで、一気に跳び下がり敵と距離を取らせる。

　これと入れ替わりに、風かざ祭まつり出海が敵の元へ向かった。ひとまず喜連川はその出海に相手を任せる。

　同時にお姫様だっこで抱えていた玲子に、胸元を蹴り飛ばされた。

　どう身体を翻ひるがえしたのかも気がつかないままの一撃で、さすがに喜連川はよろめいた。玲子の方は醒さめた顔で油断なく喜連川に太刀を突きつけたまま、憎々しげに言う。

「それで恩を売ったつもりか？　私の戦いだぞ」

　まだ鏡に入ったままの玲子はくぐもった声だった。助けたあげくの熾し烈れつな物言いに、喜連川は気を引き締めた。相手は、人を殺した人間だ。立たつ木きヒロを殺せる人間なのだ。きれい事が必要な相手ではない。

　そして喜連川自身も、そういう風にあれる訓練は受けている。対等な精神位置で話すことはできた。

「あいにくと、返ってきそうにない恩を売るほど、俺おれは酔狂でもケチでもない」

「そうだろう。権力に媚こびるのだけ得意なのが喜連川足利の人間だ！」

　その一言で喜連川も、玲子がそういう視点で動いている人物だということは分かった。喜連川と同類である。しかしこれだけは喜連川の方からも、言っておくことができる。

「そういうのは、どうやら今日でお終しまいだ。終わりにしたい」

　喜連川はヒロのいる場所――棺車カタフアルクⅠ号船プライマスを見る。

「ここで全すべて、立木が終わらせる。そのためにアイツは来たんだろう？　少なくとも、何らかの形にはすると、俺おれは思っている。だから俺は、アイツのために切り札を切った。もうこのまま喜き連つれ川がわに戻れるとは、思っていない」

「お前……」

　その言葉で玲れい子こも、今の彼がヒロの王国に属していることに気づいたようだった。

「新につ田たの再興も喜連川足利の再興も、今日で全すべてお終しまいだ。ならばあと、お前自身は一体どうしたい？」

　答える玲子の声に、ためらいはなかった。

「あの怪物と男は、私の一族の敵だ。これを討ちたい」

「倒せということか。――そういうことならば、俺は力を貸せるぞ？」

　喜連川の答えに玲子は戸惑いの表情を浮かべた。判断に迷うという顔だ。喜連川は不思議に思って訊きいた。

「何を迷うことがある？」

「……今の私は死など恐れない。しかしこの身体からだでは――どうやったところで足手まといになる」

「それはそうだな――」

　遠慮はいらなかった。事実だけがこの場では重要である。そして答えた喜連川に玲子は自らが持つ太た刀ちを差し出す。

「――この太刀はお前に託したい」

　その言葉の途中で、喜連川は手を挙げて遮さえぎった。

　代わりに自分が愛用する太刀を、玲子の方に差し出す。

「ではこちらはお前に、しばらく預かっていてもらいたい」

　意味に気づいた玲子は頷うなずき、二人は刀を交換する。

　喜連川も自分の刀、魂を預けたのだ。つまりはこれは両者の相互協力であることを意味する。どちらかがどちらかに、利用されたり従属しているわけではない。その証だった。

「ではあとは、俺に任せてもらおう」

　玲子は頷き返した。

　融合種テインスクヴイル自体は、さすがにも衝突した天あま城ぎから距離を取りつつあった。そしてその身体の上での戦いでは、出海いずみが海王星ネプトウヌスに追い落とされ、海上へ落下するところだった。その身体を、空を飛ぶ四し方ほうと大おお虚ぞらが、何とかキャッチする。

「捕まえてくれ、四方」

　こちらへ戻ってこようとした四方の大おお虚ぞらに向かって、喜連川はデッキの端から助走をつけて跳躍した。四方の方は喜連川の予想外の行動に驚き慌あわてるが、その主あるじの様子とは全く関係なく、大おお虚ぞらは忠実に嘴くちばしで喜連川の服の袖そでをくわえてつまんだ。そのまま鳥の翼で必死に羽ばたいて、何とか三人乗せたまま融合種テインスクヴイルの上を取る。

　すぐさま喜き連つれ川がわは半身を翻ひるがえすと、大おお虚ぞらの頭の上に乗った。一瞬だけはるか下方の海面を見て、そして目標の融合種テインスクヴイルを見上げると、一気にその位置まで跳んだ。

　融合種テインスクヴイルの巨体に飛びおりた場所から一ひと蹴けりで海王星ネプトウヌスに詰めより、再び対たい峙じする。

　同時に続いて飛びおりた出海いずみと、横目でアイコンタクト――逃亡経路を塞ふさぐように指示する。

　そして喜連川は太た刀ちを鞘さやから抜き、海王星ネプトウヌスと一対一で向き合った。その喜連川の自信に、海王星ネプトウヌスは笑った。

「一騎打ちか、面白い。俺おれは天球儀会ソシエタス・スフアエラ幹部・海王星ネプトウヌスにして海の民エトルスコの末まつ裔えいの男、つまりは『海の男』！」

「こちらは喜連川尊たか照てる。足あし利かが将軍家再現機関・喜連川の後継候補だった者」

　双方の名乗りが戦い開始の合図となる。次の瞬間、海王星ネプトウヌスはその三叉矛トライデントを、喜連川に突きだした。

「ショーグンの作り直しとは!?　――ああ、あの哀あわれな道化師一族の対となる存在か」

「俺にはその事情は、よく分からんな」

　喜連川は矛ほこを弾はじき、太刀を正眼に構え直す。いま敵の武器を打ってみて、守りは不要と分かった。刃やいばの当て方さえ間違わなければ、どんなものでも斬きれる。

「……もっとも貴様にとっても、どうでもいいことだろう。なあ、なぜ天球儀会ソシエタス・スフアエラというのは、これほど罪を重ねる」

「長おさ・木星ユピテルの正体はマグナ・マーテル、我らにとってはティーニア主神だ。それに従い仕えるのは、人として当然のことではないか？」

「それでは家畜の言い草だろう！」

　また仕掛けてくる海王星ネプトウヌスを威圧するように、喜連川は大音声で言い返した。口で、喜連川に都合のいい『間』ができる。次の瞬間、その手の太刀は自由な弧を描くかのように翻った。海王星ネプトウヌスの金属製の矛は、それで六つに寸断されバラバラになる。

「……バカな！」

　うめき声を上げる大男の眉み間けんを、喜連川は太刀の柄つか頭がしらで殴った。

　海王星ネプトウヌスは逃げようとするが、喜連川は張りついて逃がさない。そのままさらに太刀の柄で相手の眉間、こめかみ、顎あごを、三十発めった打ちにする。よろめく海王星ネプトウヌスの意識はすでに半分飛んでおり、足下は踊っている。最後に太刀を反転させて、その切っ先を喜連川は突きつける。

「投降してもらおう。この事件を収拾するには、話してもらわなければならないこともあるだろう」

　海王星ネプトウヌスはまだ焦点が揺れる目で、喜連川を睨にらみ返した。だがもはや完全に反撃の手だては塞いだ。その自信が喜連川にはあった。太刀は海王星ネプトウヌスの喉のど元もとに突きつけられ、背後には回り込んだ出海いずみが完全に立ち塞ふさがる。距離を取るという唯一の選択すらない。

　だが一番真っ先に海王星ネプトウヌスに見切りをつけたのは、彼らの足場であった融合種テインスクヴイルだった。異キ形マ生イ物ラの完全体はその上に乗るものに構わず、突然の異常機動に入ったのだ。ダメージから回復したミーミルを追う。

「何――？」

　全員振り落とされる。

　そして海王星ネプトウヌスはまだ諦あきらめていない。これぞ好機と空中で身を翻ひるがえした。

「逃がすか！」

　真っ先にその動きを見抜いた出海が、懐ふところから取り出した鎖つき分銅を投げる。身が浮いたままでは避よけきれないと判断した海王星ネプトウヌスは、鎖でグルグル巻きにされながら素早く手の中で印を切る。

「魔法も使わせない」

　今度は四し方ほうが正方形の万能呪じゆ印いんつきの札を投げる。それはそのまま海王星ネプトウヌスの魔術の起点、つまりは両手と指に張りついて、動けなくしてしまう。両手が張子状態の海王星ネプトウヌスを、喜き連つれ川がわが空中で捕らえた。

「全く、往生際の悪いヤツ！」

　そのまま海に落ちるが、すぐさま二人とも浮き上がる。そして今度こそ完全に捕らえたことを、喜連川は全員に伝えた。

　海での決着はそれでついたが空はまだ何も終わっていない。

　天てん龍りゆうミーミルは相変わらずひたすら、Ⅰ号船プライマスを目指そうとだけしている。融合種テインスクヴイルは主あるじさえ振り落とし、無目的にそれを止めようとする。

　全く譲り合うところのない両者は、空中で何度も激突を繰り返していた。最初の衝突点を軸として、水平方向にどこまでも戦闘を拡大していく。

　そのあとを律りつを乗せて追いながら、フヴェルゲルミルは舌打ちしていた。

　この融合種テインスクヴイルというのは、本当に竜ドラゴンの全力飛行と同じ速度が出せるのだ。どこまで行ってもミーミルは、相手の先に回り込むことができない。異キ形マ生イ物ラの完成型であると、天球儀会ソシエタス・スフアエラが誇るだけのことはあるのだ。恐ろしく性能が高い。

　フヴェルゲルミルは何とか追いつき、後方からミーミルに問う。

「一体どういうつもりなのか!?」

　空間の取り合い競り合いを繰り広げながら、ミーミルは片目だけちらりとフヴェルゲルミルを見て言う。

「この戦いの勝敗は――」

　言いながらためらい、しかし純白のミーミルは言った。

「この戦いの勝利は我が贖しよく罪ざいとなる。私が表に立たずとも立たつ木きヒロが戦えるのなら、それも良いかと思った。しかし――」

　言葉を切る。

「……楽に勝って終われる戦いではないと、分かっていたはずなのだ。それでも丸投げにしてそれでお終しまいであると、なぜか考えていた。今さら私がどの面を下げて、守護者を気取る。しかし勝たなければならない戦いである。同時に負けるのが分かっている戦いでもある。その狭はざ間まにあってどうするべきか、私はそれが決められなかったのだと気づいた」

「結論は？」

「それでも勝利にかける。勝利に全すべてを託す！」

「まだ勝ちに行こうというのか。ならば――」

　フヴェルゲルミルは首をひねって視線を上げ、背後の律りつと視線を交わす。

　ミーミルはヒロたちのためにまだできることがあって、ここへ来ているのだ。

「――ならば律。こんな雑ザ魚コごときとの戦いは、我らが請け負えばいい」

　フヴェルゲルミルの言葉に、律は「はい」と頷うなずいた。この状況での役割分担は、単純だった。全くミーミルと同じように、フヴェルゲルミルと律は融合種テインスクヴイルに真まっ直すぐ突っこんだ。

　これを一いつ旦たんは障壁フイールドで弾はじいた融合種テインスクヴイルは、うるさげに指で魔法陣を描く。空中に浮かぶその図形に従い『純炎の光』が律たちを襲った。

　この強烈な攻撃に対して、律がマーメットで防御する。熱を分散させることだけを目的に大量投入されたマーメットは、盾の形をした陣形から、まるで雲のようにどこまでも大きく膨らんでいく。熱の拡散に逆らわず均一に体積を膨らまし、エネルギーをやり過ごしているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ただそうは言っても、その膨張には際限がない。律りつは現在出現させうる最大限のマーメットを、全すべてこの一発を防ぐために投入していた。入道雲を横にしたような異様な存在が夏の空に出現し、どこまでもどこまでも膨れあがっていく。

　その異様な有様に融合種テインスクヴイルが気を取られている間に、ミーミルはついに敵を突破した。慌あわてて融合種テインスクヴイルはそのあとを追う。しかし。

　マーメットの雲の向こうにいたはずのフヴェルゲルミルが何もない空間から飛び出した。その背には空間を割った律が、神剣アレイオンを構えたまま立つ。

『させるかッ！　お前の相手はコッチだ!!』

　師弟同時の叫びとともに、フヴェルゲルミルの頭突きが、融合種テインスクヴイルに炸さく裂れつした。



　麻あさ奈なの声が止やむ。しかしヒロは為なす術すべもなく、そこに立っている以外なかった。

　実際のところ、ヒロの方はどうにか無事だったのだ。体中に打ちつけられた痛みはあるが、それはまだ感じ、耐えることのできる痛みだった。

　身体からだを覆う獣の毛のごとく変化した服に、ヒロは完全に衝撃から守られていた。外見は獣のようなこの姿が、頑丈な鎧よろいに覆われた姿である事実に間違いはない。

　ただしそれが、今は枷かせとなっていた。はっきり言えばヒロは今、指先一つ身動きが取れない。ヒロの身を守った特殊な衣料繊維はワイヤーロープのような硬さのまま、びくともしなくなっていた。

　おそらく戦術装束メイルド・フイストで覆われたこの身体は、カドゥケウス伝令使の杖の力でコントロールされていたのだろう。その肝心の神器が、先ほどの攻撃を受けたショックなのか作動停止してしまっている。

　麻奈はすぐ背後にいる。それは分かっていた。手の届く距離だ。外に連れ出して、治療を受けさせれば助かるかもしれないのだ。だが打つ手がない。

　――身動きさえ取れれば。

『しかし、いよいよそこまでだな』

　無様なヒロの有様を嘲あざけるように、高く狭い空間の中に、マグナ・マーテルの声が反響とともに響き渡る。その竜ドラゴンの前にはすでに発動寸前の氷雪魔法陣がある。

「ま、だだ……」

　言い返すヒロの声は、それさえも掠かすれて不自由だった。口が開かないばかりか、上半身を押さえつけられている感じで深く息を吸い込めない。もはや声を出すため自由に動くのは、舌先だけだった。

『やはり意識はあるようだな。だが言葉にすら不自由する身でよくも言う。まあ不十分な魔法、出で来き損そこないの呪じゆ文もんに命運を託した結果だ』

「……違う」

『違うものか。手間をかけた割に大した威力もない。全くの自己満足の産物だ。結果がこの苦しみ。だが私が今、それも終わりにしてやろう。もとより魔法とはこのように、単純な方法でやるものこそ強い。――今度こそは完全に、お終しまいだ』

　言う間にもマグナ・マーテルの魔法陣が変化を始めた。輝きの増大とともに、カサカサと小さく大勢のものが這はいずるような音が立つ。

　――何が？

　そのヒロの疑問は、すぐに結論が出た。マグナ・マーテルを中心に、周囲一面が真っ白に変色している。すごい勢いで霜が下りているのだ。

　竜ドラゴンは、脚あしの一本を一振りする。全く造作もない動作。だが氷粒を纏まとった死の風が、ヒロたちに向けて撃ち出された。攻撃自体は可視不可能だが、周囲は液化した空気のもやがまとわりつく。

『砕けるがいい。――もっともこれは慈悲だと思ってもらおう。死んだことにも気づかないまま、凍ってバラバラになれ』

「どうかな！」

　飛び込んできた純白の竜ドラゴンが、反対側の壁にぶつかった。そのまま落ちて腹から床に墜落、苦く悶もんの声を上げる間もないが、とにかく口から『竜ドラゴンの純炎』を吐いた。

　攻撃への介入タイミングはギリギリ、その作用する点もわずかに一点だった。一つの光の束となっていたミーミルの炎は、相手の魔法の中で炸さく裂れつした。

　その炸裂した位置から円えん錐すい型にだけ効果の範囲を示し、間一髪でヒロたちへの直撃を避よけさせる。代わりに周囲は、マグナ・マーテルの魔法をもろに食らう。極限の冷気に晒さらされた壁や床は、ボロボロになって崩れ落ちる。棺車カタフアルクの外壁に、またしても大穴があいた。そのさらに外側に、遅れて真っ白な霜を降らせる。

　どうにか間に合ったミーミルに、マグナ・マーテルは不快そうに唸うなった。

『つくづく興を削そぐ連中だな、お前たち竜ドラゴンというのは。十二年前と同じように船に突っ込んできて、再び私の前に現れる。そして敗れて叩たたきだされて、地へと落ちて無力な人間を殺すのだろう？　――また十二年前の過あやまちを十二年前と同じ方法で犯しに来たのか、人間殺しのミーミル？』

「だがしかし、他ほかに償つぐなう術すべを知らぬ！」

『その無知ゆえ道を誤るのだ。無能め』

　小こ馬ば鹿かにするマグナ・マーテルに、ミーミルは怒りで喉のどの底を唸らせながら立ち上がる。

「……当然のように生み出し、当然のように殺すお前などに、私の十二年が分かるか!?」

『耳目を塞ふさぎ、絶望に耐えるだけの十二年か？　知るかそのようなもの――』

　マグナ・マーテルは笑い侮蔑する。

『お前は自分が可哀想かわいそうなだけだ。そして、何もしなかったわけではないという、ごく消極的な誤ご魔ま化かしがほしくてここに来た』

「違う――！　我々の勝利のために来たのだ。お前に勝つぞ!!　再起し使命を果たせ。案内人の杖つえ！」

　ミーミルの声自体が魔力を帯びる。システムがダウンしていたカドゥケウス伝令使の杖は一気に再起動に入った。ヒロは身体からだが動くようになると、すぐさま振り向いて倒れた麻あさ奈なの元へと駆け寄る。

「真ま名な辺べさん！」

　先ほど吹き飛ばされボロボロになった麻奈を抱えると同時に、ミーミルが鋭く「こちらへ」と言った。もちろんすぐさまヒロは従う。

「そこへ横に。少し荒療治になるが――」

　ミーミルの方は手を伸ばして散乱していた麻奈の『軸じく匣ばこ』を一つを手に取った。その中の棒状生存物質エレメントを、竜ドラゴンの大きな手で器用に取り出し、縦方向に割る。

　長い生存物質エレメントの針が六本。それを麻奈の胸・腹・手足にと、順に刺していく。麻奈は「んっ」と途端に苦く悶もんの息を漏らしたが、次の瞬間にはその突き立てられた針が、飴のようにやわらかく身体に溶けていく。

　この一連の作業で麻奈は意識を取り戻し、どんよりと濁った目をヒロに向けた。さすがにまだ口は利けないようだったが、見る間に傷は治り、塞がっていく。

「こちらはこれで、回復する。それよりも立たつ木きヒロ、お前の方が何とも酷ひどい有様だな。私はもう少し、別の力を与えたつもりだったのだが」

「別の……？」

　ああ、とミーミルは頷うなずく。

「その獣の姿は、魔術的な能率低下を引き起こしている。お前が屈折した思いで戦っているから、そんな獣のような姿になってしまったのだ。いいか、難しく考えるな。単純に目的へと向かう、嘘うそ偽りない意志があればよい。そうすれば全すべては、こめられた意図の通りになる」

　――ならばもう大丈夫だと、ヒロは思う。

　自分が何をやって何ができなかったのかは、もうすでに自覚した。そして麻奈とは、分かり合えた。

「俺おれがやり直すために、何が必要です？」

「カドゥケウス伝令使の杖は再び戦術装束メイルド・フイストの形態を動かそうとする。その時にずっと、今の意志を保もち続けること」

『ゴチャゴチャと！　小細工の相談なら戦う前に終えておけ!!』

　マグナ・マーテルは不愉快というように叫び、尖とがった爪つめの小さな脚あしを、まるで鞭むちのようにヒロたちの方へ振るった。

　もちろんこれを小さくと感じるのは、マグナ・マーテル本体と比較するからだ。実際には丸太のように太い脚が、見上げるような高さでしなると振り下ろされてくる。

「動けるなら！」

　それを一本角と化したカドゥケウス伝令使の杖で、ヒロは受けようとした。しかしマグナ・マーテルの攻撃は、直前でその切っ先をかわす。

「何――！」

　驚くヒロの視線の向こうで、マグナ・マーテルは巨大な口で邪悪に笑った。この攻撃の狙ねらいは狡猾だ。最初からヒロではなく、無防備な麻あさ奈なとミーミルを狙っていたのだ。

「そんなことはさせない！」

　叫びと同時に、体中を覆う細切れになった戦術装束メイルド・フイストの中から再構成された大きな腕が伸びた。マグナ・マーテルの脚を掴つかむと腕下に挟み込むようにして、完全に止める。攻撃を押しとどめた。

『何だ』

　ヒロの背中から生えた、もう一本の大きな腕。その機能的な構造は、律りつの千ち早はや城じようのものだった。すぐさまもう一本が同じく背中側に生えて、先に生えた片方の腕を助ける。

『元の形に戻っただけか。だがその程度が今さらどうだというのだ!!』

　さらなる力で捕まった脚を押しきろうとするマグナ・マーテルに、ヒロはズルズルと身体からだごと後方へ押しやられていく。

　しかし踏み止まれないヒロの足下に現れたのは、今度は麻奈の飯いい綱づなの足だった。両方が布きれの中から再構成され、その場の床に爪を引っ立てる。後ろに押し流されていたヒロは、その場で完全に停止した。

「こんなことが……」

　言ってヒロは、喉のど元もとを右手で押さえた。普通に喋しやべることができる。いや手もそうだ。これまでカドゥケウス伝令使の杖を構えて固定されていた右腕が、自由に動く。もはや体中を覆っていた布きれは、すっかり取り払われていた。

　ヒロが元々つけていたラタトスクも最初の姿に戻り、上半身の千早城と両足の飯綱を強固に結合して支えていた。今やヒロの身体のもう一回り外側に新たな『人の型』があって、マグナ・マーテルの攻撃を食い止めている。

「その姿こそが『正しく人のかたちアダム・カドモン』」

　呆ぼう然ぜんとするヒロに、ミーミルが声をかけた。

「ぼやぼやとせず反撃しろ。相手もいつまでも、待ってくれるものではない」

　それは分かっているのだが、ヒロは攻撃に移ることをためらう。

　いま戦う敵は、単純に攻撃していい相手でもないのだ。攻撃すればマグナ・マーテルは魅了キヤプテイブ・ブラストを発動する。これに麻あさ奈なやミーミルは巻きこまれる。効いてしまう。

　そんなヒロに、信頼のこもる声で、ミーミルは力強く言った。

「大丈夫だ、やれ！」

「――分かりました」

　頷うなずいてすぐさま、ヒロは戦術装束メイルド・フイストで押さえたマグナ・マーテルの腕を、思いきり締め上げた。マグナ・マーテルの長い足は、石のようになって粉々に砕ける。完全に折れた。

『よくも――！！！！』

　恐れた通り、マグナ・マーテルは魅了キヤプテイブ・ブラストを放はなった。それはヒロだけでなく、この場のミーミルと麻奈をも巻きこむ。だがそれを受け止められると、ヒロは直前で直感的に思った。

　二人の前に立ち塞ふさがると同時に、両腕を広げる。衝撃としか呼びようのないものが通過していった。

　確かにそれは、マグナ・マーテルによる人に残酷な夢を見せる罠わなだ。だが今回はヒロの身には何も起きない。平常心を保ち、現実の目の前の世界を見ている。それどころか、その後方にかばった麻奈やミーミルたちまでもが守られた。

「そうか、こいつが――」

　ヒロは納得してそう口の中で呟つぶやく。

　新たに人型となった戦術装束メイルド・フイストは、ヒロの依より代しろとなって、身代わりとなったのだ。もっとも善と悪を知らないこの人型には、罪の魅了キヤプテイブ・ブラストは何の効果も及ぼさない。

　ゆえにこれを盾として、ヒロは善と悪を知る者の使命を遂行すればいい。

　ミーミルはその姿に、力強く言った。

「そうだ、立たつ木きヒロ。お前はもはや囚とらわれることなく、全すべての力を引き出すことが可能となった。あとは思うように行け」

『黙るがいい！』

　怒声とともに、マグナ・マーテルの爪つめが棘とげのように生えた長い手足が、何本も束になってミーミルを襲う。それを軽快にかわしながら、天てん龍りゆうミーミルは炎を吐いて反撃する。

　しかしすぐに、その作業が追いつかなくなる。ヒロも助けにはいるが、間に合わない。一発、二発の直撃を受けたかと思うと、あとは怒ど濤とうのように続けざまに攻撃を食らい、棺室の壁に大穴を開け吹き飛ぶ。

「ミーミルさん！」

「――私の助言すべきことは、もうすでにない！　あとは『お前の魔術師』を連れて行け!!」

　ミーミルは最後に食らったとどめの一撃で棺車カタフアルクの外壁を割り叩たたきだされた。外の空へとはじき飛ばされたミーミルは、親指を立てて船外へと墜落する。

　――これは十二年前と同じ。

　ヒロは思うが表情を引き締める。同じかどうかはヒロ次第だ。あとはもう任されている。

「もうワンチャンスだけ、あるらしいですね……」

　身体からだの回復が済んで起きあがっていた麻あさ奈なが小声で言う。ヒロが振り向くと麻奈はバツの悪そうな表情を浮かべて立ち上がった。

　一方、邪魔なミーミルを追いだしたマグナ・マーテルは、巨体の姿勢を変える。今度はヒロと麻奈に向かって、本格的な攻撃を仕掛けてくる。

「ひとまずこっちに、真ま名な辺べさん！」

　ヒロは『正しく人のかたちアダム・カドモン』の腕を伸ばして、麻奈を軽々と持ち上げた。マグナ・マーテルの攻撃を跳んでかわし、そのまま飛行に移る。だが麻奈は担がれたまま無言である。

「大丈夫？」

　んー、と息をついた麻奈は、パンパンと両りよう頬ほおを叩たたいた。

「駄目ですね。あなたは私にとって、いろいろとこう……ヤヤコシイ人なわけですよ。どこに感情を合わせていけばいいのか、私はまだ迷っている」

「？」

「しかし結局、私はそういうのが面倒臭くなってしまう性分です。だから私は私のようにやるしかない。そしてあなたは王だ」

　そう言っていつものような、見透かした皮肉めいた唇の顔で、麻奈はヒロを見る。

「以降は私が助言役を務めます。手短に行きましょう。……分かっていると思いますが、先ほどと状況は何も変わっていません。私たちの手札は元に戻っただけで、全く増えていない。……同じことをもう一度繰り返すだけなら、今度こそお終しまいですよ」

「分かってる」

「本当ですか？　承知しておいて下さいよ」

　念を押され、ヒロは考える。

　もちろんこれは、ただのやり直しではない。みんなの力をヒロは借りているのだ。

　しかし麻奈にも言われた通り、ヒロの手持ちの道具は増えていない。天てん龍りゆうミーミルの捨て身の行動のおかげで、元に戻っただけだ。やり直しのチャンスは得たが、変えられるのは手順だけである。

　一方、相変わらずマグナ・マーテルは物質的な意味で、強大な存在である。いま目の前に現れている姿など、本当に一部にしか過ぎない。その大部分はおそらく、地の神である秋あき津ず洲しまなどと同じ、幽体空間の中にある。

　しかし――とヒロは、両手にあるカドゥケウス伝令使の杖に目をやる。

　この神器は触れた敵全体を、幽体空間の一地点で固定してしまえる。これはミーミルの一件や百眼の巨人・アルゴスとの戦いで実証済みである。

「マグナ・マーテル全体を一いつ旦たん、幽体空間に隔離する」

　そう宣言した時には、すでにヒロは動いていた。麻あさ奈なは追認する。

「悪くない考えです」

　攻撃を避よけながら、ヒロは一気にマグナ・マーテルの懐ふところへと飛び込んだ。

　もちろん、攻撃の準備はその間も怠らない。右腕後ろに反らしたカドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん柱ちゆうは、カシャカシャカシャカシャと一定音を立てて回っている。その音のたびに螺旋柱の溝は二匹の蛇がうねるように踊った。相手を送りこむ予定の幽体空間を、暗号化して絞り込むのだ。

　すでに位置は、敵本体の真正面。ここまで突然の急接近を考えていなかったマグナ・マーテルは、一瞬だけ対応が遅れる。遅れはするがだからといって、一方的にやられるような甘さはない。あっという間に脚あしの壁をヒロの目前に築く。

「勝負だ！」

　構わず、ヒロはマグナ・マーテルにカドゥケウス伝令使の杖を突き入れる。それをマグナ・マーテルは脚の壁でブロックする。さらに一枚ではなく、いくつもの壁が次々と押し寄せてくる。そして消されると順番を入れ替え、再出現、というプロセスを高速で繰り返す。

　カドゥケウス伝令使の杖に消されるたびに後方へ下げて再出現まで待ち、次の壁として押し出す。そのローテーションでの対応は、まるで波のようだった。ヒロとマグナ・マーテルの間で、実体化と幽体化の力くらべになる。いや確実に量の差で、マグナ・マーテルの方が押し返していた。

「だがこっちもだ！　そのまま行け!!」

　叫んでヒロは、すぐさま左腕のカドゥケウス伝令使の杖も叩たたき込む。左右同時二本を一点に集中して打ち込んだのだ。それによりマグナ・マーテルの顔の前にだけ、小さな穴が開く。

『馬ば鹿かな』

　巨大な竜ドラゴンの顔の眉み間けんに、左右のカドゥケウス伝令使の杖が同時に突き刺さる。そのままマグナ・マーテルは、その巨大な頭から幽体の世界へと消えてしまう。あとの押し合いの勝負は、これで片がついてしまった。

　実体空間でもヒロの位置を一時的に観測することができないマグナ・マーテルは、完全に押し負けた。まず最初に頭部全体が完全に消え、それに付随する胴体、そして多量の脚と、引きずり込まれていくように姿を消していく。

　やがてこの広大な部屋を埋め尽くしていたマグナ・マーテルという存在の全すべてが、完全に消滅した。巨大な敵を実体世界から追い出し、幽体空間の一区画に送りこむことに、ヒロは成功したのだ。

「行こう！」

　主あるじの消えた広大な空間で、ヒロは担いだ麻あさ奈なに手を差し伸べた。協力を求める。

　ヒロ自身にはマグナ・マーテルを倒すための術すべがない。それができる唯一の方法を考えられる者――考えてきた者は、麻奈だけなのだ。

　麻奈は、ヒロの求めに応じる。

「行きましょう」

　ヒロは左右の腕につけたまま、カドゥケウス伝令使の杖をかかげた。それにより、ヒロたち自身も消えたマグナ・マーテルを追うように、幽体化していく。

　狂った母、狂った王をその座から引きずり下ろす最後の決戦が始まる。



　周囲の風景は、灰色の泥の液体の流れのようだった。縞しま模も様ようの木目のような風景が、遠近感のないゆっくりさで後方へと向かっていく。

『正しく人のかたちアダム・カドモン』に身を包んだヒロは、麻奈を抱えて幽体空間の移動中だった。もっとも移動といっても、ヒロたちの位置は三次元的には変わっていない。ややこしい話だが、ここはまだ先ほど戦っていたⅠ号船プライマスの中と位置的には同じだった。幽体軸方向の座標上だけを移動している。もっとも普通の距離移動と変わらず、時間はかかる。

　もっともヒロの方はこの間にも、頭の中に次から次へと不安の種が浮かび上がっていた。

　例えばこれからの幽体空間内での戦闘には、制限時間がある。

　おそらくマグナ・マーテルが幽体空間へ留とどまるのは、時間にして十五分ほどだ。カドゥケウス伝令使の杖がそう算出している。

　この時間を過ぎれば、マグナ・マーテルはカドゥケウス伝令使の杖側の拘束を破って、幽体空間内を再び自由に移動し始める。おそらくは自分の身体からだの存在位置をバラバラに配置し直し、またしても一部だけを地上で活動させるモードに入るだろう。そうなればヒロの企たくらみは、全すべて失敗したのだということになる。

　おまけにヒロの今回の攻撃は、不意をうてたから成功したようなものだ。しかしもう一度はやらせてくれるとは思えない。次はないのだ。

　そうヒロが緊張する一方で、麻奈の方は何やら、後ろで勝手にモゾモゾしている。

「どうしたの、真ま名な辺べさん？」

「いえ、大したことでは……。先ほど言った話です。私は助言役ですからね。飯いい綱づなの隠し機能がまだ使えるか、少しチェックをしています」

「飯綱の隠し機能？」

　意外そうに訊きくヒロに、麻奈は「ええ」と頷うなずいた。

「目くらましが目的の下らない仕掛けですが、いろいろ仕込んであるんですよ。フリーで魔法使いをやっていると、用心が必要なのでね。どうやら私の飯綱の機能も、この『正しく人のかたちアダム・カドモン』に組み替えられた状態ではまだ使用できるようです」

「そうなんだ……」

　納得しているうちに、ヒロたちの周囲の変化は一定化して完全に止まった。

　一面、夜空の星の世界。

　ミーミルの居城に近い雰囲気だったが地面はない。ともあれヒロたちは幽体空間内の、目的地にたどり着いたのだ。

　そのまま宙に放ほうり出されたかのような感触があり、ヒロたちは浮遊する。

　麻あさ奈なは言った。

「幽体空間での身の御し方ですが、ここでは重力はありますが空気はありません。『正しく人のかたちアダム・カドモン』の障壁フイールドで保持されているだけですから、注意して下さい」

「重力も感じないけど」

「自由落下中です」

「ああこれ、そうなの？　そうなんだ……!?」

　自分はいま墜落しているのだという事実に、ヒロは焦りを感じる。しかし周りに比較となるものがないので、速度を感じないのだ。いや、周囲を捜すと一つだけある。

「何なの、あの光ってるのは？」

　落下するヒロたちの隣には、途切れ途切れとなった一続きの光がある。それはヒロたちから見れば静止しているように見えていた。動いていない。しかしそうではないのだ。これも一緒になって落下中らしい。

「危険なものではありませんよ。触れてみて下さい」

　麻奈はそう言って、ヒロに『正しく人のかたちアダム・カドモン』の腕を伸ばしてみるよう指示する。障壁フイールドの外の光の筋に触れた手が何かを掴つかんだ。それを引っ込めて見てみると、生存物質エレメントの大きな塊がある。

　手を離せないヒロの代わりに、麻奈がそれを自分の手に取った。

　発光する虹にじ色いろの結晶質の石は、サッカーボールほどもある。今まで見たどの生存物質エレメントよりも大きくて、それでいて一番澄んでいる。

「この光の道は、マグナ・マーテルの地上に出た身体からだの一部だったものですよ。逃亡とともに切り離しているわけです」

「っていうことは――」

　そう言うヒロは、頭の真上の星空は、実は所々が輝く巨大な物体の黒い影であることに気がついた。長い生存物質エレメントの輝く道が続く先である。そこに、巨大なマグナ・マーテルの本体が見えているのだ。

　全すべての生存物質エレメント塊もヒロたちも、そこに向かって落ちていく。重力にひかれている。

「本当に地球ってことなんだ」

「正確にはその芯しんですね」

　ヒロは体の向きを落下方向に向ける。目の前の巨大な球体は全体が輝いて、火のついた炭のようにボゥッとした明かりが均一にある。

　その表面にはよく見ると、地平の彼方かなたまで、ちょうど竹たけ籠かごのような隙すき間まがあった。幾何学的な八角形の穴と運河のようなパターンが、全体を覆い尽くしている。

　――この全すべてが、マグナ・マーテルという集合体そのもの。

「あの中に行きます」

　突然麻あさ奈なはボソリと言った。

「これだけの大きさです。表面を攻撃してもほとんど効果はないでしょう。ですから内部まで降下して、中心部に直接、こちらの攻撃を当てます」

「うん、分かった」

　ヒロは頷うなずいた。麻奈がそうしなければならないと言うのなら、ヒロとしてはやるだけだった。隙間からの突入自体は、大した問題ではない。

　ヒロはカドゥケウス伝令使の杖で駆動をかけ、一いつ旦たん方向を修正した。そして目標に向けて再加速に入る。あとは行くだけだ。

「しかし攻撃方法は――どうしましょうか」

　運ばれながら、麻奈は考えこむように言う。ヒロとしては今さらそのことで麻奈が悩むのは分からない。

「どうかしたの？」

「先ほどの私の攻撃、マグナ・マーテルは術を『相殺』しましたよね……」

　麻奈が言う。ヒロは頷いた。

「確かにそうだったね。あれだけの攻撃でも通じてない。だから自信がない？」

「いえ、そうではなくて。その身で受けたのではなく、あくまで相殺したのだということです。実は本体に当たれば、かなりの効果があるのかもしれない」

「本体に当たれば？　――つまり威力の問題じゃないってこと？」

「威力と言ってもマグナ・マーテルというのは、一撃で倒せる相手ではありません。魔術どころか、人類の保有する兵器では破壊は不可能な大きさですね」

　それはそうだとヒロも思う。惑星規模のサイズなのだ。

「第一、俺おれたちが破壊してしまうわけにもいかないしね。でもじゃあ、弱点とかは叩たたけないの？」

「そういうものも、存在しないでしょう。マグナ・マーテルは均質な存在なので、例えば半分に砕けても、機能し続けられる」

「だったら倒せなくない？」

「いえこの均質さがキーなんです。増殖分裂型の呪じゆ文もんをたたき込める。私が撃ったのも、言ってみれば『生存物質エレメントから発する生存物質エレメントの自壊呪文』なんですよ。転写式の増幅魔法陣になります」

「えっと、どういうこと？」

「いいですか？　マグナ・マーテルは、生存物質エレメントの巨大な塊です。そして私が撃とうとした呪じゆ文もんは、生存物質エレメントに当たるとそれを破壊しながら、全く同じ呪文を六個分複製して、六方向に撃ち出します。これがさらにどこかに当たれば、また同じことが起きます」

「ねずみ算式に増えるっていうこと？」

　ええ、と麻あさ奈なは頷うなずいた。

「そこに特化しました。悪性のウイルスのようなものです。魔法の一発自体は大したことはありませんが、何億何兆という同じ呪文がマグナ・マーテルの中を飛び交えば、全体としてとんでもない威力になる」

「それで自壊に追い込むってことなんだ」

「ひとまずそういうことです。――おそらくこの先どんなに時代と技術と魔法が進んでも、この増殖方式でしかマグナ・マーテルは倒せないでしょう。ただ、私の術が効くかはどうですかね。マグナ・マーテルは驚くほどあっさりと、私の技を相殺してしまった。あそこまで軽々とやられると、一いつ旦たん増殖が軌道に乗っても、いつか全すべて打ち消されてしまうかもしれません」

　そう言われると確かにヒロも、確信は持てなかった。何せ相手は、こちらの常識で能力を判断できる存在ではない。

「そもそも先ほどマグナ・マーテルが相殺したから効くのではないか？　というのは私の都合のいい推理です。実のところは、身に受けるのが煩わずらわしかっただけかもしれない」

「いやでも。多分、大丈夫だよ」

「大丈夫じゃありませんよ。根拠のない気休めに、全てを委ねるわけにはいかない」

「うん。でもそれって真ま名な辺べさんが、十二年かけて開発した魔法なんでしょ？　なのに最高の一撃とは言い切れないものなの？」

「……そんなわけがないでしょう。私ができる最善を尽くしています」

「うん俺おれも、十二年かけてこの状況まで持ち込んだわけだ」

　ヒロは言って、『正しく人のかたちアダム・カドモン』の肩に担いでいる麻奈を見上げた。

「そういうものは、必ず効くと思わない？」

「……他ほかに手はないのだから、こんなところまで来てグダグダ言うなと？」

「いやそうじゃなくてさ。この世界の魔術によって、かけた思いと時間が保証される完かん璧ぺき、みたいな？」

　ヒロも言っていて、よく分からない。憶おぼえていない。

　だが子供のころに鏡像国家の中で見たデータの中に、そんな魔術の儀式があった。だからそれを実行しようと、自分は考えたような記憶がある。十二年をかけて、この一瞬の意志の成功を念じる。

　だからヒロは、全すべてを忘れても麻あさ奈なのことは忘れなかった。再会した。今、勝つためだ。ただそのためだけの、時間で積み立てた魔法。

「……そういうことに、しておきますか」

「でも今回は、『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』がないけど、それは大丈夫なの？」

「ええ。それは現地調達ですよ」

　麻奈は薄く笑い、自信ありげに答える。

「先ほども言いましたが、目の前にあるマグナ・マーテルの身体からだは、全て生存物質エレメントの塊です。だからこそ、詠唱もなくいきなり思った通りの魔法を瞬時に放はなつことができる。逆に私の呪じゆ文もんはそもそも、そのことがキーになっている」

「うん……？」

「つまり多量の生存物質エレメントというのは、全てが完全にマグナ・マーテルの制御下にあるわけではありません。私たちもまた利用することができるんです。魔術的に操作することが可能なわけで」

「つまり敵の身体そのものを使って、魔法を撃つことができるってこと？」

「ええ。一時的になら、こちらが支配権を取れる」

「でもだからこそ向こうも、同じことができるんだよね。また相殺されたりした場合は？」

「それも考えてありますよ。あとは速度勝負ですね」

『無意味な企たくらみだ。まだ続けるのか』

　そう二人の会話に割り込む女性の声がある。マグナ・マーテルでしかありえない声の主ぬしは、何もない空中に人の姿のイメージで現れた。

　その現在の姿は、ヒロの母のようでも霜そう夜やのようでもない。木肌の髪の色をした乙女であり、純白な涼やかな衣装を緩ゆるやかに身に纏まとっている。

「木星ユピテル――」

　そう麻奈が呻うめく。おそらく天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさとしての格好がこれなのだろうと、ヒロは想像する。ただ今の彼女の姿は魔術師の不健康なローブ姿ではない。女神としての、神こう々ごうしささえをも感じさせている。

　直後、ヒロたちはマグナ・マーテルと思われる天体の内部に突入した。

　そこは穏やかな蝋燭ろうそくのような光で隙すき間まなく照らされた、暗くもなく明るくもない通路になっている。ただしその通路の大きさも、想像を大きく上回っていた。

　外からは小さな隙間のように見えていたが、高さと幅が２kmキロほどある直線の通路だ。壁はなく、代わりに巨大な梁はりや柱が、八角形に整然と組み上げられている。そのトンネルのような通路の先は、奥に行くほど明るく輝いている。

『わざわざ出向いて袋の鼠ねずみになりに来るとは。お前たちのやることは、つくづくはかりがたい』

　心の底から吐き捨てるように、憎悪をこめてマグナ・マーテルは言う。しかしヒロとしては、もう言い返すことは一つしかなかった。

「あなたは確かに母なのだが、倒さなければならない」

『できてから言うことだ。その不ふ遜そんを、死をもって思い知れ。愚かな失敗作たち！』

　マグナ・マーテルが突きつけた指先、それが指示であるかのように、通路の壁から光の糸が幾本もヒロたちに向けて放はなたれる。

　――追ってくる、避よけられない。

　ヒロが反応するより速く、攻撃は『正しく人のかたちアダム・カドモン』を襲う。しかし弾はじかれたように、光の糸は直前で屈折した。見えない壁のようなものが、ヒロたちを守った。

「助かった……？」

「『正しく人のかたちアダム・カドモン』の障壁フイールドですね。ただいつまでも保もたない。ちゃんと避けてください」

　麻あさ奈なの苦言は容赦がない。それはそうである。ヒロは慌あわてて回避の行動を行う。

「でも、あの人が魔法を撃つの？」

「そういう風に、あなたからは見える。ですから一応、意識して下さい。この女性の形が、巨大なマグナ・マーテルの意識の焦点です。言ってみれば砲台であり観測機だ。あそこで見られて、あそこから攻撃が来る」

「さっきの竜ドラゴンの姿にくらべれば、ものすごく小さい？」

　ヒロは言うが、麻奈は横に首を振る。

「洗練されただけですよ。ここはもう敵の中枢です。力押しをする段階ではないというだけのことですよ」

　それは、麻奈の言う通りだった。すぐさま、より本格的な攻撃が始まる。魔法の光を宿した太い光の柱が、全すべての方角からヒロに向かって降ってくる。ヒロはすぐさま回避移動に集中した。

　しかしマグナ・マーテルの方は、これでは捕らえきれないと思ったらしい。次に分裂した光の雨を降らせた。カバーしている範囲が広く、これは避けきれない。

「弾いて下さい。障壁フイールドでは守りきれない」

「弾くって――」

　言われるまでもなくまずい感じはヒロもする。

　――盾のイメージ。

　ヒロがそれを考え集中すると、カドゥケウス伝令使の杖はいま可能な防御の形を、提案してヒロに送り返す。ヒロは左右の腕の螺ら旋せん柱ちゆうを組み合わせるように構える。これに対して『正しく人のかたちアダム・カドモン』の両腕についた籠こ手てが、これを受けるように移動する。

　二つが組み合わさり×の字型に配置された螺ら旋せん柱ちゆうが、魔法の攻撃を弾はじく。一見何とかなるように思えたが、まともな使い方ではない。どんどんと押し戻される。

「あくまでここより先には進ませないという気らしいですね」

　麻あさ奈なは唸うなるように言った。

「仕方がない、ここで儀式を実行しましょう。私は下ります」

「下りるって――」

　振り回されっぱなしのヒロが言うより早く、麻奈は『正しく人のかたちアダム・カドモン』から手を離している。そして宙に浮いた麻奈の身体からだをグルリと一周覆うようにして、魔法円が浮かび上がり、麻奈はその空中で完全に静止した。ヒロはその隣につく。

「大丈夫なの？」

「この魔法円にも防御効果はあります。しかし詠唱中は無防備です。防御をがんばってもらえれば、それだけ助かりますよ」

「そういう大事なことは、先に言おうよ」

　軽口のように答えて、ヒロはすぐさま麻奈の防御に回る。言われなくても、それはここまで来たヒロの役目だ。

　そして魔法円に守られた麻奈は唱える。

「獣と家畜と王たる人dies Saturni。魚と鳥dies Veneris。太陽と月と星dies Iovis。大地と海と植物dies Mercurii。天空dies Martis。――昼と夜dies Lunae！」

　麻奈が呪じゆ文もんを唱えるとともに、今回は周囲の通路の壁六方向が、強引に無理矢理もぎ取られた。

　そのごっそりと削けずれた生存物質エレメントがそのまま、六本の石柱の列となった。

『壊すな！　勝手なことをしてくれる――！』

　怒るマグナ・マーテルの攻撃は、術の間は身動きの取れない麻奈に集中する。これは当然のことなので、ヒロが麻奈をマグナ・マーテルの攻撃から守るように動く。

　円形の石柱列が魔法陣となるプロセスも、順調に進んでいった。おまけに先ほどの魔法陣にくらべ、規模も大きさも桁けた違ちがいである。これならば確かに、中心まで撃ち貫くことが可能だろう。

　だが干渉しようとする領域が大きくなった結果だろうか。そうヒロは思う。麻奈はこの呪文をもてあましているように見えた。

『無駄なあがきだ』

　馬ば鹿かにするマグナ・マーテルに、呪文に集中する麻奈は無表情のまま答えた。

「いやあなたは、この魔法を恐れている」

『ならばやってみろ！』

　叫ぶマグナ・マーテルから目を背けた麻奈は、ヒロを見下ろして静かに言った。

「……もういいですよ」

　何を言って――と目を見開き、ヒロは言い返した。

「もういいって、どういう意味だよ！」

「終わりということです。――これで全すべてお終しまいだ、マグナ・マーテル！」

　麻あさ奈なの背後で、巨大な石柱が六ろく芒ぼう星せいの形に組み合わさる。形状の洗練されきっていない生存物質エレメントの塊は、削けずれて周囲に小石をまき散らす。しかしそれでも全てが連動し、巨大な魔法を発動する。

　光の柱がこの広大な通路の先、マグナ・マーテル中心部へ向けて発射される。だが。

『終わるものか！　何度やっても同じだ!!』

　こちらも瀬戸際である。マグナ・マーテルの側はより巨大な全く同じ石の六芒星を作った。その照準は精密で、麻奈の攻撃を相殺しながらさらに攻撃も加えるべく、発射される。

　両者のぶつかり合った結果はあっさりしていた。

　今度も麻奈の攻撃は押し戻され、麻奈のいた場所は石柱の六芒星ごと消し飛ぶ。光の奔流に晒さらされる。

「真ま名な辺べさん!!」

　狂乱さえ混じるヒロの声をバックに、マグナ・マーテルは苦々しげに言った。

『思い知るがいい。これが母なる神に逆らう者の末路だ。しばし己の未熟な魔術に、身体からだを焼かれて苦しむがいい』

　麻奈の影は光の中で、もう最後の言葉さえ発することができず、よじれる。

　しかし一方のヒロはその光景を見向きもせず、通路のさらに奥へと加速した。今まさに死なんとする麻奈を、ヒロはあっさりと見捨てたのだ。

『……何だと？』

　この反応が、マグナ・マーテルには分からない。もちろん自分の身体の中である。さらに侵入するヒロの動きはフォローできている。いつでも追える。しかしこの状況のどこに焦点を合わせればいいのか、すぐに決定できない。

　そうこうしているうちに、ネタは割れる。

　麻奈の周囲にあった防御の魔法円が途切れるとともに、吹き飛ばされた。そして次の瞬間、麻奈の姿は布きれに変わったのだ。それで全てを悟った。魔法円が防御していたのは、魔法からではない。敵の正確な観測からだったのだ。この間、わずか数秒のことである。麻奈の偽物の何もかもが、そのまま吹っ飛んだ。

　この時点ですぐさま、マグナ・マーテルは全視点をヒロと『正しく人のかたちアダム・カドモン』に注いだ。

　いつの間にかその右足――麻奈の飯いい綱づなで構成されていた脚あしの膝ひざから下がなくなっている。この自由に動く布が、麻奈に擬態した人形だったのだ。戦術装束メイルド・フイストの一部だ。

　そして麻奈自身は、飯綱の左足側の空洞部分から這はい出てくる。当たり前だが、五体無事である。そしてこれも魔術的に防御されていたため、マグナ・マーテルには透過できなかった。宙に浮いて出てくるのに苦労している麻あさ奈なを、ヒロが助けて呆あきれた声で言った。

「……ノリノリだよね、真ま名な辺べさん」

「まあ、チョロいもんですよ」

　そうつまらなそうに言って、麻奈は笑う。

　この時点ですでに追いついていたマグナ・マーテルの視点――木星ユピテルの乙女の姿は、麻奈の手の中にとんでもないものを見つけた。

　今まで麻奈が散々撃ってきた魔法陣。そのヘキサグラムを二十面体の頂点を得るよう立体的に組み合わされた、星座投影機プラネタリウム方式の全方位射出型である。

　大きさは小さいが、これを発動すれば最初から十二方向に、十二個の転写増殖型魔法が発射されてしまう。

『いつの間にそんなものを』

　呻うめくマグナ・マーテルに、麻奈はつまらなそうに言う。

「先ほど拾った生存物質エレメントを、急いで精製して加工したんですよ」

「小さいけど、それでいいの？」

　今度はヒロが訊きく。麻奈は鼻で息をついた。

「純度が異様に高いので、この大きさで十分ですよ。洗練されているわけです」

『ふざけるな!!』

　マグナ・マーテルの怒声が重なる。しかし麻奈は冷静に言い返した。

「ふざけてはいませんよ。あくまでこれは、転写・増幅する魔法陣です。どれだけ小さくとも最も増殖効果の見込める場所へ最初の一発を撃ち込めれば、こちらの勝ちですよ」

　マグナ・マーテルはもはや何も言わず、ヒロたちの行く手を妨害する。

　――焦っている？

　驚いたことに、ヒロはそんな感触をマグナ・マーテルの現在の態度から得た。そして麻奈はヒロに言う。

「できるだけ中心で起爆します。行けるところまで急いで」

「そうは言うけど、まだ先はだいぶあるよ？」

　ヒロの答えは、実はあまり正確ではない。この通路の底が見えたことなど、まだ一度もなかった。相当な時間、ただ同じ風景ばかりがずっと続いている。麻奈はヒロに言う。

「この立体魔法陣は、手元を離れて二十秒後に活動を開始します。理想を言えばその時間で、あと３０００kmキロ向こうへ撃ちこみたい。何か方法がありますか？」

　その質問を判断するのはカドゥケウス伝令使の杖の演算能力である。その算出した結果は、『正しく人のかたちアダム・カドモン』での突入では実現不可能な速度であるということだけだった。麻奈が言っているのは、マッハ４５０とか、そういう数字である。単純な投とう擲てきではどうにもならない。

　――ならばどうすればいい？

　その問いの最もシンプルな答えを、カドゥケウス伝令使の杖は用意した。あとは実行するだけだ。

「大丈夫。やってみるよ、真ま名な辺べさん」

　ヒロは『正しく人のかたちアダム・カドモン』の腰の位置にある左右二本ずつの螺ら旋せん柱ちゆうを、連結して一本にした。

　この長い柱を、ヒロ自身がつける握り型の左右の手で右腰部分に構える。続いて『正しく人のかたちアダム・カドモン』の右腕の先の籠こ手てパーツが、この保持に参加する。合計三ヵ所で、長い螺旋柱はしっかりと固定された。

　その上で『正しく人のかたちアダム・カドモン』は、空いた左腕の籠手の手のひらを、麻あさ奈なに向けて差しだす。

「撃ち出すよ。持たせて」

　ヒロの指示に、麻奈は手にした立体魔法陣を籠手に渡した。『正しく人のかたちアダム・カドモン』の左籠手はそれを潰つぶさぬよう持ったまま、螺旋柱に腕をそのままセットする。そして腕の基部を引き抜いた。籠手だけが螺旋柱にセットされた状態となる。

「どうするんです？」

　麻奈の問いに「この方法しかない」とヒロは答えた。カドゥケウス伝令使の杖をそのままカタパルト化して、左籠手ごと麻奈の立体魔法陣を撃ち出すのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　驚いてヒロを見る麻あさ奈なの目の前で、長い螺ら旋せん柱ちゆうが徐々に回り始める。三ヵ所で保持されたその柱の回転は、ヒロが見る最高の速度を叩たたきだす。

「行け！」

　ヒロの声とともに、立体魔法陣を掴つかんだ左籠こ手てが発射された。

『何ということを！』

　撃ち出されたカドゥケウス伝令使の杖の一片と生存物質エレメントの塊を撃ち貫こうと、魔力の光の柱が次々と立つ。しかしそのどれ一つとして、籠手に当たることはなかった。周囲を掠かすめるばかりで、速度に追いつくことができないのだ。

　そして正確に二十秒後。そう計算してヒロが撃ち出したカドゥケウス伝令使の杖の籠手は中心部に達し、星座投影機プラネタリウム型に加工された生存物質エレメントを手放した。

　直後、全方位・十二本の魔法が、周囲に向けて投影される。撃たれた魔法の破壊力自体は、大したことはない。しかしその一つ一つが、マグナ・マーテルにとっては致命的な呪じゆ文もんだ。

『――やめろ！』

　マグナ・マーテルは呻うめく。しかしその声も空むなしく、呪文の一つが最初の生存物質エレメントに当たり、その場で分裂。六つの複製を作り出して、さらに別の方角へ再照射される。

　この複製のうち三つをマグナ・マーテルは相殺呪文ですぐさま打ち消した。しかし残り三つは再び生存物質エレメントに当たり、それぞれが六つに分裂する。もちろんこの間に、他ほかの部分でも同様の反応が起き続けていた。

『収拾をつけられるか……』

　このままでは致命的なことになると、マグナ・マーテルはより集中した状態に入る。女の姿の幻像は、すでに微動だにしない。

　マグナ・マーテルは意識を集め、全体の八割の呪文を一気に相殺して消す。しかしそれでも全すべて消えたわけではない。すぐにまた増える。時間が経過するごとに、マグナ・マーテルの体内を反響する呪文の数は、どんどんと増えていく。

『だがこの程度のものは、何度でも消してやる』

　そのマグナ・マーテルの言葉の通りだった。確かに麻奈の呪文は、反転した呪文をぶつけることにより相殺される。一いつ旦たん増えたあちこちを飛び回る呪文は、どんどんとマグナ・マーテルの手によって消されていく。

　ただ一つでも消し残しがあれば、それはまた新たな魔法陣を生じさせ、別の方面へと反響しながら数を増やしていく。それがまた対抗する魔法陣で消されていく。

　どこまで行っても、きりというものがない。

　だが飛び散り回る麻奈の呪文を見ながらも、マグナ・マーテルはついに笑みを浮かべた。

『お前たちはうまくやったよ。だが、私の勝ちだ。もうすでに、押し返している』

「ええ。こちらでも現在機能している呪じゆ文もんの数は、把握しています。この消化速度ならいずれあなたは追いつきます。最終的にはやはり、あなたが勝つでしょう」

　言いながら、麻あさ奈なは薄く目を細めた。

「――ただし全すべてが終わるまでに、百億年ほどかかりますね。それまであなたは、体内から呪文を駆除する作業に、忙殺されることになる。外への感覚を閉ざし、人の世への干渉ができぬほどに」

『貴様は――！』

「それまでは内への閉じた時間が続く。あなたは封じられた」

　まるでその言葉を追認するかのように、ヒロたちがいる通路の奥の方から、隙すき間まが徐々に閉じていく。柱と柱、梁はりと梁の間隔が、どんどん縮まっていくのだ。

「すぐにここも閉じます。脱出を」

　そう麻奈に言われるまでもなかった。ヒロは直ただちに『正しく人のかたちアダム・カドモン』を反転させ、重力を振りきっての脱出に取りかかる。相当な勢いで上昇しながら、ヒロは麻奈に訊きく。

「今度は一体、何が起こってるの？」

「マグナ・マーテルは大量の相殺処理をこなすために、最適な形へと自己組織化を進めているということです」

　説明を聞く間に通路の柱の間隔はまばらになる。表層が近いということだ。そしてヒロと麻奈は一気に縮み行く巨大通路から外へと飛び出す。

　反転して背後を見ると、マグナ・マーテルという星の姿は一変していた。

　先ほどまでは球体の全体が籠かごのように、巨大な隙間を開けていた。それが全て封をされたかのように、閉じようとしている。

　ヒロたちが出てきた通路の入り口も、閉じようとする巨大な扉のようだった。そしてそこに、人の姿のマグナ・マーテルがいた。彼女はこちら側に出てくる気配はない。己の体の中に、その意識は閉じこめられるのだ。

　――だがヒロたちが倒そうとするのは母なのである。

　その事実に、ヒロは今さら、自分たちがどうしようもなく野蛮なことをしているのではないかという思いに囚とらわれていた。

「何かこれ、駄目なんじゃないか……？」

　本当に最後の最後で、ヒロは説明不能な思いに捕らわれ、マグナ・マーテルの人の姿に向かっていた。

「あなたは、何を――！」

　驚いたように麻奈は言う。だがヒロは気がつけば、大きな扉の向こうへ消えようとする女性の姿に、手を差し伸べてしまっていた。これは強制的な刷りこみによる行動ではない。ヒロはただ一人の存在として、『彼女』と決別してしまうのがいいことなのか迷ったのだ。

　だが麻あさ奈なは厳しく言う。

「勘違いしないで下さい、立たつ木き君。あなたの目の前にいる存在は多くの命を奪い、不幸と悲惨をまき散らす種をばらまいた、そういう存在です。命の親にしてその命を毟むしる女だ」

　麻奈からしてみればヒロのやっていることは危険な行動以外の何物でもない。ほとんど恐怖のように思えるその感じも分かる。事実、ヒロ自身がさんざんに苦しめられ、ようやくここへたどり着いたのではなかったか。

　しかしヒロはそれでも、こうせずにはいられなかった。情けなくも馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だが、そこまでがヒロの限界なのだ。

「この人がいなくなれば、全すべての不幸がなくなるってわけでもない。邪魔だから消えろっていうのは何か野蛮だ」

　そしてマグナ・マーテルの口元は笑っている。ヒロに差し伸べられた手を掴つかむかのように、自分も素早く手を差しだした。

　だが直後に起きたことは、二人の、二種類の人間たちを、それぞれ別の理由で驚かせるものだった。全生命の母は、ヒロの手を小うるさそうに叩はたき、払いのけたのだ。

『何もかもが、お前の手に入るとは思わないことだ。――私はお前が嫌いだ』

　そう厳しい声で、彼女はヒロに言った。

　彼女の開かれた両の目もまた、激しく葛かつ藤とうしていた。厳しく険しい顔だった。

　彼女が行おうとしたのは『守り』であった。そんな彼女に二人は、幾多の生命の代表として決別を申し渡したのだ。『守り』は自分たちにとって害のある存在であると、そう宣言をしたのだ。

　だがヒロたちを待っているのは無明の世界なのである。その厳しさを、ヒロは彼女の目から自覚せざるをえなかった。

「俺おれたちは――」

　ヒロの声をかき消すように、巨大な扉は重い音を世界に響かせ、閉じた。



　幽体空間の灰色に閉ざされた宙を、ヒロと麻奈は漂っていた。漂流している。

　二人の目の前には巨大な球体が、ただ浮かんでいた。表面に何の模様もデコボコもない、ただの青緑色の滑らかな球だ。

　マグナ・マーテルは不活性な生存物質エレメントの塊となってしまったものの、存在自体が消えたわけではない。ものすごく長い冬眠に入った、という表現が正しいのだろう。

　他ほかには星ぐらいしか見えない、ひたすら暗くら闇やみの空間。

　そしてヒロは、本当に大きなため息を一つついた。何か本当に大切なものを失ってしまった気分であり、孤独だった。

　だが得るための戦いである。そしてヒロは勝利を勝ち得たのだ。

「俺おれたちの居場所に戻ろう」

　ようやくそう言ったヒロは、実体空間への帰還をカドゥケウス伝令使の杖に命じる。しかしなぜか、思ったような反応が返ってこない。

「あれ……」

「どうかしましたか？」

　不審げな麻あさ奈なに、ヒロはカドゥケウス伝令使の杖の不調を話す。すぐに麻奈は、状況を理解したようだった。

「ああ……そういうことになりますか」

「そういうことって、どういうこと？　真ま名な辺べさん」

　割と焦っているヒロに対し、麻奈はのんびりとした口調で答える。

「マグナ・マーテルという巨大な生存物質エレメントの塊が地中にあって、私たちの魔法はその影響を色濃く受けていた。これが今までの世界の姿です。しかしそれが、休眠状態に入ってしまった」

「魔法自体がこれからは使えなくなるっていうこと？」

「そうではありませんよ。巨大な生存物質エレメントの塊というのは、まだ世界にいろいろな形で残されているわけですから。ただマグナ・マーテル体制に替わる再構築が行われるまでは、ちょっと不自由になりますよ。少なくとも今すぐに、我々が打てる手だてはないですね」

「……帰れないってこと？」

「そうなりますね」

　麻奈の返答にヒロは大きく息をついた。

「でもまあだったら、俺は待つよ。捜してくれてる人だっていると思うし」

「そうですか」

　気のない風に言った麻奈は、落ち着いている。

　ヒロの方は正直、ちょっと動揺もしていた。

　いまヒロたちのいる空間には、空気がない。『正しく人のかたちアダム・カドモン』の周りは障壁フイールドで守られて空気が保持されているからこそ、今のところは問題がない。しかしそれが有限であることはヒロたちにも分かっている。

　――どれくらい保もつんだろうか。

　そう考えると、喉のどがカラカラになってくる気がする。

　しかし。

　何もないはずの空間で急に何か感じたような気がして、ヒロは周囲を見回した。気のせいではないことを確認する。確かに感覚の変わる方角というのがある。

「……どうかしましたか？」

　目を閉じていた麻奈が、薄目を開けて言う。うん、とヒロは頷うなずいた。

「そっちの方向、何か感じない？　真ま名な辺べさん」

　ヒロが指さした方を、麻あさ奈なは振り向く。そして不可解そうに首をひねった。

「いえ別に。――何です」

「うまく言えないんだけど、例えば太陽の方を向いた時みたいな。何だか温かいっていうかさ」

「太陽、ね」

　麻奈は何もない暗くら闇やみを見て言う。

「私は何も感じませんが」

「大丈夫、多分こちらに呼ばれている」

　確信を持ってヒロは言う。これはヒロと麻奈、二人を迎える光だ。

「大丈夫なんですか？」

「まあ任せておいてよ」

　そう二人で言いあいながら、ヒロは力のないカドゥケウス伝令使の杖の推力で、手探りするように移動を開始した。



　旧東京地点の海上はすでに静かで、夕ゆう闇やみが迫ろうとしていた。

　律りつとフヴェルゲルミルが何とか苦労して融合種テインスクヴイル本体を倒し、それにより戦闘は終結していた。竜ドラゴンや艦艇のうち、すぐさまやるべきことのあるものは、すでに引き上げている。そして、一部の者と何匹かの竜ドラゴンたちは、まだこの海に残っていた。

　天あま城ぎも、わずかに傾きながらも海上にどうにか浮いていた。艦首破損の他ほか、あちこちに攻撃を受けてボロボロになっている。航行能力を失ったために戦いが終わっても自力で帰港できないこの船が、何やら待ち合わせ場所のようになっていた。

　竜ドラゴンのフヴェルゲルミルや随分とケガをしたミーミル。そして律。

　インディペンデンス側からこちらへ移った水星メリクリウスとジョン・Ｑ。

　元から船にいた四し方ほうや喜き連つれ川がわ。出海いずみも手にしたクナイを回して、身体からだを動かしている。暇つぶしの風を装っているが、結局は落ち着かないのだ。

　そんな彼らの真ん中にいるのが、セシリアだった。セシリアはキラキラと輝く、翡ひ翠すいの欠片かけらを見ていた。その反応を見るセシリアには、ヒロたちが今どこにいるのか分かっていた。だからいま彼女は、司祭能力を解放して『幽体下ろしの儀式』を行っている。

　甲板の上に、飛行場の誘導灯のように並べられた何本もの蝋燭ろうそく。そしてセンバスチという名の橙色の花が飾られる。

　その真ん中でセシリアはくるくると回っていた。踊りコンパルサとともに両手の砂袋からは色のついた砂がこぼれ、不思議な円形の砂絵が完成していく。

　これは幽体空間からヒロと麻奈を呼び戻そうとする『祈り』だった。それを周囲は落ち着きなく見ては、邪魔をしないように視線を外す。セシリアの儀式は、彼らにとっては最後の頼みの綱である。誰だれも彼もが魔法の力を一時的に失っており、手が打てない。

　しかしセシリアもまた、魔力が落ちていた。王国の魔力の流れは破は綻たんしており、思った通りの力が出せていない。ただ彼女の目には諦あきらめも絶望もない。ただひたすらに信じ、祈っていた。

　もちろんだからといって、絶望的な状況が変わるわけでもない。

　コネの多い魔術師ジョン・Ｑなどは、先ほどから各所と連絡を取り合っている。しかしさすがにすぐには打つ手もない。他ほかの者も何とかしたいという表情ではあるが、誰もそのための術すべを持たず、諦めのムードが漂い始めていた。

「どうにもならん、か――」

　顔をしかめる喜き連つれ川がわに、水星メリクリウスやジョン・Ｑたち大人おとなは無言。

　律りつや竜ドラゴンたちは相変わらず、専門の者に任せるという様子で遠巻きに見守っている。

　夜が近づいてくる。しばらくすると、海に波が出てきた。いや波は、天あま城ぎを中心に発生している。もっと正確には、セシリアがいる位置だ。

「……何だ？」

　不可解に呟つぶやいたフヴェルゲルミルは、背に乗る律に声もかけないまま、軽く羽ばたいて宙に飛んだ。律は慌あわててバランスを取る。その眼下では確かにセシリアの位置を中心に、海が波立っている。同心円の波紋を、いくつもその外へ向けて発していた。

「本当に、何が」

　律が口にした時だった。セシリアの儀式は、突然に力を発揮し始める。その生み出す魔力光が、薄暗い周囲に向けて光を放はなち始めた。

　同時におぼろげな巨大な手の形が、天城の下から現れて、手のひらを上に空中へと突き出した。その手には儀式を行うセシリアだけが、選別されて乗っかっていた。海の中から現れた何者かは、徐々にその姿をはっきりとさせる。

「秋あき津ず洲しまか！」

　フヴェルゲルミルは竜ドラゴンの飛び交う空から見下ろして、驚いた声を上げる。

　本州の島神・秋あき津ず洲しまは、手の上にセシリアを乗せたまま、掲げて持ち上げようとしている。そして空を昇るほどに、セシリアの儀式は威力を増していくように見えた。

「島の神と直接、魔力ラインの再リンクを行っているのか？」

　起きていることに答えるものはない。ただ言葉での説明よりも、実際に起きていることの方が説明の力を持っていた。セシリアの祈りは突然に具体的な力を持ち、夕映えの空に輝きを放ち始める。生存物質エレメントの集合である神の力添えを得て、儀式が効果を発揮し始めたのだ。

　もっともその上昇速度は竜ドラゴンには速すぎて、すぐに追いつけなくなった。セシリアの姿ははるか高みにあって、律りつにもフヴェルゲルミルにも見えない。そして。

「あと一息――」

　セシリアは呟つぶやく。ヒロが応こたえた感触、そして麻あさ奈なの無事に。

　一心に祈る。

　セシリアは二人の帰る場所を守っていた。そうやってここにいる。そのためにここにいる。役目を果たすのだ。果たされるべき役目に、セシリアは全身全霊をかけていた。

　セシリアのいる場所に、ヒロと麻奈は帰ってくる。三人は家族なのだから。セシリアは孤独ではない、家族を手に入れたのだ。ここに自分たちが選んだ家族、新たな『家』が形作られるのだ。

　完全に高く掲げきった秋あき津ず洲しまの右手の上。そこでセシリアは最後の祈りを捧ささげた。それは魔術の理論にでも神にでもない。ヒロと麻奈という人間にである。

「みんながいるここへ、帰ってきて――！」

　声に応えるように、スコン、と空が抜ける。いや大きな人の形が、黄色と青紫の夏の空に姿を現したのだ。

「やっぱりこっちで合ってるよ、真ま名な辺べさん」

「それはもう分かりましたよ。それより速度が出すぎていませんか？」

「ホントだ、もう地面!?」

　言ったヒロは思わぬ近距離に出現した秋あき津ず洲しまの手に、かなりの速度で落下してぶつかった。減速が足りなかった戦術装束メイルド・フイストの人型は、ヒロを巻きこんだままひっくり返る。その肩に乗っていた麻奈だけは、華麗にジャンプして一人だけ難を逃れる。

「おやおや大丈夫ですか、立たつ木き君」

「酷ひどいなあ、真名辺さん……」

　人型に守られているとはいえすぐには起きあがれないヒロに、着地した麻奈は肩をすくめて答えた。

「私まで巻きこまれると、立木君の尊い犠牲が無駄になりますからね。やあ我ながらよい判断だ。あなたも得をしましたよ」

　そうして麻奈はいつもの調子で答えると、まるで自分が帰ってくるのは当然だったとでもいうように、セシリアに向かって軽く会釈した。あくまで自然体である。あまりにも素で気け圧おされるセシリアは、ようやく起きあがったヒロの方へと向かう。

「ヒロ！」

　その呼びかけに、ヒロはうんと頷うなずいた。ちゃんとここに、戻ってくることができたのだ。ワイワイと無事を喜び合う二人をよそに、麻奈は「どこなんだここ？」と周囲を見回す。

　麻奈にしてみれば、何やらとんでもないところに出てしまったのは事実ではあった。確かに見知った地上へ出たのに、何か風景と重力の感覚が未いまだに一致しない。

　いや実のところ、麻あさ奈なも含めて三人はいま現在、相当の速度で下降していた。秋あき津ず洲しまが下ろしてくれているのだ。あっという間に水平線がせり上がってくるように感じる。

　それでようやく麻奈は、状況を把握できた。ようやく昇ってきた竜ドラゴンたちが何が起きたのか知り、そのまま羽を畳んで急降下していった。海の上の艦艇に第一報を知らせに行く。

　連絡役は他ほかの者にまかせ、律りつを乗せたフヴェルゲルミルは降下する秋あき津ず洲しまの手に、速度を合わせながら接近する。

「史し郎ろう！」

　待っていられないといった風に、律はかなりの高さから跳んで下りる。そのままヒロの元へ駆け寄った。続いて空を飛べる四し方ほうが、のんびりと今回大活躍だった『大おお虚ぞら』に跨またがって、下りてくる。無事ならまああとはどうでもいいと、急に興味をなくした顔。

　そして喜き連つれ川がわと出海いずみの体育会系二人組は、地道にほとんど垂直な秋あき津ず洲しまの身体からだを登ってきた。

　喜連川はヒロを見て頷うなずくと、これまで起こったことを説明する。

　そして戦いが終わったことを王に報告した。
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　その後、世界は、そして日本はどうなったのか。

　ヒロたちにとっては、最後の決戦の日よりそこから先のことの方が、はるかに大変なことの連続だった。まあ世の中とはそんなものだろう。

　まずはマグナ・マーテルの沈黙により、世界中の複雑に張り巡らされていた魔術構造が、全すべて破は綻たんした。何もかもが振り出しに戻ったのだ。

　そして当たり前であるが、大混乱が始まった。

　なぜそんなことになったのか、事情を知る竜ドラゴンたちもその他ほかも、基本的には知らんぷりを決め込んだ。まあそのおかげでヒロ――いや長な川がわ史し郎ろうという個人は、あまり妙な恨みを買わずに済んでいた。

　一方で新たな魔術構造の構築が世界中で始まった。これまではマグナ・マーテルの存在によって使われてきた魔法の契約を、大陸や島の中に眠る生存物質エレメントと新たに行うことになったのである。

　日本もこの期間、各地をバラバラに支配していた魔法的現実が、一いつ旦たん解除されたことになる。このことによる混乱を何とか抑え込みながら、各地がそれぞれ所属する島の神と再契約を果たし、緩ゆるやかな魔法的現実を作り上げた。

　ただこれは第一段階でしかない。それまでの無理を吸収するための、極めて弱い措置である。天球儀会ソシエタス・スフアエラを退けた日本は、速やかに再統一へと向かった。もっともこの作業もスムーズとは言い難がたく、お膳立てだけで一年がかかっていた。

　ただし二〇〇七年の初めから、並行して日本の北への大移動が行われている。

　すでに旧東京地点に巨大な歪ゆがみを生み出していた異世界アッシャーへの通路――秘匿通路カンミーノ・アスコーゾは、先の戦いで消滅していた。ゆえにできるだけ緩やかに日本列島を移動させ、元の緯度経度へ戻ってきた。このジリジリとした移動は、少なくとも人間社会の関係修復よりも、はるかに順調に進んだ。

　そして二〇〇七年の十二月二十三日。日曜日。新年の一週間前。

　日本を小さな国に分裂させていた魔法は今夜、完全に解除される。代わりに京都において十三年間保存されていた、『誰だれもが知る統一された日本』という現実が取り戻される。

　全ての地方国家はその役目を終え、解散されることになった。このことはヒロの王国も例外ではない。

　ただその前にやっておきたいことが、ヒロにも仲間たちにもあった。

　だからヒロの周りはここのところ、バタバタとしている。何日か顔を合わせていない状態の者もいる。ただそんな日々すら、今日二十三日で終わりだった。

　時間は十七時前。もう冬の夜が訪れ暗くなり始めている中、ヒロは約束の待ち合わせ場所――学校から少し行った先の多摩川の土手に、セシリアや霜そう夜やと向かっていた。

　二人は今年に入ってからは、別々に行動している。セシリアはセシリア、霜夜は霜夜だ。

　そしてセシリアの方は今、ちょっと大げさなほどの厚着姿だった。これはセシリアが寒がりというより、霜夜が相変わらず過保護なためである。特に今日は寒い。

　この寒い中、ヒロたちが外で待ち合わせるのは理由があった。今夜は雪が降るという予報がでているのだ。

　降水確率は午後から80パーセントという曇り空。気温は三度である。これは東京では実に十三年ぶりの、本当の雪になりそうなのである。それをみんなで見ることにしたのだ。

　そのまま明日はクリスマスイブ。あっという間に年末が来て、来年からの日本の新体制という形である。

「王国もなくなるのだから、そろそろその先をどうするのか、考えないといけませんね」

　霜夜の言葉に、ヒロは「うん」と気まずく頷うなずいた。相変わらず、あまり成績はよい方ではない。

　進路というか仕事自体は、いくつか誘われていることもあるし、ヒロの方から気になっている件もある。

　ただしかし、何に関かかわるにしても実力は問われることになる。だから努力はしているのだが、これがスイスイとは伸びはしない。人並みより一段上の努力を、ヒロは重ねることになっていた。

　そしてまたヒロが最近結構へこむことに、ヒロの王国の仲間たちというのは、それは随分と優秀な人間の集まりだったのだ。

　その優秀者の代表のような喜き連つれ川がわが、道の向こうから待ち合わせ場所にやって来る。予定の十分前に来た彼は、すでにヒロとセシリア、霜夜がいることに、驚いた様子だった。

　もちろんこれは二十分も前に来ているヒロたちの方が、酔狂なのである。続いてパラパラと、出海いずみ、律りつ、四し方ほうの順に来る。

　到着した者から何となく、どうしていたかを話し合う。全員ヒロの王国には所属したままではあるが、それぞれが関わるべき人――出身する組織と仕事を進めていた。

　ヒロは流れのまま、何となく男四人で話し込み始める。それを律が、じっと見ている。

「うー」

「な、何？」

　焦ってヒロは訊きく。しかし律の言いたいことは、ヒロにも分かっていた。というか、律からはあの事件以来、決まった文句ばかりを言われているのだ。

　律りつはすでに、ヒロが麻あさ奈なやセシリアと生活していることを知っている。だから「だらしがない」とか「淫いん靡びである」とまず切り出してくる。

　別にヒロにしても、やましいことをしているわけではない。それどころかしばしば麻奈と喧けん嘩かをしているような有様だった。ヒロと麻奈は少なくとも性格が違うことは確かで、意見が食い違うことは度々ある。

　おまけに事件も一通り解決したので、ヒロは『みんな』を優先することが多くなった。そのことに麻奈の方は「あっそう？」という態度なのだ。

　その怒りは麻奈がはっきりと表明はしないから、質たちが悪い。だが世の中はうまくできているもので、調整役としてセシリアには随分と世話になっていた。ヒロたちは上手に三人で回っている。

　だが律は問題の争点を、そこには持っていかない。

　ヒロは家に帰っても来ず、女の子と楽しく遊んで暮らしている――というわけでもないのだが、とにかく律にとっては、『それは違うんじゃない？』なのである。まあそれはそれで、もっともな話である。

「だから今日こそは、家に帰ってもらうよ」

「え、今日なの？」

　ヒロの驚いた律への返事に、セシリアも横へ首を振る。

「今日はダメだよ。クリスマスの飾りつけをやるもの」

　今でははっきりとした主張をする。しかし律もセシリアに譲らない。

「こちらも大事なことなんだよ。大丈夫。ほんの一時間で済むことだから」

「――済むわけがないと思いますが」

　いつの間にか律の背後に立つ霜そう夜やに、律は驚いて警戒の構えを取る。しかしそれでお終しまいではなかった。この場に隠れていたらしい鏡たちは、次々ワラワラと姿を現す。

「な、なにが!?」

　左右を見る律に、大勢のセシリアの分身たちが圧殺するようにつめかける。そのまま律とセシリアの分身たちは、手加減つきの大乱闘のような有様に突入した。年の瀬最後の大暴れをするらしい。

　まあこうなってしまうとヒロの方では打つ手がないので、心配はせず放ほうっておく。また男四人での会話に戻った。

「それでそっちの地元の方は、どんな感じ？」

　うむ、と喜き連つれ川がわは腕を組んでヒロを見る。

「無茶をやったから後始末は大変だな。まあどこも同じだろうが。こちらは新につ田たなどのこともあるし、あとは水み戸と――というか茨いばら城きだな。あの辺りとのすり合わせも、結構最後までこじれたな」

「直接は関かかわってないの？」

「まあ俺おれは、武官として育てられた人間だからな」

　しようがないといった態度で、喜き連つれ川がわは答える。

「ことを起こすという場面ならば、前に出ることもあるかと思うが。ことを収めようという政治の場では出番がないな」

「確かに僕の方も、似たようなものだねえ」

　そう引き受けたのは風かざ祭まつり出海いずみである。

「仕事の情報収集任務はむしろ増えてるんだけどね。逆にどんどん穏便になってる。うちは危険度が低くなると小間使いと変わらないよ」

「まあいいことだよね」

　ヒロがそう受けると「そうでもない」と出海は否定する。顔が笑っているように見えるのは相変わらずで、喜んでいるのかと思ったがそうではないらしい。

「兄さんが毎日騒がしくてね――。騒ぐために生きてるような人だからそれはいいんだけれど」

　ああ、とヒロは納得する。喜連川は『誰だれの話だ？』という顔をしているが、まあ大した問題ではない。

　そうやってひとまず順調に進んでいる男二人にくらべ、四し方ほうだけは表情が暗かった。

　神じん祇ぎ省しようへの復帰は成ったのだが、入れ替わりに京都の家の方――肉親関係でゴタゴタとしている。ヒロもいろいろと手を貸しているのだが、まあ簡単には解決しそうにもない話だった。そのことを友人たちに話すかどうかは、ヒロはまだ迷っている。

　ただヒロの表情を察した四方が静かに息をついて横に首を振るので、今はやめておく。

「……降ってきてしまった、か。全員揃そろうまで保もてばよかったんだが」

　代わりに喜連川が残念そうに言った。まだ少しだけ明かりの残る空から、綿ぼこりのような白い雪が降り始めていた。

　風に流されている。――降ってきて空に帰っていく。まだそんな雪だ。

　全すべてが始まったあの日以来の、東京の雪だった。

　誰も何も話したがらないので、自然と全員が無言で雪の空を見上げることになる。

　随分しばらく経たってから、ヒロは愚ぐ痴ちのように言った。

「……麻あさ奈なさん、なかなか来ないなあ」

　ヒロの様子に気がついた喜連川が、珍しく口元を皮肉に歪ゆがめて言った。

「アイツは約束の時間に、必ず正確に五分間遅れてくる女だ。だったらそろそろ来るころだろう？」

「うん、まあね……」

　白い息を吐き出して、ヒロも答えた。それは麻奈との何となく続く共同生活で分かっていることだ。

「いやあ、遅刻しましたよ」

　そう全く反省していない声で、通りの向こうから麻あさ奈なが声をかけ手を振った。こちらへ急ぎ足でやって来る。

「遅いなあ」

　ヒロが言い返して、麻奈を迎えに行くべくそちらへ向かう。その途中で、その場の全員が空を見上げた。

　特別に何か予告があるわけでもなく。

　先ほどの瞬間に日本の現実は塗り替えられた。統一された元の姿へと戻ったのだ。

　ヒロの王国は終しゆう焉えんを迎えた。同時にまたカドゥケウス伝令使の杖を使うことも不可能となった。

　しかしだからといって、ヒロのやりたいことも、やるべきことも、変わるわけではない。これまでとこれからの違いを考えなければならないのは、ただ方法だけである。

　だからヒロは遅刻した麻奈のところへ、自分の足で駆けていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　三十六億二千百七十八万六千三百十七年後――。

　封印されていたマグナ・マーテルは、ついにその縛いましめを破らんとしていた。

　最終プロセスが成功裏に進めば、撃ち込まれた呪じゆ文もんを完全に制御下に置くことができる。マグナ・マーテルの意識は解放され、完全に外側へと開く。元いた世界、実体世界への帰還がかなうのだ。

　この最終プロセスを始動し、結果が出るのにさらに数百年が必要となるだろう。しかしその程度の時間は、ここまでにかかった悠久の年月にくらべれば、何ということのない時間である。ほんの瞬まばたき程度のことだった。

　マグナ・マーテルの封印解除は麻あさ奈なが導き出していた大雑把な試算とくらべ、実に六十五億年近く短縮されている。もちろんこれは、マグナ・マーテルの絶えることのない試行錯誤の結果である。

　そもそも麻奈の撃ち込んだ呪文は、いくつにも分裂して魔法陣を転写して飛び散る。それだけでなく勝手に組み合わさり、どんどんと暗号化・複雑化してしまう非常に厄介な代物だった。

　ひとまずマグナ・マーテル自身もまた膨大な計算実行能力を持つ存在なので、この暗号を解読し、相殺する呪文をぶつけることは造作もない。

　造作もないのだが、これも何十億という呪文が同時に発生していて、なおかつそれぞれが別々の組成を持った呪文となれば、さすがに処理時間がかかってしまう。そうしているうちにますます呪文は数を増やし、また複雑になっていく。

　――これらの進展を考えて、麻奈はマグナ・マーテルを百億年間封印すると言った。

　しかしＡエＳイＡサの出で来き損そこないは、一つ可能性を考えることを忘れていた。マグナ・マーテル自身が、麻奈の呪文にむしろ積極的に手を加えるという可能性である。

　転写・分散しながら飛び交う魔法は、一つ一つは極めて基礎的なルールにより活動している。これにマグナ・マーテルの方でも、ルールをつけ加えることができるのだ。バラバラに散らばるばかりの呪文は、マグナ・マーテルの改造により徐々に組織化された。

　一塊になった転写増殖呪文――呪文塊は、すでに一つの生命とも呼べる複雑さをその内に秘めていた。彼らは別の呪文塊を、捕食という形で自動的に取り込む。呪文の数自体はこの作業で減ってはいないのだが、捕食者は統合された、より複雑な活動体へと生まれ変わった。

　それらを集めてマグナ・マーテルは、さらにさらにと改造を加えた。

　マグナ・マーテルの意志をその身に乗せた呪文塊は、そっくり同じコピーを作り出しながら、他ほかの呪文群を攻撃し消滅させた。

　だがこの方法は全プロセスが速度的に限界がある。そこで攻撃せずとも他の呪文塊の行動を制限できる方法――『様々な交渉の智ち恵え』を新たに、配下の呪じゆ文もん塊かいに与えた。

　もっともこれもすぐに限界が来た。あるところから広がらなくなる。

　そこで次には『支配者の智恵』を与えた。これは大成功を収めた。

　大成功すぎてシステムが一人歩きし、マグナ・マーテルが制御しきれなくなるほどの巨大勢力となったため一度徹底的に解体した。

　……ここで全く無駄な手間を食ったが、このころには活動する呪文塊それぞれが、内部に高度な判断機能を持つようになっていた。

　それは二本の脚あしで移動し、二つの手で自らの行いを記述するようになった。

「――何のことはない。出来上がってみればまた人間か」

　そう気づいてからは、マグナ・マーテルの作業は素早かった。

　人類を作るのは、すでに十四回目。今回は前回、タンパク質と遺伝子でやったことを、呪文に置き換え、いつもの定石セオリー通りにやればいいのだ。

　経験と技術はあるので、やるべきことの決定は簡単だった。呪文塊たちの中から有望なものを一つだけ選び、そのライバルにあたる呪文塊は全すべて根絶やしにすることにした。競合する存在を残しておくと、結局は共倒れになる。

　続いて今回は遅ればせになったが、活動領域を分けて世界の形を整える。マグナ・マーテルの経験上、『最も効率よく人類が発展する形状』に、活動可能範囲を整理した。これもまた定石セオリー通り。

　ユーラシア大陸、アフリカ大陸、南北アメリカ大陸、オーストラリア大陸、南極大陸。

　そう設定した活動領域の中を、呪文塊たちは行き来し、争って、混じり合い、文明を育はぐくんでいった。

　そしていまマグナ・マーテルは、花咲き誇る教会の庭園に一人座り込んでいた。高楼の鐘がゆっくりと鳴り響き、空には『白』と設定された鳥が羽ばたく。

　前回の世界とは成立状況がまるで違うが、可視化のルールを決めてしまえば、驚くほど各世界はそっくりになってしまう。もちろんこれは、何もかもを彼女が自分の意志に沿って造ったためだ。どうせこれを見せる者――見る存在などいないのだ。世界の違いとオリジナリティーを誇る理由が、彼女にはなかった。

　それよりも長い経験で培った成功パターンを崩さないよう、入念な調整をしている。うまく行くものをわざわざ崩して別のやり方で進める必要はない。

　そしてこの世界でもマグナ・マーテル自身は、相変わらず美女であった。そうであった方が影響力を行使しやすいし、また何かと都合がよい。

　彼女は時代により天女であり女神であり、今は聖女として世界最大勢力である宗教的組織の頂点に祀まつられていた。もっともこの宗教組織も、すでに発生から一千年が過ぎてしまっている。そろそろ次の一手が必要なところだった。

　これから世界中で革命が頻発する動乱の時代へと突入する。忙しくなるだろう。そうなる前の最後の穏やかな時代を、マグナ・マーテルはひとまずのんびりと楽しんでいた。

　そんな彼女の元へ、この世界の継承者たち――全すべての反響する呪じゆ文もんを管理する自立思考型の信号の塊でできた人類、その子供たちがやって来る。数は二人。

「聖女さまー」

「ご挨あい拶さつ申し上げます、聖女さま」

　そう言いながら、こちらへ走ってくる。それぞれは『正荷』と『負荷』の値を持つ生まれたばかりの呪文データの塊。前の世界風に言えば、少年少女のペアである。

「ごきげんよう、二人とも」

　そう穏やかに答えながら、マグナ・マーテルは考える。

　実際に自分がこの世界での『万ばん生せいの王』を求めて行動を開始した時、彼らは――いや彼らの子孫たちは、マグナ・マーテルにどう対処するのだろうか。

　全ては順調に行き、この呪文の塊たちが思考する世界は、『万生の王』の下で完全に統制された状態を迎えるのだろうか。

　それとも立たつ木きヒロたちや、それ以前の幾多の人類たちと同じように、目的を脱して反抗してくるのだろうか。そしてまたしてもマグナ・マーテルは、さらなる封印を施されるのだろうか？　と。

　目の前のマグナ・マーテルの子らともいえる存在を見ていると、彼女はいつも感傷じみた思いに捕らわれる。

　――もういいのではないか、と。そう感じるのだ。

　マグナ・マーテルは確かに、この新たなる子を愛いとおしいと思っている。無理を押しつけ、争いたくはなかった。

　このままこの世界で全てをお終しまいにし、あるのかないのか自分ですら分からない終末の日を待つ。それまでこの世界と子らを全力で守るというのでもいいのではないかと、そう思うのだ。

　しかし、と。

　マグナ・マーテルは自分の中の気分を打ち払った。

　この対決は、宿命である。自らの被造物に陶酔するなど、堕落でしかない。内に閉じている。それでは何もかもが本当に終わってしまう。

　マグナ・マーテルのような『思考体』にとって、存在の無意味化というのは耐えられることではなかった。いや無意味化と戦う意志があるからこそ、活動を続ける『星』であり続けることができるのだ。このことは誇りである。

　――ただ、今はまだいい。

　そう考え直し、彼女は肩の力を抜く。すでに次の対決の準備は整いつつあるのだが、本格的に悩むのはだいぶ先の話だ。だから今はまだいい。

「お話を、聞かせて下さい」

　子供たちはそうマグナ・マーテルに請う。

「そうね。何のお話が聞きたいのかしら？」

　答えるマグナ・マーテルに二人の子供は目をキラキラ、鼻をヒクヒクさせて答えた。

「世界はいつからあるの？」

「この世界はどうしてあるの？　聖女様」

　二人の問いに対してマグナ・マーテルは答える。事実を伝えることは、嫌いではない。ありのままの出来事を、彼らに分かる言葉に換えて話し始める。

「――世界の最初には、一つの均質な混こん沌とんがありました。そこに神の力を持った男と女の二人がやって来たの」

「どこから来たの？」

「……別の世界から」

「天界？」

　マグナ・マーテルは「そうね」と頷うなずいた。

　あの世界のことは、ここではそういった風にしか言いようがない。

「それで男の神様と女の神様はどうしたの？」

「最初に男の神は混沌に力で立ち向かって失敗しました。次に女の神が知識で混沌に立ち向かい、敗北しました。混沌には形がなかったから、二人は勝つことができなかったの」

　そう話すのを聞いて、子供の二人は互いを突きながらクスクスと笑いあった。まるでお互いが失敗したかのようだ。

　もちろんそれは次に来る大勝利を知っていて、だから笑いに変わるのだ。

「そこで二人は力を合わせることにした。協力して唱える――。光あれFiat Lux！　途端に周囲は真っ白に包まれて――――」

　――そして世界は誕生した。
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　読者の皆さま、お待たせしました。モノケロスもついに最終巻です。

　今回のテーマはずばり『血』について。血筋、血族、血気盛んの『血』。ちなみにハートマークの元であるカップ＝聖杯は、この血を受けるための入れ物。つまりは心臓のことを表わすシンボルです。この象徴としての『血』とは何か？

　ところで皆さんは、自分が自動的な存在であるという感覚を抱いたことはないでしょうか？　人間の自由意志は本当に自由なのか、という疑問です。例えば「家族」という集団について。よくよく考えてみると、ちょっと不思議な気もしてこないでしょうか。私たちは何をもって、親と子の関係を維持しているのでしょう。また何を根拠に親は子の面倒を見て、代わりに子は親の言うことを聞くのか？　どうしてこの特殊な同盟は隣家に住むおじさんおばさんとでは成立していないのか。

　この規定をもたらしているものが、『血』です。他ほかにも幸福感と生きる意味、意志の源となるもの。生物としてあらかじめ持つ内的感覚。

　――その強烈な支配により、我々の行動は決定づけられていきます。そして家族から国、民族、文化へとどんどんと大きく広がっていきます。しかし人類皆兄弟とは、なかなかいかないもの。それどころかこの『血』こそが諸悪の根元という感覚も、度々あるのではないでしょうか？『気持ちのいいこと』優先で物事を進めての失敗は、誰だれにも経験のあることと思います。それどころかつけ込まれたり、騙だまされたり。ですがそんなことさえ些さ末まつなこと。『血』による縛りのもっとも残酷なところは『異なる存在の否定』です。国も民族も文化も、ぶつかればまずは相手を拒絶し抹殺を願うのが『血』のもたらす発想です。

　しかし私たちはそうではないあり方もできています。それは何な故ぜ？　というのが今回のお話でした。同時にこれは世界の『血』の更新という出来事であり、親離れ子離れというテーマ。グルリと一周して一巻のテーマでもあります。

　もっとも一巻の解決は『力による血族解体』という普通の方法。これに対し最終巻での母子関係の解体方法は、かなりエキセントリックな結論のような気もしますが……。

　ともあれ、世界の秘密に触れたところで、このシリーズも終了となりました。また何かの折りに、ヒロたちがひょっこり別の作品に出てくることもあるかもしれません。その時には応援してあげて下さい。

　さてこのあとがきもいよいよ最後となりました。

　挿絵の巳み島しまさん、全巻を通して勇壮で美しいイラストをありがとうございました。さらに編集の笹ささ尾お氏にも相変わらずご苦労をおかけしながらの作業でした。お疲れ様でした。

　そして読者の皆さま。四巻に渡る物語におつきあい頂き、ありがとうございました。

　またどこかの本の中でお会いできますよう。それでは。

伊い都と工こう平へい
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　伊都工平（いと・こうへい）

　　１９７５年11月生まれ。

　　兵庫県出身、神奈川県在住。

　　著書に『第61魔法分隊１～５』

　『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）など。



　イラスト

　巳島（みしま）

　　都内に居ながらにして田舎を満喫中です。

　　この本の原稿も、近所の山に持っていって葉のこすれあう音を聞きながら読ませてもらいました。幸せなひとときでした。

　　個人サイト「rumblefish」：‥http://q-orbit.jp/



    

  
    
      モノケロスの魔杖は穿つ４
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